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日 本 結晶 学会 誌 エ , 1, 1959) 


結 唱 学会 ユ 0 周年 を 迎 を て * 
藤 原 武 夫 


本 日 ここ に 日 本 結 表 学 会 創立 10 周 年 記念 の 供し を 開催 致し , 会 員 諸 氏 と その 慶び を 共に 
致し ます る こと は , 私 の 最も 不全 と 致す 処 で あり ます -. 

願 ふみ ま すれ ば 戦後 諸事 未だ 不 自由 を 極め て お り ま し た 1948 年 , 当時 アイ ル ラ ンド ・ 
ミ ベル ファ ー ス ト の タク イー ンジ ンズ 大 学 に 在職 し て お られ まし た ェ エヴァ ャ ルト 博士 は , 国際 結晶 学 
連合 の 創設 に つい て の 情報 を 伝え , 我国 も 近い 将来 に 同 連合 に 加盟 する よう 述べ た 書簡 
を , 故 西川 正治 境 士 に 寄せ られ た の で あり ます . ここ に お いて , 直ちに 西川 博士 を 中 心 と 
し て , 結 曲 学 の 研究 に 携わる 者 相 集 まり , 日 本 学術 会 議 内 に 結晶 学研 究 連 絡 委 員 会 を 設置 
する 運動 を 開始 致し まし た : そし て 数 次 に 豆 る 会 合 討 議 の 末 , 翌 49 年 半ば に 至り 17 名 の 
委員 を 以 て 同 研 究 連絡 委員 会 が 発足 し , 同年 6 月 25 日 に 上 野 の 学術 会 議 に お いて , その 
第 一 回 会 議 を 開催 致し た の で あり ます . 本 会 創立 の 出発 点 と な っ た の は , 実に この 結 品 研 
連 の 第 1 回 会 議 で あり まし て , 同 会 議 に お いて , 研究 連絡 の 国内 の 対象 と し て , また 同 研 
究 連 絡 委員 会 の 選挙 母体 と し て 本 会 を 創立 すべ さき こと が 決議 も られ た の で あり ます -. 

さて , この 会 議 の 後 , その 決議 に 従っ て , 直ちに 本 会 創立 の 準備 委員 会 が 構成 も られ , 
学会 構成 並び に 運営 の 基本 方 針 が 討議 され まし た . そこ で は , この 学会 が や や 特殊 な 中 間 
領域 を その 対象 と し , か つま た 以後 国際 的 に 活動 する こと が 期待 すら れ て お り ま し た の 
で , 会 員 の 資格 を 厳 に する 方 針 が 採ら れ , 各地 区 分 担 の 準備 奏 員 ょ り の 会 員 候 補 者 の 推薦 
を 経て , 計 102 名 の 創立 会 員 が 選ば れ , 更に 諸 種 の 準備 を 完了 し て , 1950 年 5 月 13 日 に , 
この 東京 大 学 理学 部 2 号館 大 講堂 に お いて 創立 総会 を 開催 する 運び と な っ た の で あり まし 
Ss 

Ee 様 お 気 る きのこ で と と 人 なお が の まう に 本 会 の 形式 的 次 便 六 は L950 年 
で あり ます の で , その 意味 か ら は 本 年 は 9 周年 目 に あたる の で あり ます が , 既に お 話し 致 
し まし た 処 か ら お わか り の 如く , 本 会 創立 の 実際 的 な 活動 が 開始 され た 時 か ら 起 算 す れ 
が の 09 同年 (あま お の で 博 そ < ささ に その 実 を 朱 の 今回 選 の 届 伏 
事業 を 行う わけ で あり ます -. 

さて , 本 会 の 創立 総会 に と に お いて は , 会 則 が 決定 せら れ , また 西川 壇 士 を 初代 会 長 に 推し 
て , ここ に 本 会 は その 活動 を 始め た の で あり ます . この 本 会 創立 の こと は 国際 結 品 学 連合 
の 機関 誌 テ クタ ・ ク リス タロ グラ フイ カ に る ふも 報告 せら れ , 本 会 の 存在 は 創立 後 間 も な く 世 
界 に 広く 知ら れる に 至り まし た 。 その後 , 伊藤 貞 市 お よび 仁田 勇 両 氏 を 二 代 お ょ び 三 代 の 
会 長 に 迎え , X 線 懇 談 会 発行 の 雑誌 “X 線 ” を 本 会 機関 誌 と し て , 本 会 は その 発展 の 歩 
み を 進め て 行っ た わけ で あり ます が , この 間 本 会 が 行っ て 参り まし た 諸事 業 の 中 で も , そ 
* 1959 年 9 月 11 日 東京 大 学 理学 部 2 号館 大 講堂 に お ける 日 本 結 品 学会 創立 10 周年 記念 会 


3 結晶 学会 10 周年 を 運 え て 

の 暴 る 懲 特 区 な も の と し て 。 ここ に は 本 会 が 。 直接 或 は 間接 に 果して きま も し た 国際 協力 活 
動 を 壮 げ ね ば な り ま せ を そん.。 すなわち 。 本 会 は 国共 結 品 学 連合 第 2 回 総会 以来 , 3 年 毎 の 総 
会 に は 落 本 会 代 奏 を 派 遣 し , また 旦 本 学術 会 論 よ り 派 遣 さ れる 代表 に 種 x の 撲 助 と を 
て 葵 りき し た 。 そ し て 国共 結晶 学 境 合 に ょ っ て , 本 会 は 我 還 に お いて 同 連 合 の 諸事 業 を 分 
dio aEAE Go i 

会 員 に は 害 ほ [貴義 の 特 虎 が 与え そ を られ, また 本 会 会 員 は すべ て 世界 結 品 学者 名 繕 に 登録 され 
< OMRON EEEOF ERA Dh て RD ET 更に 学術 会 議 の 改 


て は 。 本 会 は 会 員 に よ ょ る 選挙 に よ ょ っ て 結 唱 学研 究 連 絡 委 員 会 委員 候補 者 を 同 会 
て 。 左 挙 生 体 と ho この 章 , 終始 変ら ざる 
茸 怖 若 は 御 環 解 を る っ て , 本 会 の これ ら の 活動 に 御 支 援 を 戴き まし た 会 員 諸 氏 普 びに 経済 
の こと = RS あり ます . 
く 。 本 会 は その 特徴 を 発 折 し つつ 発展 し , 会 員数 も 当初 の 102 名 より 現在 の 
Mm を 具 た の で あり ます が 。 こ の 問 に は 本 会 は 数 その 悲し むべ き 事 態 に も 直面 し 
た . それ は 神津 令 稚 , 本 多 光 太郎 両 名 人 准 会 員 , 正 川 前 会 長 を 始め ,。 7 名 に 及 人 お 
A これ ら の 耕 学 或 は 前 途 有 次 の 学徒 を 失い まし た こと 
A Eh に 大 き な 損 失 で あり ます が 。 中 で る も 二 会 創立 の 中 心 で あ 
ら 刀 た 西 用 先生 が 文 a 賞 後 , 日 な ら ず し て この 世 を 去ら れ ま し た こと は 記 葉 そ 
. EL ER 
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に と を 得 て い た な ら ば , 我 * そ の 商 び は も と より , 先生 に も さ 
戴 半 た こと と 心から 残念 に 存じ て OR A i =; 
[先生 を 始め これ ら の 物故 会 員 の 人 筐 奈 福 を 祈り 。 こ れ ら 先達 の 志 を つい で 本 会 今後 の 
に 人 微力 を 捧げ る こと を 装う も の で あり ます 、 
て 本 会 は 現在 に 双 り まし た が 。 こ の 10 年 の 間 の 我国 の 結晶 学 の 大 き な 進 歩 に 縮み 。 
将 拉 に 語っ て ょ り 以 上 の 発展 を 期す る た め 。 過 去 1 年 半 に 豆 り 園 係 者 一 同 は 本 会 の 性 格 を 
大 本 見 に 責 検 対し 。 そ の 結果 に つい て は 率 一 全会 員 の 御 意 見 を 承っ て 参り まし た が , その 
gis 総会 で は 従来 の 会 則 を 大 幅 に 改正 し た 新 定款 夫 承 朗 せ られ , ここ 
本 会 は 栄二 の 発展 眉 階 を 逝 える に 双 り まし た 、 条 分 に も 現在 は その 新た な る 段階 の 
和み の 苦し EE 
ら す 。 新 し い 会 誌 の 発刊 も 子 定 より は や や 遅れ て は お り ま す が 、。、 こ れる も る 近 き 実 現す る 見 通 
ミ 立 っ て 参っ て お り ま す . そし て ここ に 換え る 一 連 の 記念 の 催 民 の 策 王 は 。 本 日 お よび 
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頭目 の < し て , 本 日 の 仁田 教授 の 御 講演 に 続い て , 明日 は 遠く フラ ンス 
まり 二 会 の 生 客 と し て お き し まし た テン ドレ ピ ・ ぎ ギ ぎ ニ = 教 授 に 御 護 演 を お 願い 致す ご と に 
だ な っ て 


苦 『 お す 。: ま だ 妃 信 率 業 の 第 二 と し で 本 年 11 月 上 和 旬 大 阪 大 学 に お いて , 二 会 
と 来 還 ベン マシ ええ ヴ ェ イ ニア 州立 大 学 の ゲロ ョ ー ト ・ ォ イン ステ デ ティ テ ェ ュー トト と の 共 催 で ? 結 唱 学 
に 軸 す る 国共 シン デポ ※ ぶ ジェ ー ム を 開催 致し ます : 会 員 講 氏 に は , どう か ご こ ご れ ら の 催 ゼ に 御 参 

れ て 本 会 の PMS FRROM Th また の 将来 の 一 層 の 発展 に 御 協 
る よう お 願い 申し 上 げ て , この 挟 拶 を 閉じ る こと に 直 し ます -. 


の 


今回 , 日 本 結 唱 学会 創立 10 周年 記念 事業 の 一 つと し て , ここ に 本 会 機関 誌 “ 利 本 結晶 学 
会 訪 議 詳 光 弄 下 害 運び と なり は まし だ た だこ と は 坊 ・ 会 員 ミ 同 が 心から その よる こび と する 
MC 

願 みれ ば , 過去 数 ヶ 年 に 豆 り , 本 会 は 雑誌 “ 文 線 ” を その 機関 誌 と し て まい り ま し た . 
この 雑誌 は , 会 員 諸 氏 が よく 御存知 の ご と く , 大 阪 大 学 理学 部 内 の X 線 懇 談 会 その 
発行 者 と する 特色 豊か な 学術 誌 で あり まし て , その 価値 は , 国内 は 元 ょ り , 海外 に お いて 
も 高く 評価 され て お っ た の で あり ます . し か し な が ら , 本 会 と は 密 接 不 離 の 関係 に ある と 
は いえ , 一 応 別 個 の 団体 で ある X 線 懇 談 会 の 発行 する 同誌 を 本 会 機関 誌 と する と いう こ 
と は 世に これ あく まで 当時 の 情勢 に 基づく 便宜 的 な 処置 で あり まし て , いづ れ は 本 会 自身 が 
その 機関 誌 を 独自 の 立場 に お いて 編集 刊行 すべ きこ と が 期待 され て いた の で あり ます . 
この よう な 情勢 下 に お いて , 示 会 誌 の 創刊 計画 を 促進 する 直接 の 動機 と な っ た の は , 一 
昨年 秋 に 本 会 幹事 会 に 対し 行わ れ た 渡辺 得 之 助 書 の 提案 で あり まし た . すなわち , 同 君 は 
X 線 妖 談 会 に お いて ““ 文 線 ” を 引続き 刊行 する こと が 困難 な 現 情 に 監 み , これ を 府 刊 と 
し 得る 何等 か の 方 法 の 考慮 を 求め た の で あり ます . この 提案 に 基 い て 研究 の 結果 , 幹事 会 
は 本 会 評議 員 会 に 本 会 会 誌 創刊 に 関す る 審議 を 求め る こと に 決定 し , 翌 1958 年 4 月 の 評 
議員 会 に お いて は , “会誌 発行 お よび 会 則 改 正 に 関す る 調査 委員 会 ” (委員 : 小川 四郎 , 
湯 永 両 二 衣 高木 佐知 夫 , 渡辺 得 之 助 ) の 設置 が 決定 せら れ ま し た . この 委員 会 は 会 員 諸 拓 
か ら の テン ケー ト そ の 他 の 各種 必要 事項 の 調査 を 行っ た 上 で , 本 会 に と っ て 会 誌 と この 時 
期 に 創刊 する こと が 極め て 有意 義 で ある と の 結論 を 得 , また それ を 可能 な らし め る 会 則 の 
改正 並び に それ に 伴う 二 会 の 運営 方 針 の 変 草 に つい て の 基本 的 な デー タ の 草 集 を 完了 し ま 
し た の で , 評議 員 会 は 同年 10 月 と この 委員 会 を 解散 し , 新た に 会 誌 発行 計画 立案 委員 会 
朋 員 ドド 田 良 全 区 定 水 両 人 三 宅 静雄 引渡 辺 得 巡 助 を 設置 pe で 会 誌 に 関す る 詳細 な 審 
議 を 委ね た の で あり ます -. 

この 委員 会 に お いて は , 会 誌 の 内 容 , 体裁 , 発行 回 数 等 に つい て 極め て 慎重 な 討議 が 線 
の で の 0 の 結 芳 は 引 符 含 報 和 引 NE ックス 全 = = な と 
本 会 会 員 に 内 外 の 結 唱 学 界 の 現 情 を 要領 よく 伝え る こと を 目的 と し た 邦文 誌 を 年 3 回 発行 
する と iO 先決 移る 
の 0@ 安 約 必 得る RN の の 0 

上 の 結論 に 従っ て , 本 年 4 月 開催 の 評議 員 会 お よび 本 会 総会 に お いて , 本 誌 創刊 の 件 が 
最終 的 に 決定 せら れ , 三宅 静雄 君 を 委員 長 と し , 定 永 両 一 , 高木 佐知 夫 , 竹内 慶 夫 , 渡辺 
得 之 助 講 君 を 委員 と する 創刊 号 編集 委員 会 が 構成 せら れ て , ここ に 本 会 創立 10 周年 記念 
の 最も 意義 深い この 企 を 実現 し 得る こと に な っ た の で あり ます -. 

以上 に よう て 明か な ご と さく , 本 誌 は 本 会 の 今後 の 発 民 の 基礎 と な る も の で あり , 広く 多 
方 面 に 豆 る 学問 分 野 の 中 間 領 域 で あり また 固体 お よび 液体 ・ 気 体 の 諸 研 究 の 基礎 的 な 部 門 


4 

で ある 結 品 学 の 最近 の 進歩 を 読者 に 伝え ん と する も の で あり ます の で , その 創刊 の 意義 は 
極め て 大 きい も の が ある こと を 確信 致し ます . それ と と も に , 上 述 の ご と き 慎 重 な 諸 準備 
を 経た 後に その 発刊 を 見 る に 至っ た も の で は あり ます が , な お か つ 幾 多 の 点 に つき 今後 の 
編集 発行 に 困難 を 来 す こと が 予想 され ます . それ ゆえ , 会 員 諸 氏 に は , 本 誌 が 今後 いよ い 
ょ 充実 の 歩み を 進め , 真 に その 名 に 価 す る 実 を 得 ま する よう , 多大 の 御 支援 を お 願い 致す 
次 第 で あり さす: 


(O59 生年 放 0 凍 月 導 生還 


日 本 結晶 学会 誌 I エ , 5, (1959) 


[総合 報告 〕 
分 子 性 結 唱 に お ける 
配向 性 よび 回 転 人 性 の 不 整 
伏 半 勇 
ま え お き 


分 子 性 結晶 に お ける 配向 性 お よび 回 転 性 の 不 整 を 研究 する こと は 結 品 の 物理 学 お よび 化 
学 に と っ て 興味 ある ば か り で な く , 液体 の 物理 学 と 化学 に と っ て る 重要 な 事 が ら で あ る . 
この 問題 に 対す る 一 つの 入口 は , 分 子 性 結 品 の 融点 に つい て の 熱 力 学 的 な 特色 の 考察 に あ 
る で あろ う . よく 知ら れ て いる よう に 。, 結 品 の 融点 7» は 融解 の 潜熱 4 万 , と 融解 の ェ ン 
トロ ピー 4S» に 次 の 如く 関係 する . 

T=AHn/ASn 
また 多く の 経験 の 教え る と ころ に よる と , 分 子 性 結晶 の 融点 は 分 子 間 の 北 集 力 が 増大 する 
に つれ て 上 才 す る 一 般 的 傾向 が ある . そこ で , 分 子 間 の 凝集 力 の お ょ その 及 度 と し て 液 相 
の 蒸発 潜熱 4 万 。 を えら ん で , これ と 7 の 関係 を , いく つか の 典型 的 な 分 子 性 化合 物 に 
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第 2 図 48Sm 一 4 互 。 関係 


第 2 図 VG に R24S み と 4 の 関係 を 本 DR 
り , この 場合 4 万 。, 4 刀 m, 4Sm の よう な 量 は 何れ も 相 転 移 の 両側 の 相 の 内 部 状態 に 相 
対 的 に 関係 する も の で ある か ら , この 点 に 注意 する 必要 が ある わけ で ある . さて この よう 
な 熱 力 学 的 特色 の 点 で 事情 が 最も 簡単 な の は 当然 , 単 原子 性 の Ne, A, Kr, Xe の 系 列 
きど 才 られ る が 引 事 実 前 第 征 図 ほお と 生じ の 結 唱 ば 舎 直 線 下 規則 的 な ら の 5B 
か で ぞ の 直線 は 殆 さ 原点 を 授 ラ 2 で お 9 また 梨 2 図 だ お いで も 7 これら の 4S 訂 伸 は 336 
eu 革 栖 の ほほ 水 少 な 直線 の 下 き 横 わ っ で で る の が 認 69 ら れる 間 科 っ の 5) 癌 夫 8 参 
察 の 標準 に を らぶ こと は 適当 と 考え られ る . 第 1 図 に 示さ れる よう に , 殆ど すべ て の 結 品 の 
点 は 上 記 希 ガス 系 の 直線 の 下 側 に ある が , た だ HF の み は 例 外 的 で ある . この 例外 は 恐 ら 
く HF の 液 相 お よび 気 相 に お ける 分 子 種 の 異常 な も の の 存在 に 関係 する も の と 思わ れる . 
一 方 4S ヶ x に 関し て は , WaldenD は ある 限ら れ た 範囲 の 芳香 族 化合 物 な ど に つい て , 
4Sm へ 13.5e.u. 程 の 一 定 な 値 が 示さ れる こと を みとめ て いる が , これ は 恐らく 無 意 義 な 
も の で は ある まい . この よう な 結 品 の 近代 的 な 例 と し て は 結 品 構造 の 詳し く 調 べら れ て い 
る 22 間 折半 人 C2 の 2/0S0C4SOG 
う . 更に , Timmermans 3 は , 多 原 子 分 子 の 融解 テン ト ョ = ピー に つい て , 総括 的 な 研究 を 
比較 的 早い 時 代 に 行っ て いる が , 融点 の 下 に な お 転移 が あり , その 転移 の 潜熱 が 融解 の 洪 
熱 に 比 し て 比較 的 大 きく , 融解 の ェ ン トロ ョ ピー が 5 e.u. より る 小さ い 一 群 の 結 品 を , 
immermans は , その 融点 以下 の 相 の 力学 的 性 質 の 特色 か ら cristaux plastiqgues と 名 
付け た . 更に , 彼 は この 種 の 相 が 対称 性 の 高い も の で ある と ころ か ら , 分 子 は 結 品 格子 内 


伝 許 団 秀 7 
第 エ 表 導 準 単 原子 分 和子 の 結 品 で 回 転 を し て いる も の と 
融点 相 I 転 移 点 想像 した. 
a wn 単位 格子 (Hr) et i この 小 入 で は , 最初 に 
Ne WN CE ) の べた 希 ガ ス 系 列 を 標 3 
(3.26) 4.53kX i == き 条 人 電 
83.85°K fc.c.(4) pi a の も の と し て , Timmer- 
B59 543kX mans の 考え 方 を 生か し 
SN RE Gia SS が bk 納 単 な 分 直人 性 本 
LoS CC te pe __ 上 吊 の 配向 性 お よび 回 転 性 
HF 190.09°K BmnmbC4 * 
(5.756〉 A = -: 統 的 な 結 唱 化学 的 な 考 穴 
5.41A 人 0 っ 2 たい 
HCI a fc.c (4) 98.38°K 和信 訪 の NMR 
2.99 5.46kX C2.89) = 
HBr I eC CS _ NMR, 相 . 基 の 引 員 
3.09 5.76kX (0.734 dare 
HI 222.36°K fc.c.(4) 125,68°K NMR, 相 . 基 理 原子 分 子 Ne A 
(3.08) 6.18kX (2.0) = に 至る 系 列 の 結 品 の 融点 
HO 273.16°K  P6;/mmC NMR a 
i (5.26) 4.57,7.35kX 洋 rs に 関す る 熱 力学 的 の 特色 
H2S 187.63°K 等 軸 C4 う 103.54°K se すでに の ペペ だ きる さら 出 
EE 点 以下 の 結 品 構造 は ょ く 
95.40°K 等 王 C4 
‘ Co 2 Tt ne r= 上 山 ら れる 
PH, 139.38°K fc.c.(4) 88.12°K mt っ ek 方 面 心 格子 , 最 密 詰 込み 
GG.940 Mo Co 弄 で ある 、 こ れ ら の 単 原 
CH 0 66R CC D2050°K _ NMR " 
(2.48) 5.89kX 0.76 子 分 子 に 関係 させ て , 
SiH, 88.5°K 63.5°K ee 0 i 
1.80 (2132) 


fc c。 は 面 心 立方 格子 と あら わす . NMR に は 核 磁気 共鳴 を あら わす . 


ゆる 人 準 原 子 (pseudo- 
atom) で ある 水素 化物 の 


0 GC a 選 主人 6 e 
回 員 詳 罰 15 〇 詳 NC の あら な と きれ は 款 状 の 原 aa@ai 答 革 2 竹 」 
奏 原 子 に あたる 突出 部 を あ そ な る を た 形 の も の と いえ は よう. 

へ ハ ョ ゲン シン 化 水素 の 結晶 相 で は , HF の 結 品 構造 が 阿 閉 お ょ び Lipscomb5) に よっ て 決定 
きれ た 。 これ は 和 劉 方 結 品 で あっ て , …HEF…HF.…HFEF… の ジグ ダグ ザ グ の 水素 結合 針 が 結 品 内 
る S40 る の EH 還 の 示 素 結 谷 ば 円 原 手 間 き 包 科 の 普 水 素 原 2 が 上 嘱 座 さき 
れ た 一 種 の 平均 構造 で ある . この 2 人 箇 の HI 原 子 の 席 の 間 を 了 HE 原子 が 往来 する 動 的 な 変化 は 
全般 に 温度 の 上 昇 に 従っ て 活 浴 に な る も の と 想像 され よう が , 上 の X 線 的 の 結果 で は 一 様 
な 分 子 回 転 か ら は 遠い 状態 で ある . この 結 品 の 融解 テン トロ 』= ピ ビー は 4Sm 三 5.756 e.u. で あ 
らら て , 希 ガ ダス の 場合 より 大 きい . HCI, HHLBr, HI の 結晶 に つい て は , 比熱 6) , 誘電 率 の , 
核 磁気 共鳴 8 な どの 実験 が 行わ れ も て き て いる こと は よく 知ら れ て いる 9 . これ ら の 結 品 で 
は 融点 以下 に 2 種 あ る い は それ 以上 の 相 が みとめ られ て いる が 1 の , この 小 穫 で は すべ て 
相 独 自ら 下 の カ へ 交 え て それぞれ エエ, 1 世 な ど と し て お くさく と と に する ( 築 工 表 ). 


% 分 子 性 結 曲 に お ける 配向 性 お よび 回 転 性 の 不 整 


上 の HF の 場合 か ら 考 える と , これ ら の 化合 物 の 最も 低温 の 相 は , HF の 結晶 構造 と 多少 
と る も 共通 の 特色 と を も っ た , 分 子 双 極子 能率 ある い は 水素 結合 に 関係 する 構造 の も の と 梓 像 
され る . 他方 , 融点 下 の 相 エエ で は いずれ る も 立方 面 心 格 子 で , 統計 的 分 子 対称 人 性 の 高い 不 秩 
序 の 構造 で あり , その 融解 エン トロ ピー は HCI : 2.00, HHLBri: 3.09, HI:3.08 e.u. で 
あっ 希 な ス の 場合 まり も 小さ きい. 

正 20 紅 耳 5S 和 HSe の 系 列 に うつ る と 有 HO の 相 工 は よ ぐ 知ら れ で いる 通り 0 水素 結合 
に 支配 され た 立体 綱目 構造 の も の で あり , OHO の 水素 結合 で は 酸素 原子 間 に 2 箇 の 席 に 
16 了 HH が は いる 平均 構造 の も の で ある 攻 . この 相 エ の 融解 エン トロ ピー は 4Sx==5.26 e.u. 
で あっ て , 希 ガ ス 値 より 大 きい , 水 の 中 の 孔 の 運動 に つい て は 核 磁気 共鳴 の 実験 が ある 2. 
HS, HSe に は 相 エ 以外 の 相 ゃ も 存在 が 知ら れ て いる が , 相 エ の 構造 は よく 知ら れ て いな 
い ( 書 ら く 立 方 最 密 詰 込み 型 ). 融解 の エン トロ ピー は H。S : 3.03, HSe : 2.88 e.u. で あ 
っ て , この 傾向 は HCI, HBr, HI の 場合 と 似 て お り , 相 エ が 高い 統計 的 対称 の , 配向 性 
な いし 回 転 人 性 不 整 を も っ た 構造 の も の で ある こと を 示唆 する . 核 磁気 共鳴 の 実験 も 水素 原 
和子 の 運動 を 示し て いる 2. 

次 に NH。 の 相 I 0 筒 の 分 る 含み に さる の 
この 相 の 融解 テン ト ョ ピー は 4S»=6.92 e.u. と 著しく 大 きく , 分 子 の 配向 な いし 運動 の 
乱れ 方 は HCI, HS な どの 相 エ と は 多少 異な る こと が 想像 され , 核 磁気 共鳴 の 研究 めで 
“ES SN RL の 相 N の 誠人 S は 0 
で 著しく 小さ い . この 物質 の 場合 , な お 3 人 箇 の 相 転 移 が 知ら れ て お り , それ ら の 転移 テン 
4 S72 の 総 相 は 0 0284etu ee 

CH, に つい て は 相 エ と 相 区 と が 知ら れ , 相 エエ は 立方 面 心 の 最 密 詰 込み 型 で あり ,Alpert15) 
の 核 隊 気 共鳴 の 実験 に よれ ば , 相 エ で は 分 子 は 殆ど 自由 回 転 と な す ゃ も の と 想像 され て いる . 
な お , 核 磁気 共鳴 の 実験 の 5 にょ れ ば CH, の 相 エ で は 分 子 の 回 転ば か り で な く , 分 子 の 自 
忌 拡 散 が 著しい と 認め られ る . この 事柄 は 4S ぇ =2.48 e.u. が 希 ガ ダス 値 よ り る も 小さ いこ と 
の 一 つの 理由 と な る で あろ う . この 点 は 他 の 結 品 の 場合 の 4S» 値 の 考察 に も あて は まる 
場合 が 多い も の と 考え られ る . 

ここ で , メス チル 基 の 回 転 に つい て , 私 共 の 研究 室 に お ける 一 つの 経験 を 述べ て お きた い . 
最近 , 新谷 * は デア テア ャ チル ヒド ラ デ ン OCCH』NH.NHCH』CO の 無水 物 の 結 品 構造 を 解 
析 し た が , この 結 品 に お いて は , ヌメ チル 基 中 の 2 人 箇 の 水素 原子 を 除き , 分 子 中 の 原子 は 
すべ て 一 つの 対称 面 中 に 横 わ り , 分 子 の 半分 は 他 の 半分 と 対称 心 と に よっ て 結ば れ て いる . 
この 分 子 の ヌメ テル 基 の 水素 の 位置 は フー リ = 級 数 法 の 電子 密度 用 合成 の 図 上 に 明らか に 
みとめ られ , 3 筒 の H 原子 中 の 1 箇 は 上 に 述べ た 対称 面 上 に 横 わ り , 他 の 2 人 箇 は この 対称 
面 の 両側 に は な れ て 対称 的 に 配置 され て いる こと が 判る . この 分 子 の 形態 お ょ び ム の 合成 の 
図 は , それ ぞ れ 第 3 図 お よび 第 4 図 に 示さ れ て いる . この 第 4 図 か ら は 結 品 中 の ヌ チ r 茶 
は 上 の 位置 に 静止 し て いる か の よう な 印象 が を られ る . と ころ が 他方 , プロ ョ トン 磁気 共鳴 
の 実験 1 の の 結果 (第 5 図 ) で は , 吸収 線 の 巾 な いし 一 次 モー ヌン ト の 値 か ら す る と jE の 
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第 3 図 デア セチル ヒド ラ デ ヂ デン の 結 品 内 
分 子 の 形態 


第 4 図 ・ デ アセ チル ヒド ラ ヂ ン 無水 物 
結晶 の 二 次 元 D 合成 図 


X 線 の 実験 の 温度 で 既に ぇ ヌ チ ルル 基 が CC 結 
合 の まわ り に 回 転 的 再 配 向 (束縛 回 転 ) を 行っ 
OS EC EE FDR 
解析 の 水素 原子 位置 の 決定 の 際 に その 解釈 に 注 
意 を 要する こと を 教え る . 


一 原子 分 子 お よび 関連 分 子 の 結 品 


(gauss) or (gauss)? 


へ ャ ゲン 分 子 は 化学 的 に 簡単 な 三原 子 分 子 で 
あっ C2 Br は お る Ccmoa i の 補間 
群 対 称 を も つ 結 品 で , 1 人 箇 の 原子 は 同一 の 分 子 
の 中 の 他 の 原子 の ほか に , 隣接 分 子 の 11 人 箇 の 


0 原子 に よっ て か こま れ , 配 位 数 の 上 で は 最 密 庄 
第 5 図 デア セチル ヒ ee 込み 型 と 同じ で ある . この 結 品 に お ける 分 子 配 
無水 物 結晶 の NMR 向 は 融点 に いた る まで 殆ど 一 定 に 保 た れ て お る 


ゃ の と 才 そ られ る が その 融解 ント ョ どー は 第 到 表 に 与 き られ て いる よう に , 希 ガ スズ 値 
か ら は 造 か に 大 きく 約 9e.u. 程 で ある . 準 原 子 OHL, NH。,CH。 の 作る ““ 二 原子 分 子 ” 
に つい て は , 過 酸 化 水素 18 HO.OH, ヒド ラ デ ン 19 HzN・NH。 の 結 品 構造 は すでに 決定 
せら れ て お り , いずれ る 分 子 間 水素 結合 を も つ 構 造 の も の で ある こと が 知ら れ て いる . こ 
の 中 , 前 者 の 融解 ェ ン ト ョ = ピー は 9.29e.u. と 与え られ て いる . エタ ン CH』・ じ 了 LI。 の 相 

ペド の の S03 で あり ご の = の 値 が ら 凍 る G 還 
向 性 な いし 回 転作 の 不 整 は 著しく 高度 の も の と は 想像 され な い . 

O』 だ つい て は 所 結 品 相 は 3 種 知 らち られ て いる が , 相 エ の 融解 テン トゥ ョ ピー は 1.95e.. 
SA る O 民 関連 ! た 維 原 埋 NEE 庫 で HL の 2 全 京 吾 分 
手 に た に つい て は 資料 が 充分 で な い . 

N。 に つい て は 2 種 の 結晶 相 が 知ら れ 2 の 0, 相 エ は 六方 最 密 詰 込み 型 の 配列 と いわ れ , 柄 
解 の ェ ン トロ どー は 2.729e.u. で あり , 軸 比 の 点 か ら る 分 子 配向 が 高度 の 統計 的 対称 を 
示す よう な 構造 の も の と 考え られ る . 相 嫌 は 面 心 立方 の 単位 格子 に 4 人 箇 の 分 子 の 重心 が 配 
置 さ れ , 分 子 の 配向 は 4 箇 の 分 子 軸 が それ ぞ れ 4 種 の 体 対角線 の 方 向 に 規則 正しく 向い て 
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第 世 表 二 原 子 分 子 及 び 関 連 分 子 の 結 品 


融点 相 エ 転移 点 
ni C4Sm) 単位 格子 ne 放 き 
Cl。 172 16°K Ema( 4) 
(8.89) の 0 竹生 O 21A 
Br 265.9°K Coema(l4) 
(9.48) A NAO OO ZN 
I。 386.8°K Cema(4) 


(ROT) 4.795,7.255,9.780A 


OO OR RA CD 
C9.29) 4,06, 8.00A 


HNNH, DA TR 2 1/n(2) 
> M63A 
109.5° 


CH;‘CHs 89.89°K C 0 
m 


(7.603) 
A OD) 
N, 63.14°K  P3m(2) 35u6IrK Pa34) Q=1.27 x10-26esu 
(2.729) 4.039, 6,670A RD 0 A 
co 68.09°K  P3m(2) 6155 KR CD SC 
CNISSY ON CE) 5.63 A =0a0L 
- Q=1.6x10-26 esu 
HCCH E97 Pa3(4) BN 絆 玉 Q=5.3x10-26 esu 
(5) 6.14A 
HCN 259.92°K TA4mm(2) 170.41°K Tmm Q=7.7x10-26 esu 
人 8) A463 34A O29 S85 
4.34 A 
CO, NCSA ER a -26 
(9.35) = RE® QI NOR Ses 
OCS LOANS RC Q=2.9x10-26esg 
CEALTD 4.08A, 98°58/ -a 潤 
CS, 161RK 生 正 泡 ; Q=3.1x10-26 esu 
(652 SS WA 
N,0 182,30°K Pa3(4) Q=4.4x10-286 esu 
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いる 構造 が 確か の よう で ある . この 構造 で 分 子 の 配向 を 支配 する も の は 分 子 の 電気 四 極 子 
能率 と 考え られ る . この 点 に つい て は Jansen, de Wette ら の 研究 が ある 2D. N。 の 相互 
の 構造 は マセ チレン HC : CH の 相 エ の 構造 と 同じ 種類 の も の で ある こと は 興味 が ある . 
この 後 の 結晶 の 構造 は 管 原 ら ?2 に より 単 結 品 を 用 いて 決定 志 ら れ , フー リ ェ 級数 法 に ょ り 
電子 密度 の 三次 元 ON le の 結 品 構造 の 二 次 元 的 
な 説明 図 お よび 電子 密度 投影 図 で ある . アテ アセチレン の 場合 , 融点 まで この 構造 が と られ る 

の は 分 子 の 四 極 子 能率 が 素 より も 大 きい と ころ に ある で あろ う . 更に a 
よく 知ら れ て いる C じ CO, の 結 品 構造 に ほか な ら な い の で , 直線 的 な 四 極 子 分 子 に つい て 同 
一 系 統 の 構造 を と る も の の ある こと が 認め られ る わけ で ある . 


第 6 図 アセ チレ ン 結 品 の 構造 第 7 図 アセ チレ ン 結 品 内 の 電子 密度 分 布 


四面 体 的 分 子 の 結 唱 


下 H 和 9 の 計 き 交 で (フラ ジー クシ クン る られ る CO CB CI の 相 上 吾 ほ 
つい て は ご ご れ まで 確定 的 な 構造 決定 が 与 ら れ な か っ た よう に みえ る な か が, 最近 CCI だ ご つ 
いて は 立方 面 心 の 単位 格子 に 4 箇 の 分 子 を 含む 構造 で , 結晶 中 で は 配向 人 性 な いし 回 転 人 性 の 
不 整 が 相当 高い よう に いわ れ て いる % る 2. 事実 , CCL, の 融解 デン トロ = ピー= は 4Sm==2.4e.u. 
で 希 ガ スズ 値 よ り 著 し く 小 さい . た だ し , 吉 く 行 われ た 液 熊 の CCl。 の XX 線 回 折 像 の 解析 2 
に よる と , この も の の 液体 を 自由 に 立体 的 に 回 転 す る 独立 な CCl。 分 子 の 集合 と みる 単純 
な そそ デル で は 回 折 強 度 分 布 を よく 説明 する こと が で き な い こと を 認め て いる の で , この 点 
注意 を 要する . さて , 四面 体 的 分 子 に 電気 的 な 四面 体 的 八 極子 を 考え , その 能率 が 充分 大 
きい と する と , 結 品 は 四面 体 の 配向 が すべ て 平行 と な り , その 還 列 は 立方 体 心 格子 的 な も 
の と 想像 され る . そし て も し この 能率 が さほど 大 きく な けれ ば 四面 体 の 平行 逆 平 行 の 配向 
性 不 整 を 生ずる か , ある い は 回 転 件 の 不 整 を 生じ , 同時 に 分 子 重 心 の 配列 は 立方 面 心 型 に 
な る も の と 予想 され る . 第 想 表 に は 四面 体 的 分 子 の 結晶 に つい て 若干 の 資料 を 掲げ た . こ 
の 表 中 の CBr。 相 エエ の 構造 は 確定 的 の も の で は な い . 

CCCH;)』 の 相 エ は 立方 面 心 型 の 単位 格子 に 4 箇 の 分 子 を 含む . 相 隊 っ 相 エ の 転移 = ン 
E46 本 の 机 解 ンジ リド ne ーー 4S 才 は e033:e4u で あっ 
て , 配向 性 な いし 回 転 性 の 不 整 が 想像 され る . Mones と Post25) に よる と , 結晶 の X 線 回 
折 の 温度 因子 定数 は 大 きく , 反射 強度 は 分 子 の 球状 自由 回 転 で 一 応 説明 され る . また 核 磁 
気 共鳴 の 実験 222 の 2 に よっ て る 分子 の 回 転 的 運動 の 著しい こと が 朗 め られ て お り , 分 子 の 自 
選抜 散 22 る 著しい こと が 認め られ て いる . CCCH;)。 の CH。 基 を 順次 C1 で 半 換 し た 
OCLC CNC RE SD CT の 相 四 で は 4S 訂 が で れれ で れ 2233825 凍 4 5e1ul で 
あり , CCC 了 Hs)sCI は 立方 面 心 の 単位 格子 に 4 人 箇 の 分 子 を 含む , 配向 性 な いし 回 転 性 不 整 を 
y っ た 構造 の も の で あり 他 の 2 化合 物 ひ これ に ず る も の と 考え られ る . これ ら に つい 
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規則 な 配向 な いし 回 転 の 運動 を な し , 結局 , 結 呈 分 子 は 統計 的 に O ぇ 一 3m の 高い 対称 
に 達する . この 相 エ は 前 の 2 例 と 異な り 立 方 面 心 格 子 の 重心 配列 を する . この よう な 相 エ 
の 分 子 と 分 子 配列 の 高 対称 に 対応 し て , 融解 テン トロ ョ ピー は 4Smm:3.16e.u. と 希 ガ ダス 値 
に ちか い . 


八 面 体 的 分 子 の 結晶 


ORNS と で は SRE の 7 の が 太ら 4 し る の の 愉 全 2 の 0 
午 造 は まだ 知ら れ て いな い . し か し CsCl。 の 気体 分 子 に つい て は 電子 回 折 か ら , 力 sa 
= の 形態 が 知ら れ て お り 4 カ の この 種 の ェ タ ン 誘 導体 や それ に 人 準ずる も の で は 大 体 八 面体 
に ちか い 和 形態 (第 11 図 ) を も つも の と み ら れ る が , こ 

の よう な 一 和 群 の 化合 物 の 相 エ に は 共通 し た 結晶 構造 
の 特色 が み ら れ る 点 で 興味 が ある . 第 牙 表 は この よう 
な あら くい っ て 人 面体 的 な 分 子 の 結晶 に 関す る 資料 を 

NN の で ある 

へ クサ クロ ル ニ エニ エタン CCl。 は 3 種 の 相 が 知ら れ , 
相 了 は 終 方 , 相 立 は 単 評 の 結 品 で , 後者 は 5.7e.u. の 
テン ト ョ ピー 変化 で 立方 結語 の 相 エ に 転移 し 更に 
185°C で 融点 に 達し , 融解 エン トピ ビー 4Sm=5.56.u. 
を 示す . 4243)~ の 相 エ に つい て の XX 線 的 研究 24243) 


第 11 図 人 準 八 面体 的 分 子 形 態 


第 MV 表 八 面 体 的 分 子 の 結 上品 


分 C45m) 相 エ I C4S:n) 相 工 備 考 
SF% 2225aK 94.26°K 
(5.40) = (4.07) 
SCCCI GM ASM bc ce) 344 63K 半角? 相 世 < 斜 方 2 
(5.5) 7 43A NO 
BrsC.・CBrs; = BRC) ーー Pnma(d) —-- 
MesC.CMe. TR SC CA a 
DE (3.13) MR 
MeszCiC. CCIMe, 434°K ie a Rs 
7.58A 
Me;C.CMe;Cl 408°K bee LEK = = 
a 62A SA 
MesC-CMeCl, 424°K OD EK 
7.58A 
ClsC-CMe;Cl 446°K be c 2) 21 0K 
7 4A 233.5°K に == 
MesSi.SiMe; 28 CAR bc CO AK NMR 
ND 8.47A (10.59 , 


er 
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に よ ょ れ ば , これ は 立方 体 心 格子 で , 2 人 箇 の 分 子 が 含ま れ , 構造 は C 一 C 軸 を 4 箇 の 体 対 角 
線 の 方 向 に 略 々 むけ た 不 秩序 の 配向 の も の が 最も 確か らし い . この 構造 は 準 人 面体 的 な 分 
子 の London 力 と 大 力 の 空間 分 布 に よる も の と 察 せ られ る . な お , C2(CHs う 2 も その 相 

エ は C;Cl。 の 相 工 と 同じ 構造 で あり , 化学 的 に 対称 性 の 低い ぇ チル , クタ ョ 混合 型 の 置換 体 
や 同 に 構造 で が 許す な わ ち その よう な 例 は (CHD2GCICCCICCH。)3 5 の (CH).CCCCH) 
Cl246) CCCCH;)2C1, の ClsCCCC 了 HHI)2C14 の それ ぞ れ の 相 工 に 見 られ る . これ ら の 中 , (C 
HH,)2CICCCICCHL。)。 に つい て の 誘電 的 測定 2 は か な り 以 前 に 行わ れ , 相 エ で の 分 子 回 転 を 
結論 し て いる こと を 付加 えて お こう . 

CCH;)sSi>。 は (CH)。C。 と 化学 的 に 相似 た 化合 物 で ある が , Si 一 Si 結合 間隔 が CC 結 
合間 隔 よ り 大 きい の で , 同じ く 乃 sg-3m の 対称 に 準ずる も の と し て る も , 正八 面体 的 形態 か 
ら は 一 層 ず れ て いる も の と 想像 され る . 私 共 の 研究 室 に お ける 測定 に よる と , この デシ ラ 
ン 誘 導体 は すく な く と る も 2 種 の 結晶 相 を 示し , 相 エ か ら 相 エ へ の 転移 は 一 51.3°C で , 転 
移 き ント = どー は 10.5 eu , 相 工 の 融点 は 14.5°C で , 融解 ェ ン トロ どー は 2.51e.u. 
で あっ て , 希 ガ ス 値 より か な り 小 さい . 文 線 解析 で は , 相 エ は 上 の 諸 化 合 物 と 同じ く 立 方 
体 心 型 の 分 子 重 心配 列 を と な し て お り , 配向 性 な いし 回 転 性 の 不 整 が 著しい も の と 認め られ 
る . 単 結 唱 の 単色 ラッ ツェ = 写真 に は 散漫 散乱 の 斑点 が みとめ られ , この 斑点 の 強度 を 前 述 の 
松原 の 計算 式 を 用 いて , 隣接 分 子 間 の 配向 の 相関 関係 に 基 い て 説明 する 企てる も 試み られ 
た . 9 更に 行 俊 , 菅 , 関 , 伊藤 5 は 一 180°C 辺 か ら 十 20°C 辺 に いた る 温度 領域 で 核 磁 
気 共鳴 の 測定 を 行い , 共鳴 吸収 線 の 巾 お よび 二 次 モ ー ヌ ント の 温度 に ょ る 変化 や スピ ゼン シン ・ 
格子 緩和 時 間 7, の 温度 に よ ょ る 変化 を も と め た . この 結果 , この 化合 物 の 結 品 は , 液 態 空 
気 の 温度 か ら す で に メチ テル 基 が 
Si 一 C 結合 軸 の まわ り に 回 転 再 
配向 を し て いる も の と み ら れ , 
この 回 転 の 活性 化 そ ネル ギー は 
5.7 kcal/mole と も と め ら れる . 
更に , 一 120°C 付近 か ら 多 少 急 
に 吸収 線 の 巾 な いし 一 次 モー ヌメ 
シン シト の 値 が 減少 し て いる の は , 
Si 一 Si 軸 の まわ り の Si(CH』) ぅ 
基 の 回 転 ( 再 配 向 ) こと よる も の 
と 説明 され , この 運動 に 対す る 
活性 化 ニ エネ ルギー は 5.7 kcal/mole と 求め られ た . 相 エ > 相 エ の 転移 点 か ら 上 の 温度 領 
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第 12 図 ヘキサ メチ ル デ ヂ デシ ラン の NMR 吸 収 線 の 巾 


べき 差 は 示さ れ な い (第 12 図 ), し か も 相 エ の 吸収 線 の 巾 か ら 分 子 の 自己 拡散 も 示さ れ て い 
る . 


i OE 
以上 , 希 ダ ス 単 原子 分 子 の 結晶 の 融解 の 熱 力学 的 特色 を 標準 的 な も の と し て , 人 準 単 原 子 
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分 子 の 結晶 , 二 原 子 分子 と 関連 分 子 の 結晶 , 四面 体 的 分 子 の 結晶 , 人 面体 的 分 子 の 結 唱 の 
主要 な も の に つき , 配向 性 な いし 回 転 人 性 の 不 整 に 関連 し て 多少 結晶 化学 的 な 考察 を 加え た . 
この ょ うな 考察 は 他 の 一 層 一 般 煎 な 形態 の 方 子 の 結晶 に ヒ に つい て も ひろ げ る こと が で きる で 
ある 5 征 V 表 に は 相 下 で お いで この トラ な 水上 刺 の 著 必 の 有る 37 05 抽 0 


第 V 表 一 層 一 般 的 な 分 子 の 結晶 


融点 転移 点 

シク ロロ ヘキサン 279 8K ce D6 OR NMR 
(222) 8.76A (8.59) 

E2202 3 EC CA E20 O02 相 功 . 
2.002 A TA2) 転移 点 ( 世 一 横 )201.4°K 
| 0 (08303e.u) 

樺 脳 453° K fc cD 250°K 

: 28) 10.1A CD ee a 
シン 169°K f.c.c.(4) 139°K 
(4.6) 8.61A i FF 

AL RTE NZ RK f.c.c.(4)1 263°K 
(NAS 8.83A (7.45) = —= 

パン 179° K 美玉 NIR 
(0.8) 5.83,9.33A (8.6) 

Se TIN EOIR 等 軸 (8) 148°K 

10.6 ーー の 
HCCCHszCHz)sN 431°K 等 軸 C4) 
8.977A 店 ご = 


すでに まえ る おき で の べた 通り , 著しい 配向 性 な いし 回 転 人 性 の 不 整 を 示す 結晶 の 構造 と 性 
質 の 間 の 関係 を 明らか に する こと は いろ いろ な 意味 で 重要 な も の と 考え られ る が , この た 
め に は X 線 結晶 学 的 の 研究 は 他 の 有力 な 物理 学 的 方 法 に ょ る 研究 と 密接 に 関係 を 保 や な が 
ら 行 われ る こと が 必要 の よう に 見 える . 多く の いわ ゆる オー ソ ツ ド ックス の X 線 結晶 学者 に 
と っ て は 正規 Laue の 反射 が , この よう な 不 整 を も っ た 結晶 の 場合 数 少 い こと を な ば 
く の で ある が , この 方 面 の 研究 の 意味 は 決し て 軽く は な い の で , 文 線 結晶 学 と し て る 出来 
る だ け 研 究 方 法 の 開拓 に 努力 すべ き で あろ う . 他方 , 分 子 性 結晶 の 結晶 化学 的 系 統 化 と い 
う 仕事 に 対し て も , 以上 の 配向 性 な いし 回 転 人 性 の 不 整 を も っ た 分 子 性 結晶 に た 対す る いろ い 
ろ の 考察 は 多少 の 寄与 を と なす も の で は ある まい か . 
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物質 構造 の 研究 に お いて , 観察 の 太 度 が だ ん だ ん 小さ く な っ て ぐる と 7 光 で は 役に立た 
な く な り ま すそ の 波長 が 原 隆 的 評 諾 ご 比 作 で 大 きい いのら 

光学 の 一 般 理論 に 従え ば , A 程度 の 波長 を 持つ 皿 射 線 を 用 いる こと が 必要 に な っ て く 
RV ONEER 

この よう な 目的 に 使う こと の で きる 皿 射 線 に は 2 種類 ある こと が 知ら れ て お り ま す . X 
線 と 電子 線 で す . 電子 線 は 電子 顕微 鏡 に と ょ っ て , 光 の 与え る 結果 に 似 た 結論 を 与え る こと 
が で きる も の で , その 分 解 能 は 現在 5 A に 達し ます . し か し 電子 線 を 使う こと に は 大 き な 
不便 が あり ます . それ は 電子 線 は 物質 を 透過 する こと が で き な い と いう こと で あり ます - 
だ か ら そ れ は た だ 表面 及び 薄膜 の 構造 の 研究 に 役立つ こと が で きる ば か り で あり ます が , 
これ ら は 物質 の 内 部 の 状態 を あら わし て いる も の で は あり ませ ん . ズ X 線 は これ に 反 じ で 大 
き な 秀 過 力 を 持っ て お り ま す . し か し , 文 線 に よ ょ っ て 光学 的 な 像 を 得る こと は 事実 定 で き 
ませ ん . 非常 に 小さ い 入 射 角 を 用 いて いわ ゆる “すれ すれ の 入射 (incidence rasante) ” 
の 方 法 を 行う こと る も 満足 すべ き 結 果 を 与え ませ ん . 

X 線 を 用 いる に 際 し て は “回 折 現 象 ” だ けが 利用 され る の で す . この 現象 の 理論 は 次 
の 一 名 に 要約 で きま す . すなわち , 逆 宰 間 内 の 振幅 の 分 布 は 電子 分 布 の Fourier 変換 で 
あり ます . この 定理 の 第 1 の 帰結 は , X 線 は 物質 中 の 電子 の 分 布 に の みみ 感ずる と いう こと 
で す . この 基本 法則 の 帰結 は 誰 で も が 知っ て いる こと で す . すなわち 電子 密度 分 布 が 3 
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コン C0 は コミ の 下水 選 で 生ずる 回 折線 供 小 の 方 向 に の みみ 生じ 
回 折線 の 強度 は 大 きく , それ を は っ きり し た 形 に 示す の に 十分 で あり ます . Laue の 実験 
が , その 簡単 な 装置 に も か か わら ず 成 功 し た の は この 理由 で あり まし た . 

結 晶 に よる X 線 の 回 折 は , X 線 の 科学 上 の 応用 の うち で 本 質 的 な も の で あり ます . ま 
た 結 品 構造 の 決定 と いう 仕事 は この 50 年 の 間 に , 最も 単純 な 構造 の 結晶 より, 蛋白 質 構 
造 に 関す る 最近 の 成功 に いた る まで , 非常 な 発展 を と げ ま し た . 

この 大 きい 進歩 を 助け けた 諸 因 子 の うち で , 1 つの 点 に 注意 し た いと 思い ます . 

前 に 云っ た よう に , 回 折 図 形 の 単純 さ は , 電子 密度 の 厳密 な 週 期 性 に 由来 する も の で す . 
さき さて, われ われ の 研究 する 結晶 は 決し て 完全 な も の で は な いと いう こと を , われ われ は 知 
っ て お り ま す . われ われ の 感覚 の 尺度 に お いて る も , 試料 の 最も きれ いな 表面 に 欠陥 を 見 る 
こと が あり ます . だ か ら , 超 顕 微 鏡 的 尺度 に お いて る 欠陥 が 存在 する に ちがい な いと 考え 
る = と は 自然 な ご さ ど です 旨 他 坊 放 われ われ は 純粋 な 物質 と いう る の は 存在 し な いと いう こ 
る SR 生 穫 本 上 京 交 SNSN の がら: ね 4 れ 4 ね れれ は 光 有 る と が で きる など で ので, 
これ は 格子 構造 を 乱 し て いる に ちがい あり ませ ん . し か し , この よう な 試料 で も 構造 解析 
に は 十分 適合 し て お り , ある 場合 こ は 単 結 曲 を 用 いる こと さえ 不 必 要 で あり , 結 品 粉末 だ 
(で i の のぶ の で 本 の 事実 次 の 2 る の 理由 (R09 ます 

1°) 週 期 人 性 は た だ 小さ い 領 域内 で だ け 保 た れ て いれ ば , こそ ら の 領域 が , た が い の 方 位 
BI つる いい EE 分 で い る と いう ご さと は 計 回 折 中 と どら で だ だ 交 式 な る 
と で は 大 いい ばか が かり 9 りか らっこ と 盾 する よう で すす が ご れ に よっ て 回 折 強 度 は 迷 倍 ある 
な は 

2°) これ ら の 領域 内 部 で は , 不 完全 結晶 の 構造 は 2 つの 函 数 の 和 と し て 表現 さき され ます . 
すなわち , 週 期 的 な 項 と 非 週 期 的 な 項 の 和 で す -. 

さて , Fourier 変換 に お いて は , 週 期 的 な 項 の 方 が 重要 な 部 分 を 作り ます . Fourier 変 
換 は , ( 週 期 的 な 部 分 )  ( 非 週 期 的 な 部 分 〉 の 比 を 大 きく 府 張 し ます . いい か えれ ば , 
第 1 近似 と し て , X 線 は 結晶 の 完全 性 を 府 張 し , モザ イク 構造 を 無視 する と いう こと が 言 
そる で し + ょ う : この 事情 は , 構造 解析 研究 に つい て は 大 い に 都 合 の よい こと で す . と いう 
の は , た と えば 今世紀 の 初頭 な ら 決 し て 結晶 の な か に は 分 類 さ れ な か っ た に ちがい な い を を 
ル ロ ョ ローズ の よう な 物質 の 構造 を 解析 を する こと も され て いる くら い だ か ら で す -. 

ある だ らら これ と は 逆 @ 固 体 物 理学 者 だ らら は され 
に よっ て 非常 な 損 ち を し て いる こと に な り ま す . 実際 , 化学 者 の 興味 は , 実在 の 結 本 に 近い 
よう な 理想 的 図式 の 中 に 原子 結合 を 確定 する こと に あり ます . これ に 反し て , 結晶 の 物理 
的 性 質 は この よう な 理想 的 構造 に ょ っ て は 決定 され な いと いう こと が 知ら れ て いま す . 理 
想 和 的 構造 に よっ て は , 物理 的 性 質 の ほん の 一 部 分 し か 説明 され ませ ん . 例え ば , イオ ン 結 
品 の 密度 , 昇華 熱 等 が あげ られ ます . これ に 反し , 比熱 , 伝導 度 , 機械 的 強度 等 は 第 1 に 
結語 の 欠陥 に , すなわち , 構造 の 非 週 期 的 部 分 に 依存 し ます -. 

構造 解析 に 加え て 結晶 学 の 新しい 分 野 が 発展 し た の は この 理由 に ょ り ま す . この 新 し 
いい 分野 は この 10 年 間 に 大 きい 進歩 と な し と げ ま し た が , これ は 固体 物理 学 の 大 きい 発展 
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当時 る る 同 R06 まま 

現在 , 世界 中 の 結 品 学会 に は , 2 種類 の 結晶 学者 た ち が お り ま す . 鉱物 学者 , 伝統 的 な 
結語 学者 た ち は , 彼 等 が 物理 学者 た ちと 一 緒 に な っ で いる の を 見 出 じ ます が だ の 物理 学 
者 た ち は , 例え ば 彼 等 が , 空間 群 を 知ら ず , 結晶 何 学 の 形式 を 知ら ず , ある と き に は , 
これ は 全部 で は あり ませ ん が , 立方 格子 と 六方 格子 以外 の 格子 に つい て は 一 ペ ん る も 聞い た 
EC の いう 特 人 筐 る の SAIASOC 

皆様 方 の 学会 の ょ うに 歴史 の 若い 学会 で は , この 結 品 学者 の 新 ら し い 種 族 が 多数 お られ 
I 私 が 特 き 結 品 の 訂 完 全 性 どい CC SS 
尺 は を ご に あり ます それ に っ ろ い で 7 さく * 計 投 的 な 話 を る (Se る 00 本 の 
目的 は , 技術 の 可能 性 を 示し , われ われ の 望み を 強く 制限 する か に 見 える 限界 を 示す こと 
に ある の で すか ら , 私 は ご ここ で は 一 般 的 な 原理 を 説明 それ に まっ で 織 に な され そる 
れる れ に っ 近 いい 将来 な きれ 得る こと を 例 eN2 

回 折 理 論 の 基礎 定理 を 今 一 度 思い お こし まし ょ う . 回 折 振 幅 は 電子 密度 の Fourier 変換 
NNER 

し か し , 実験 的 に は 振幅 は われ われ の 観測 に か か り ま せん . 回 折 強 度 の 分 布 し か 決定 で 
き な い の で す . すなわち , 実験 か ら ひ きだ すこ と の で きる 情報 は , 強度 の Fourier 変換 で 
ある Patterson 画数 な の で す . 回 折 物 体 を 実験 事実 か ら , 自動 的 に , そし て 完全 に 再 構 
成す る こと は 不可 能 で す . これ は , X 線 を 用 いて は 光学 像 を 再 構成 する こと が で き な い , 
NT TN EER 

結晶 構造 解析 に お いて は , この 基本 的 な 困難 は , 多く の 場合 解決 され 得る も の で す . と 
いう の は , 非常 に 多数 の 構造 を と , われ われ は , 全く 疑問 な 点 な し に 知 2 ぅ ら て いる か ら で す -. 
し か し , この こと は , 例え ば 結晶 の 化学 成分 ,。 構成 原子 の 種類 と 性 質 と いっ た よう な 。, 回 
折 以 外 の 実験 事実 と に ざっ で な され で いる の で 放し が ミミ の ご と i 比 軟 的 筒 潤 閑 畔 
に つい て だ け 可 能 な こと で す . 例え ば , 既知 の 原子 を , 唯一 個 の 単位 胞 の 中 に 入れ る や り 
が 問題 交 で いる さき の le 

不 完全 構造 が 問題 と な る と き は , 問題 は 非常 に 複雑 と なり ます . 大 きい domain の 中 
の 原子 の 位置 は 任意 で あぁ あり, ある 場合 こ に は domain の 組成 さき を も 知れ て お り ま せん . そ 
れ は 例え ば 合金 内 で の 析出 Zone の 場合 で す . 

この こと の 帰結 は , 不 完全 結 品 の 問題 を 決定 的 に , また 正確 に 取り あつ か うと いう こと 
赤 員 能 大 で eR 

それ で は どう し た ら よ い の で し ょ うか "? 系 統 的 に 均質 な 物質 の 場合 こ に は, われ われ に 
興味 が ある の は , 原子 の 系 統 的 配置 , 例え ば 平均 の 原子 の まわ り の 様子 を 決め る と ころ の 
函数 PCr) で あり ます . この 画数 だ けが , 無秩序 構造 に お ける 物理 的 意味 を 持っ て いる の 
で す .。 さて , PCG) は 実験 的 に 求め る こと どの で きる | Pattersoni 函 ほ 直接 に 関連 し で い 
る こと が わか り ま す . この 場合 に は 物理 的 な 問題 は 解決 する こと が で きま すご れ の 非常 
に 重要 な 例 と し て , 熱 振 動 お よび 無 秩序 結晶 の 場合 が 挙げ られ ます -. 

か し これ は 全般 の 場合 で ば な いと いう ご どる る 注 敵 で ね ば が 0 計 さだ た 
さい Zone に よっ て 乱 さ れ て いる 結晶 を 老 え まし ょ う . この zone か ら 遠 く 離 れ た 点 で は , 
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原子 の まわ り の 様子 は ほとん ど 完 全 結 晶 の それ と 変り は な いで し ょ う . し か し , 実験 の 与 
える も の は 平均 の P(r) で す . そこ に は 20ne の 外 の 原子 に よる 項 と , zone の 中 の 原子 
の それ と 境界 と ある 原子 の それ と が 重なり 合っ て お り ま す . この 函 数 か ら , zone の 構造 
の 記述 を ひき 出す こと が 非常 に 困難 で ある こと が よく 理解 で きま す . 

回 折 図 末 を 2 プリ オリ に 解釈 ずる 代り に モデル が か ら 出 発する こと る ゃ で さき ます ある 
モデ ル に つい て 回 折 図 形 を 計算 する こと は 常に 容易 で す . 実験 的 結果 と 比較 する こと に よ 
っ て 六実 験 と 矛盾 し な い 構 造 を 決定 する こと が で きま す . し か し , どの よう な 近似 に お い 
で モミ テ デル が 実在 を 代表 区 で ぐる か と いう こと を 決定 ずる こと は 困難 で す 最近 に お げろ る 
よい 例 は , Al 一 Cu 合金 の 析出 Zone (第 1 図 及 び 第 2 図 ) に つい て 行わ れ た 諸 計 算 で す -. 
た が い に 似 た よう な 実験 事実 を 説明 する た め に , 多く の モデ ルル (Gérold, Toman, Doid 
が 提出 され まし た が , それ ら は 完全 に 一 致し て は お り ま せん . 散漫 散 乱 強 度 分 布 の 非常 に 
わずか な 変 北 も , 用 いる 方 法 に よっ て は , 結論 に 大 きい 相 異 を ひき お こす の で す . 

還 が も 7 ミ の 場合 は まだ 都合 が まい 場合 な の で すこ と いう ぅ の は モデ ル の 基礎 と な っ て 
いる 仮説 は 非常 に 単純 な る も の だ か ら で す . すなわち , 構造 が 中 心 対称 で ある こと を 仮定 す 
る SN の 7 ペペ の で 0 生 コ う 5 お れん 二 抜 幅 習 関電 る 旅 確 因 ば 鞭 符 避 が わが から な いで どう 
と に 帰 剖 する か ら で す . それ は ちょ うど 結 品 構造 の 場合 と 同様 で す . 違っ て いる と ころ は , 
異な る 格子 点 上 の 振幅 の 符号 の 間 に は 何ら の は っ きり し た 関係 が な いと いう こと で す . 不 
完全 構造 で 観測 され る 散漫 散乱 の 振幅 は , その 値 が 0 に と な る と き に の みそ の 符号 を 変え ま 
計ら の の E 入 ちら 還 必 で る と が わが か 0 ます きる 
(の 問題 宇 の (分 で ある ご こと は Smoluchowsk 生 お まま の Do 迄 に さ まき で 
が さん だ 通り で 

この 解釈 に お ける よう な 困難 に 加え そえ て, われ われ の 可能 性 を 限界 づけ る も う 一 つの 因子 
は , 散漫 散乱 現象 の 強度 と いう こと で す . 実際 , 完全 結晶 に 対し て さき える 回折 強 度 は そん 
S00 の は ラク る ん の まま 0 な な 六 洒 持 
ECE 放 (は ララ さ 0 た 事実 と な っ で あら われ る の で すず それ は , 
われ われ の 技術 で 回 折 図 形 を 観察 する の に は , 数 時 間 の オー ダー の 宮 出 時 間 を 必要 と する 
と いう こと で す . と ころ が , 電子 線 を 使え ば 露出 時 間 は 秒 の 程度 で すみ ます . さて , 不 完 
全 結 品 に よる 散漫 散乱 は 逆 容 間 内 に ひろ が っ て いま す の で , 非常 こと せま い 領 域内 に 集中 し 
て いる 結 唱 の 回 折 に くら べ て 100 倍 か ら 1000 倍 も 弱く な っ て いま す -. 

示 完 全 結 語 に よる 散漫 散乱 を 決定 する こと は , 常に デリ ケー ト な こと で す . 問題 の 散乱 
を , 避け る こと と の で き な い background か ら 分 離す る こと が 必要 で す . X 線 源 の 強度 
を 増 じ た り 」 検出 器 の 感度 を 上 げ る こと だ け で は 十分 で は あり ませ ん . ここ で は (信号 ) 
ググ (雑音 ) の 比 が 問題 だ な ラ っ て いる の で す . だ か ら , 寄生 的 な 散乱 の 原因 の すべ て を 取り 
除 か ね ば な り ま せん し か し ここ で 少く と も 3 つの 避 ける こと の で き な い 原因 が あり ま 
TA 

Compton 散乱 
2 重 Bragg 反射 
お よび 熱 振動 に よる 散乱 


22 不 完全 結晶 の 構造 の 研究 に つい て 


で RO 

Compton 散乱 は 原子 的 な 現象 で あり , 構造 に は 完全 に , ある い は 殆ど 完全 に 独立 で あ 
り ま す . それ は 特に 軽い 原子 の 場合 の 実験 を 邪魔 し ます -. 

2 重 Bragg 反射 は , この 教 年 来 研 究 さ れ , それ が , 小角 散乱 の 場合 に つい て 基本 的 な 
SN NM 

熱 振 動 に よる 散乱 に つい て 云え ば , これ は それ 自身 こ に おい て 興味 ある 結晶 の 不 完全 構造 
を は っ きり と 示し て いま す . し か し 残念 な が ら , この 種 の 無秩序 構造 は , 他 の 無秩序 構造 
の すべ て と 重なり 合っ て いま す . だ か ら , も し 他 の 無秩序 の 原因 に よっ て 起 る 原子 変位 が 
熱 振動 に よる それ に くら べ て 小さ いな ら , ある い は 非常 に 少数 の 原子 し か 変位 し て いな い 
な ら ば , それ を 見 わけ る 可能 人 性 は な いで し ょ う .-. 

ある 場合 に では 熱 振 動 は 試料 の 冷却 に に っ て お さそ られ る と 才 え られ ます 放し じ が に 凍 か 
な り 大 き な 値 を 持つ ろ 夫 点 〒 ネ ルギー= の た め に ) ご の こと は 完全 は 行わ れ ま で ん (AI の 
よう な 金属 で は , 常温 に お ける 振動 = ネル ぎー の 区 に 達し ます ). 

要約 すれ ば , 非常 に 憎 い 無 秩序 , ある い は ほん の わずか の 原子 し か 関与 し て いな い 無 秩 
序 は 研究 する こと が で き な い の で す -. 

実験 的 に 研究 で きる 可能 人 性 の 限界 を 数 値 で 示す こと は 困難 で す . な ぜ な ら , それ は 問題 
と な る 無秩序 構造 の 人 性質 に 依存 する か ら で す . も し , 例え ば 不 規則 原子 変位 の 場合 それ 
が 隣接 原子 に 対し て さえ 独立 な ら ば , 散漫 散乱 は 非常 に ひろ が っ た も の と な り , 従っ て 非 
常に 弱い も の と な り ま す . 逆 に , も し 隣接 単位 胞 の 聞こ に 相関 が ある な ら , 散乱 は せま い 領 
域 だ と じ こ ご こめ られ る こと と な だ なり 観 祭 さ れ す く な りき ます 

『 つ の 例 を 写 え まじ ょ 2 うき 結 品 内 の 窟 反 を 才 ぞ まし 1: 3 も し レ し 密か が た だ がい SO 
いる な ら , 1000 個 の 原子 に 1 個 の 容 孔 と いう 程度 が X 線 に ょ る 観測 の 最高 の 感度 を 与え 
ます . し か し , 同じ 数 の 空 孔 が , 50A くら い の 直 径 の 小 孔 と し て 集う で いる と さき さ に は 
Porosity は 非常 に は っ きり と 観察 され ます . 

他 の 例 を 挙げ びましょう. 1/1000 くら い の 割 合 で 異種 原子 を 含ん で いる 固 深 体 を 考え ま 
し じょう も ゃ し これ ら の 異種 原子 が 直線 ある い は デック と な っ で 集合 し で いる な な ら ) 周期 
性 の 欠如 は は っ きり と 観察 され ます . し か し , も し それ ら が で た ら め に 分 布 し て いる な ら 
(無秩序 固溶体 )) それ ら を 見 る こと は で きま せん . 

これ ら の 例 は , 不 完全 結語 構造 の 研究 に は 非常 に 注意 し て 作っ た 装置 が 必要 で ある こと 
を 示し て いま す . 非常 に 強い X 線 源 が 必要 で す . 回 転 対 陰極 X 線 和 飼 は 特に 適し て いま す . 
入射 線 の スペ クト ル は 純粋 で な けれ ば な り ま せん . 結 品 キ フ クロ ヌー ター が 非常 に 推奨 さ 
れる の は この 理由 で す : さら に , モ フ ク ロメ ヌー ター の 結 品 ば 波長 XX だ け で は な く >/2 
反射 する と いう こと に 注意 せ ね ば な り ま せん . この 高調 波 は 非常 に 邪 誰 に な る も の で す -. 
最近 に お ける 著しい 進歩 は ) シン テレ ーション ・ み ツン ター と 2 クリ 
の 困難 を 避け る た め に 使用 する こと で す . 

散漫 散乱 に お いて Compton 散乱 線 を 分 離す る こと を 試み る こと は か な り 稀 で す . スペ 
ク ド ル 分 析 に よっ て 失わ れる エネ ルギー が 非常 ご 大 きい か ら で す 

Curien に よっ て な され た 非常 に 興味 ある 試み に 注意 し まし ょ う . 彼 は Compton 効果 
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に よっ て 次 化し た 波長 を 取り 除く た め に 和 k 吸収 端 が Ka& の 波長 に 十分 近い よう な フィ 
OO の ROD 電 誠 場 谷 は きき RR が Kc と Moz222 ルク = ニ の 示 
傘 で 


これ か ら , 理論 の 予見 する 枠 内 で 得 ら れ た 結果 の 概要 を 与え まし ょ 3 う . 
エ I 熱 振動 


これ は 結晶 構造 の 不 完全 性 の うち で 最も 古く か ら , また 最も 完全 に 研究 され た も の で す . 
最初 の 研究 は 1925 年 の Waller の それ に まで さか の ぼり ます . 1938 年 の Laval の 実験 
的 理論 的 研究 は 決定 的 な も の で あり まし た . さら に Born, Jahn ら の 仕事 を 挙げ る こと 
ETERS 

この 現象 に 対す る 都合 の ょ い 条 件 は 次 の よう な も る の で す -. 

合原 の 容体 か 関 ラ 上 る 

29) 振動 の 振幅 が 常温 に お いて も な お 非常 大 きい こと 

3°) 散漫 散乱 と 熱 振動 の 間 に 人 簡単 な 理 論 的 な 関係 が 見 出さ れ て いた こと . Born の 示し 
た よう に , これ は 3N 個 の 基本 波 と し て 解析 され ます . さて , 逆 容 間 の 一 点 に お ける 強度 
は , 一 定 の 波動 ベク トル を 持つ 最大 限 3 個 の 波 に の み 依 存 し ます . 逆 空 間 内 の いく つか の 
特殊 な 点 で は , た だ 1 個 の 波 だ けが 関係 いた し ます . 他 の 振動 波 は 何ら の 影響 も 及ぼ ば しま 
せん . この よう に し て , 散乱 図形 は 理論 が な す と お り の 熱 振 動 の 直接 的 解析 を 与え ます . 

ここ に 御覧 に な る KCIl の 散乱 図形 (第 3 図 ) より , 最も 強い 波 は 波長 の 最も 大 きい 
値 に 対応 し て いる こと が わか り ま す . 散乱 は 逆 格子 の 格子 点 の まわ り に 集中 し ます . これ 
ら の 波 は , また 暴 方 的 で ある こ が わ か り ま す . は 4 回 軸 の 方 向 に 伝 す る 波 が 最も 大 きい 強 
度 を 持ち ます . 

Laval と 彼 の 共 働 者 た ち は , 絶対 測定 か ら ど の よう し て 弾性 波 の 速度 を 振動 数 の 画 数 
ETE OO だ で は いか 7 なる 任意 の ペラ ニク 人 便 
わ ず に X 線 散 漫 散 乱 の 理論 か ら 得 た 結果 の うち で , 最も 注目 すべ きも の の 1 つ で す . : こ 
こ で 任意 の ペラ ヌー ター と は , 例え ば 低い 振動 数 の と ころ で の 純粋 に 機械 的 方 法 に よっ て 
測定 され た 弾性 常 迷 の こと で す . し か し さく 線 は 機械 的 測定 を 非常 に 拡張 し ます . 結 品 を 
10s ょ り る も 高い 振動 数 で 振動 させ る こと は 不可 能 で す が , X 線 で は 10? まで の 振動 数 に 
つい て 実験 する こと が で きま す . 波長 は 原子 間 距 離 の 程度 の 大 きき となり , 物質 構造 の 不 
連続 性 が 波 の 速度 の 分 散 を ひき 起 し ます が , これ は 低い 振動 数 で は 見 られ な いこ と で す -. 

他方 , 波 の 伝播 は , 結 唱 物理 学 の 基礎 的 で は ある が 非常 に 複雑 な 問題 で ある 原子 間 力 に 
関す る ひと つの 近づき 方 で あり ます . ひと つの 例 を 与え まじ ょ う . Laval は 原子 間 力 が 中 
忌 巡 で は な いこ と を 示し まし た ご の こと は も し 平 街 状態 に ある 原子 集団 に お いて 11 個 
の 原子 を 変位 させ た と き は , 隣接 原子 の 受け る 力 は 変位 し た 原子 の 中 心 方 向 に は 向 か な い 
CIR 

熱 振 動 に 関す る 最初 の 仕事 は , 金属 結 品 ある い は NaCl 型 の ィ オ ン 結 品 の よう な 単純 
な 結晶 に つい て な され た も の で す -. 


24 不 完全 結晶 の 構造 の 研究 に つい て 


の に る の 研 完 の 芦 向 が あり まず て れ は まだ ぞ の 最初 期 の 和 陰 の の 
本 きま せん が , 非常 に 将来 有 望 な も の と 思え ます . これ は 分 子 性 結晶 の 研究 で すき プン 
ラ ャ ン 。 チ ナラ タレ ン 等 の 有機 結晶 が 非常 に 強い 散漫 散乱 を 与え , また , この も の が 沙 衝 子 
所 に 中 心 を 持つ 極大 の み で は な く , 逆 格子 点 の 中 間 に 位置 し て , 多様 な 形 を 持ち , し は し 
ば 非常 に と に ト よろ が っ て いる も の で ある こと は よく 知ら れ て お り ま す -. 

党 1 の 型 の 散漫 散乱 は , 単純 な 結晶 に お いて 使わ れ た 理論 に よっ て 説明 され ます . これ 
は 振動 数 の 低い , いわ ゆる 音響 的 の 波 と よ ょ ば れる も の に 起因 し ます . この 波 に よっ て 1 個 
の 単位 胞 が 全体 と し て 変位 する の で す . だ か ら 単 純 な 結晶 で は , 単位 胞 当り 1 個 の 原子 し 
か ム あ り ま せん か ら , この 型 の 波 し か 存在 し ませ ん . し か し , 複雑 な 構造 の 結 醒 に お いて は 
この 他 に , いわ ゆる 光学 的 振動 と 呼ば れる も の が 存在 し ます . これ は 高い 振動 却 を 持ち , 
単位 胞 の 原子 が た が い に 変 位 す る も の で す . この 振動 は Raman 効果 の 原因 と な る も の 
で あり , また 上 に 米 べ た 分 子 性 結晶 に よる X 線 散 漫 散乱 の 特別 な 効果 の 原因 で も あり ま 
チ 


Amoros (Madrid) は 単位 胞 内 に 2 個 の 分 子 を 含み > これら の 分 子 が た が い に 剛 体 の よ 
ぅ な や ゃ やり 方 で 変位 する よう な 分 子 性 結晶 を 研究 し まし た . 彼 は 個々 の 分 子 の 振動 が , 隣 楼 
公子 と は 独立 に 行わ れる と いう 非常 に 単純 な 仮定 を 用 いま し た . これ は 第 1 近似 に すぎ ま 
せん . けれ ど , 散漫 散乱 図形 の か な り 満 足す べき 解釈 を 与え を まし た . 

実際 , 観測 され る 散漫 散乱 の 極大 は 分 子 の 構造 因子 の 極大 に 対応 し ます . この 分 子 構造 
因子 は 単に 逆 格 子 点 上 で 計算 され る ば か り で な く , 逆 空間 全体 に わた っ て 計算 さき され る る の 
0 この 種 の 無秩序 は , だ か ら , 結晶 内 分 子 の Fourier 変換 の 知識 に つい て を 生え る 
ふ ので, この 性 質 の 構造 胡 析 へ の 応用 は , ある 場合 に つい て 既に な され て お り ま す (Ho 
ppe). 

実際 に , 各 分 子 の 独立 な 振動 と いう こと が あま り に 単純 すぎ , 何等 か の 相関 が 回 折 図 形 
上 に は っ きり し た 効果 を 作る と いう こと は 確か な こと で す . 例え ば Amoros は アデ ビン 
酸 結 品 に お いて 水素 結合 で 結び つけ られ て いる 針 状 分 子 の 間 の 相互 作用 は , 半 の 方 向 に 強 
く , 針 に 垂直 な 方 向 に 器 い と いう こと を 認め まし た . 

これ ら の 結果 は , な お 定性 的 な も の で は あり ます が , これ ら は 熱 的 起源 に ょ る 散漫 散乱 
ょ り 有 機 結 唱 の 構造 と , 結晶 の 動力 学 に つい て 得 ら れる こと の で きる 結論 を 示す も の で あ 
り ま す . 実験 デー タ は それ を 求め る の に か な り 容 易 な こと は 確か で す が , な お 理論 面 で 多 
< の こと が な され ね ば な り ま せん . 特に , 分 子 内 振動 が 関 純 する か どう か を 見 る こと が 必 
SR 


[無秩序 構造 


この 場合 の 典型 的 な 例 は , 金属 固溶体 で あり ます . 結晶 内 の 原子 位置 に 関す る か ぎり 結 
見 は 完全 で す が , それ ら の 位置 は 異 っ た 種類 の 原子 に よっ て 占め られ て いま す . だ か ら , 
ここ で は 並 谷 に 関す る 週 期 性 は も う 和 失わ れ て いま す . (原子 が 規則 的 に 互い ちがい に 配列 
し て いる 秩序 固溶体 の 場合 を 除い て 考え ます 2). 

無秩序 固溶体 は 高温 に お いて 安定 で あり ます . な ぜ な ら テ ント ョ ビー が 自由 そ ネ ル ぎ = 
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を 低め る こと と な る か ら で す . 無秩序 構造 は だ か ら こ の 場合 固体 状態 の 基本 的 な あり か た 
で あり , 単なる 異常 構造 で は あり ませ ん . この 場合 に は 幸い に し て XX 線 が われ われ に 貴重 
な 知識 を 与え ます . な ぜ な ら こ の 場合 物理 的 意味 を 持つ の は 隣接 原子 対 の 分 布 の 統計 潜 則 
だ か ら で あ り , また 上 に の べた よう に , この 統計 法則 は 実験 か ら 導 か れる Patterson 
数 と 直接 に 関連 づけ られ る も の だ か ら で す . 

ここ で , Warren と その 共 働 者 た ちら に よっ て Au-Cu 合金 , ある い は 他 の 固溶体 の 部 
分 的 秩序 構造 に つい て 得 ら れ た 結果 を 思い お こし まし ょ う . 部 分 的 秩序 状態 に ちあ る 合金 の 
回 折 図 形 の 一 例 を 第 4 図 に 示し ます -. 

熱 力学 的 に 安定 な 状態 に 加え て , X 線 に ょ っ て 準 容 定 な 構造 が 明らか に され まし た が , 
BiHVE の の S70 の Ce 蘭 細 る を 府 0 る 
と は や め て , た だ 次 の よう な 結果 を 引用 する に と ど め まし ょ う . すなわち ,. 多かれ 少 か れ 
秩序 化し て いる antiphase domain より な る 構造 , ある い は 考え 方 を 変え れ ば , 過飽和 
次 体 中 の 原子 奨 集 zone(zone de ségrégation) が 見 出さ れ た こと で す -. 

これ ら の 非 週 期 的 構造 は 特に 固体 状態 の 物理 学 ) ある い は さら に 固体 状態 に お ける 反応 
の 研究 に 対し て 特別 の 意義 が ある も の で あり ます が , これ は X 線 が 他 の 研究 方 法 で は 二 
える こと の で き な い 重要 な 知識 の 大 部 分 を 与え て 来 , また も れ か ら る も 与え る で あろ うと こ 
ろ の 領域 で あり ます -. | 

上 に 述べ た 既に 古典 的 と な っ た 結果 と と も に , より 新しく , また 新しい 研究 に 役立つ に 
ちがい な いと 思わ れる 他 の 結論 が あり ます . これ は 無秩序 構造 が 異種 原子 の 置き 換え に よ 
る も の で は な さく, 原子 団 の 多かれ 少 か れ 不 規則 な 変位 に よる よう な 結 曲 の 研究 で す -. 

仙人 NO 引 の he2 の 回 時 の ② 導 合 で 3 齋 ( 生 5 区 Ka) 生 (⑤) 攻 ③① 〇 DE の 
の 方 位 が 場所 に こよ ょ っ て 変っ て いる と き は , その 構造 因子 は 異な る 値 を 持ち それ は 異種 原子 
に は る も の と 似 た 効果 を 与え ます . NO。NH, の よう な 物体 の 相 転 移 に お いて は , 異な る 
相 の 回 折 図 形 を と る こと だ け に 満足 も し て は な り ま せん . こ ヨ で は 同時 に 散漫 散乱 図形 を 記 
録 し , 解釈 せ ね ば な り ま せん . 

今 ま で は 研究 は 定性 的 で あり まし た が , 現在 の 理論 と 技術 は 段々 に この 種 の 無秩序 構造 
の 定量 的 研究 を 可能 に し ます . 

最後 に , ある 場合 に は 原子 置換 に よる 無秩序 が , 原子 の 格子 点 よ り の 変位 と 結び つい て 
いる こと を つけ 加え まし ょ う . この 種 の 無秩序 の 研究 は 困難 で は あり ます けれ どる も る , 合金 
の 居合 US る は 6S 論 0 の 01 ら S02 上 化 する SE OS 

の 節 選 SR る る あら っ eC 特 ご 理 解き で お きだ いこ で ご さ は 7 結 環 学者 だ の 考 交 方 の な か に 
直 完 全 結 晶 と いう 新 ら し い 概 念 が 導入 され て いる こと で す .! こ の も の は 安定 状態 で も 存在 
する こと が で き , また 人 準 安定 状態 こ に おい て 非常 に 多く の 場合 観測 され 得る も の で す . 以前 
ば ね われ われ ば 2 つの 桜 敵 な モ そ ぞ デ ル を 持 う で お り ま た すなわち 例 誰 ば Al NaCl 
の 結 品 の よう な 完全 結 品 と ガ ラス 状 理 酸 の よう な 非 品質 物体 で す . 今や られ われ は この 
SO の の の か あと (は さり 0 た 

上 に 例 を 与え た よ ょ うな 不 完全 構造 は 実際 に は 完全 結晶 の 方 に 近い も の で す . し か し , 非 
品質 状態 の 方 に 近い ょ うな 他 の 例 も 存在 し ます -. 


20 


これ は 例え ば セル ョ ー ズ の 場合 あるいは 多く の 高 分 子 物質 の 場合 で す . セル ョ ローズ の 
回 折 図 形 は あま り 数 の 多く な い , 常に ひろ が っ て いる 斑点 に よ ょ っ て 構成 され て いま す . 第 
1 段階 で は 結 品 学者 た ち は 単 に ご れ ら 斑点 の 位置 づけ に 注意 じ て 来 ま ぱ た. これ に さり 
格子 の 形 と 大 き さ が 決定 され , また 斑点 の 積分 強度 より , その 結晶 構造 が 確定 され まし た . 
し か し , この 近似 は 現在 で は 既に 不 充 分 な も の と な っ て いま す . すなわち 前 斑点 内 の 強度 
分 布 及 び 斑 点 の 間 に 散 乱 さ れる 強度 る 考慮 て ね ば な り ま せん . この よう に し て Meéring と 
Oberlin が セル ョ ー ズ の 構造 解析 を 新た に と りあ げ , 結晶 の 不 完 全 性 を も 考慮 に 入れ た モ 
デル に 到達 し た の で し た . 彼 等 は Mayer お よび Mark に よる 原子 配置 を 再 確認 し まし 
た , また , 彼 和 人 等 は ラミ ーー 繊維 が (001) 面 に 平行 な り リボン より 成る こと , その 厚 さ は 6~12 
枚 の 面 に 等 し いこ と , また ラミ ー 繊 維 の 50 は 狼 立 し た 原子 面 よ り 構成 され て いる こと 
を 示し まし た . この 場合 に 属す る 例 と し て Chrysotile の 繊維 図形 を 第 6 図 に 示し まし た -. 


中 変形 し た 結 品 


自然 に 存在 する 不 完全 構造 の 次 に , 人 工 的 に 作ら れ た 不 完全 人 性 を 考え て み ま し ょ う . 例 
えば , 事 性 変形 を 受け た 金属 に お ける 不 完全 性 で す -. 

われ われ は この 状態 に ある 金属 は 普通 と は 異 っ た 1 生 質 を 持っ て いる こと を 知っ て いま す . 
だ か ら , 構造 も 異 っ て いる は ず で す . この 構造 を 記述 する こと が , ここ で 本 質 的 な 問題 な 
DT RE EN EE RE DE 
れ ま せん . 

WE ZECCA 
せん : この も の は , 例え ば Laue 斑点 の 星 状 構造 (asterism) と な っ て あら われ ます . ま 
た , 強く 変形 を 受け た 金属 結晶 に つい て は , その 極点 図形 が , 結 品 子 の 方 位 の 配向 配列 
(orientation privilégiée) を えま す . し か し , 今 こ こ で 問題 と な る の は この よう な こと 
で は あの 0 まる われ われ の 層 め た いと 思う の は , 結 品 子 内 部 で 単位 胞 が どん な 変形 を 受 
け て いる か と いう こと で す . | 

前 に 挙げ た 理論 に よれ ば , 父 線 に よる 研究 が この 場合 な ぜ 十分 な 知識 を 与え な いか と い 
うと る を 理 争 ポ る ささ ど が で きま 3 人 
均一 たから な の で す . 金属 の 安定 状態 は 結晶 状態 で す . 低温 に お いて る も , 変形 の 後 で 原子 
は 再 配 列 を 始め , そし て 大 部 分 の 原子 の 隊 扶 原子 は 変形 を 起 さ な い 前 と 同じ よう に な ろう 
と し ます . 構造 の 不 規則 人 性 は か な り 少 数 の 体積 の 小さ い 構 造 不 整 の と ころ に 集中 し ます . 
これ に よっ て 結 品 は 殆ど 完全 に 秩序 化 さ れ た いく つか の domain に 分 割 き され ます . 

ささ 線 き よっ て わか ぞ ぢ こと は 全体 に つい て の 統計 法則 で す . だ か ら , 上 の 構造 不 整 
は 結 曲 内 の 正常 な 部 分 と 混合 され る の で , 不 整 の 部 分 だ け を と り 出 すこ と が 困難 と な る の 
で 

准 間 加工 を 受け た 金属 の 研究 の 最初 の 段階 で は , も っ ぱら ア ・ プ リオ リ に 得 ら れ た モデ 
の 検証 が 試み られ まし た . 例え ば , 結晶 子 の 細分 化 説 (théorie de la fragmentation 
encristallites), ある い は 応力 状態 の 変化 に つれ て 結 品 子 単位 胞 の 常 数 が 変化 する と いう 

理論 等 の 検証 が 試み られ た の で す . 
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大 きい 進歩 が Warren に よっ て 実現 され まし た . 彼 は , 回 折線 の プロ ョ ロラ マラ ィ ル よ り ア ァ ・ 
プリ オリ の 仮定 な し に どの よう な 事実 が 導き 出さ れる か を 求め まし た . Warren に よれ ば , 
それ は 今 問 題 と な っ て いる 反射 面 に 垂直 な 方 向 に は か っ た 虹 離 の 函数 と し て の 原子 間 距 離 
の 平均 億 の 変動 で あり ます . - 

この 統計 的 デー タ は 純粋 に 実験 的 に 得 ら れ た も の で す . これ ょ より 構造 の を デル に 到達 す 
る た め に は 何ら か の 仮定 の 助け を か り ね ば な り ま せん . 真 鈴 に つい て の Warren 自身 の 
仕事 も , 新しい 仮定 の 導入 に よ ょ っ て , 前 に 提出 され た 構造 が どの よ ょ うに 修正 され る か を 示 
じじ てい ます . これ は Warren が stacking fault を 考慮 に 入れ た と き に 起 っ た こと で 
x 

実際 に 欲し いも の は , 理論 家 た ち が 事 人 性 変形 を 説明 する た め に 用 いる 構造 不 整 , 特に 
dislocation の 杜 造 で お 0 詳 I 朋 だ 生 以 2 の この に 関し で は ※ 線 に る 妨 決 は 完全 ご 
SV EI 

1 つの dislocation の 原子 構造 を 得る 方 法 は あり ませ ん . そし て この こと る も る 上述 の 理論 
を ふり か えっ て みれ ば 理解 で きま す . すなわち , 1 つの dislocation に 関与 する 原子 の 教 
は 体積 比 こ と し て 非常 と に わずか な の で す . dislocation と , それ か ら 期 待 さ れる 回 折 図 形 は 
CA OO CE RStackinestaul 全 は は S 
り 認 め ら れ ま す . な ぜ な ら , それ は 1 つの 協力 的 不 整 構造 "(dé&faut coopératif) で あり , 
そこ で は 多数 の 原子 が 同一 の 変位 を 起 し て いる か ら で あ あります. (第 8 図 ). 

結論 と し じ て で て , われ われ は 実験 が うま く 行 く か どう か と いら こと は 不 完全 性 の 性 質 に 大 き 
依存 で ぐる こと を 見 ます お どん な 時 ほ で も 試 穴 て みみ なけ 本 ば な りさ ませ ん そし で ある 
場合 に は あぁ まり に 確実 な 理論 的 観念 の 故に 。 テア ・ プ リオ ォ オリ に 実験 を 放棄 する よう な こと が 
あっ て は な り ま せん . ある 種 の 不 整 構造 に つい て は X 線 は 無力 で す が , NE 
構造 は 特別 に 都合 の ょ い 構 造 を 持っ て いる お か げ で 見 る こと が で きま す . そし て 理論 家 
ち に に 全く ず 期 で で な か っ た 事実 を 提供 開 ま す ' | 

a で われ われ は 7 不 完全 結晶 の 研究 お ける XX 線 の る て 51 つの 可能 性 を 注意 層 た いと 
思い ます . これ は 今 ま で 述べ た 理論 に 適合 する も の で は あり ませ ん が , 現在 発展 の 途上 に 
ある 故に 非常 に 重要 な も の で す . これ は , 結 品 に ょ る XX 線 反 射 の 動力 学 的 理論 を 応用 する 
ご と で す . この 理論 は , 今 ま で われ われ の 用 いて きた 運動 学 的 理論 と は 非常 に 異 っ た も の 
で あり , 非常 に 完全 度 の 高い 結晶 に の み 適 用 され る も の で あり ます . この 理論 は 永い 間 実 
際 に 応用 され る こと は あり ませ ん で し た : と いう の は 天然 結 唱 中 の 押 解 古 と か ダイ アモ 
ンド の よう な 場合 にし か 験 証 さ れ 得 な か っ た か ら で す . 天然 及び 人 工 結 品 の 大 部 分 は , そ 
れ ら の モザ イク 構造 を 考え る と , この 理論 を 適用 する に は あま り に 不 完全 な の で す . 

し か し , 現在 物理 学者 た ちあ は, シリ コン ある い は ゲル マニ ウツ ム の 非常 に 完全 な 結 品 を 作 
る こと が で きま す . その 構造 は 数 us か ら 数 cm3 の 大 きき さ に わた る domain 内 で 厳密 に 
完全 で あり , 動力 学 的 理論 に よる 予見 , 特に Laue の 計算 は は っ きり と 確証 され まし た 
3 吉 絆 の 実験 )( 第 9 図 ). 

と では, この 理論 の 帰結 の うち の 1 つ だ け を 使い まし ょ う . 数 x 程度 の 大 き さ の 小 
結晶 こよ る 反射 強度 は , も し 何等 の 構造 不 整 る も この domain 内 の 2 つの 原子 より 散乱 さ 
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れる 波 の 位相 を 乱 さ な いな ら ば , 非常 に 弱く な り ま す . 逆 に domain 内 に どん な 種類 で 
あっ て る , 何等 か の 不 規 則 性 が ある と き に は , 反射 能 は 非常 に 強まり , その 割合 は 10 倍 
か ら 20 倍 に も 達し ます . この 現象 を 起す に 必要 な 不 規則 性 の 程度 は 非常 に 小さ いも の で 
す .。 Borrman の 示す と ころ に よれ ば , 格子 常 数 の 変化 の 相対 人 性 が 10-* 程度 で あぁ あれ ば 十 
分 と の こと で す -. 

も し それ ら の domain と , それ を へ だ て て いる 不 完 全 な 領域 か ら 成 っ て いる 結 品 に よ 
る 反射 を 考え る と き に は , 不 完全 領域 の 各々 は , 他 の 部 分 に た に くらべ て 強い 反射 線 を 与え ま 
ず この こと より 7 不 完 全 性 の 分 布 の 像 を 得る 々 こと が 可能 で ある どい うと が わか り は ます 
これ は Berg 一 Barrett に よっ て 提案 ミ され, 現在 いろ いろ に 修正 され た 形 で 多く 用 いら れ 
つつ ある 方 法 で す . (第 10, 11 図 ) (Nishiyama 教授 う . 

この 方 法 の 非常 に 見 事 な 成 功 よ っ で 昨年 シリ コン 結 二 の プン ググ ご お ける 個人 の 
dislocation 二 (さり Rana 

上 に われ われ は dislocation が 目 に 見 きる 程 の 効果 を 写 き な いと 申 じ まだ 7 実は ご 
で は 全く 別 の 現象 が 関係 し て いる の で す . それ に よっ て dislocatiow の 位置 と きめ る こと 
は ぱ は で き で や それ に よっ で 前 に 提起 きれ だ た 問題 すなわち disleation 近傍 (eS の る 
完全 性 の 構造 の 問題 を 解く こと は で きま せん . 

この 方 法 は みのり 多い も の で ある と 思わ れ ま す . X 線 に よる 像 は 夫 き い 分 解 能 は 持て で 
いま せん この 点 に 関し じ で XX 線 は 電 馬 線 だ 劣ら で さる (に 思 べ まお 人 ミ れ で は aX 
線 の 方 は 固体 物理 の 実験 に 非常 に 便利 に 使う こと が で きま す -. 

現在 まで , 既に 他 の 実験 に つい て 述べ た と 同じ く , われ われ は まだ 定性 的 実験 の 段階 に 
と ど ま っ て で おり ます じじ が に この 旋法 が 中 量 的 な り 得 る どい う 望 は あり ます 太 完 全 
結晶 の 反射 能 に た ついて, 動力 学 理 論 に ょ る 計算 が な され ね ば な り ま せん が これ は まだ 行 
われ て おり ませ 導 7 そう すれ ば 1 つろ つのり 不 完全 性 の ペラ タタ = クー を 泊 定 する 旋 凌 を 持 

こと に な り ま す . 他方 で は 嘱 性 現象 の 要素 的 機構 も や, この 方 法 に よっ て 研究 する こと が 
で きる で あり まし ょ う . これ は 確か に X 線 に よる 不 完全 結晶 の 研究 こと お ける 新しい 事実 
で あり , 最も 将来 有望 な も の の 1 つ で あり ます -. 


結 議 


この 短い 講演 に お いて は , 不 完全 結晶 と いう 枠 の な か で , X 線 に よ ょ っ て 研究 で きる こと 
TNR ** り , また いろ いろ な 実験 技術 の 詳細 に 立入 る こと を 目的 と は いた し ませ 
ん で し た ・ われ われ は , た だ 結 品 学 の な か で 未完 全 結 上 二 の 概念 の 遵 火 に っ で ひき 起き 
れ た 変態 に つい て 強調 し た か っ た の で す . この 変態 は 固体 物理 学 の た め に 必要 な る も の で あ 
り ま し た が この と どき 結語 化学 は 7 理想 的 構造 の 図 堪 き 満 固い だ の 07 

不 完 全 結 品 は , 非常 に 弱い 第 2 議 d 的 の 効果 し か 与え ない に も か か わら すず 現在 少く と も 
その 一 部 分 は , われ われ の 可能 性 の 限界 内 に あり ます . 結 品 学者 は 彼 の X 線 に ょ る 研究 
に あたっ て , 回 折 図 形 , すなわち 回 折 斑 点 や 回 折線 の 研究 だ け に 満足 し て いて は な り ま もせ 
ん . 多かれ 少 か な れ ぼ や け て いる 回 折 斑 点 の 様子 や , さら に Bragg の 麗 点 の 間 に 分 布 し て 
いる 散漫 散乱 に も 注目 し な けれ ば な り ま せん . 
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図 の 説明 


第 


彰 避 剖 吾 


並 


1 


a た ww MR 
末 図 隊 鐘 


絞 


鐘 


WuCul sR GonS 

導 宰 間 内 の 散漫 散 和 誠 の 分 布 (Bagariatskij) 
Al-Mg-Si に お ける G. P. zons( Lambot) 
KCl の 熱 散乱 


部 分 的 秩序 状態 に お ける AuCus の 回 折 像 ( 単 結 凸 と 多 


(a) Hexamine の Laue 写真 , 1L[001] CAmoros) 
(b) NoNH, の 回 転写 真 (Amoros) 

(ce) NONH。 の 振動 写真 (Amoros) 

cristobalite の 織 維 図形 
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図 の 説明 

遇 王后 Ca) 

Cb) 上 の 遡 容 間 <Wilson et al) 
第 8 図 Cu-Si に お ける stacking-faults (Barett) 
第 9 図 異常 透過 現象 に よっ て 得 ら れ た デイ スロ ケー ショ ン の 影 CBorrmann) 
第 10 図 Berg-Barett 法 の 原理 
第 11 図 (a) 引張 られ た Al 結 品 の 像 (Nishiyama) 

(Cb) Al 結 品 の 像 , sub-boundary を 示す (Merlini) 
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この こと は , 不 完全 結晶 の 研究 を 興味 の 中 心 と する 専門 家 に と っ て は も ちろ る ん 必要 な こ 
で 特性 神 宙 区 たい は 全 ぞ の こと に は 既 ら 示し 村 造 衣 析 作る 
結晶 学者 に と っ て る ゃ も 重要 だ と いう こと で す . 散漫 散乱 は , 一 方 で は 構造 の 無秩序 性 が どん 
な ゃ も の で ある か を 示し , また 一 方 で は 原子 間 結 合 に 依存 する 振動 の 動力 学 を 明らか に する 
こと に よっ て , 構造 を 解く 鍵 を 与え そる こと が で きる の で す . 
我々 は また , X 線 に よっ て すべ て の 問題 を 解く こと は で き な い こと を 示し まし た . その 
場合 に は 同じ 問題 に 対し て , 他 の 技術 , 例え ば 電子 顕微 鏡 , 電子 線 回 折 等 の 与え る 知識 に 


注意 せ ね ば な り ま せん . 


この 講演 の 主題 は , X 線 の この 種 の 研究 へ の 応用 と いう こと で あり まし た が , ここ さぞ, 
われ われ は 他 の 技術 の 役割 を 過小 評価 し よう と は 思い ませ ん . 1 つの 技術 を , その 他 に る ゃ も 
っ と よい 結果 を 与え る 技術 が 存在 する と き に , それ に 最も 適合 し て いる 有効 性 の 領域 の 外 
Ee aT ER 
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今回 の 訪日 を 機 に , ギ ニ == 教 授 は 本 会 に 対し て ダニ ェ ル ・ ギ ニニ = 賞 の 基金 を 寄附 さ 
れ ま し た . これ は , 同 教授 の 御 令 息 で あり , 前 途 有 望 な 原子 物理 学徒 で あっ た 故 ダ ニ = 
D2 る 7 の の 1 の 5 で あり ニニ ルー 大 る 95 国 こ 
お いて 不幸 に も 登山 事故 の た め 急 逝 さ れ た の で あり ます . 本 会 は ここ に 同氏 の 御 寮 
を お 祈り する と と も に ぎ ニ = 教授 の この 御 配 慮 に 深く 感謝 致し て お り ま す -. 

さて , 本 賞 は ギ ニ = ニ = 教 授 の 御 意 向 に より , 結 曲 学 お よび 固体 物理 学 に お いて , その 
研究 経歴 を 始め た ば か り の 前 途 有 望 な 青年 学 待 の 優秀 な 研究 業績 に 対し て 与え られ る 
も の で あり , 本 年 度 に お いて 1 ユ 1~2 名 の 受賞 者 を 決定 の 上 合計 4 万 円 の 桂 学 金 を 給 孝 
せん と する も の で あり ます . そし て 候補 者 選考 を 依頼 も られ た 本 会 評議 員 会 で は , 伊 
藤 貞 市 ・ 仁 田 勇 お よび 藤原 武夫 の 3 名 を 選考 委員 に 選 直 し, 近く これ ら の 人 > に よ 
て 具体 的 な 選考 方 針 な ら び に 候補 者 の 決定 を 行う こと に な っ て お り ま す . 詳細 は 会 報 
(69 頁 うり を 参照 記 て 下さ い . 
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目 本 結 唱 学 会 評 TI, 30, 1959 り 
[トピ ックス 」 
セレ ン 化 鉄 の 結晶 構造 と 磁性 


岡 崎 意 " 


硫化 鉄 , 特に 組成 が Fe,Ss で 表わさ れる pyrrhotite に つい て は , 古 ぐ か ら 複 雑 な 相 転 
移 及 び 磁 性 が 興味 の 対象 と な り 多 く の 研 究 が 行わ れ て いる が , この Fe,S。 の ラマ ェ リ 磁性 
が , pseudo NiAs 型 格 子 に 於 ける Fe 原子 の 容 格 子 点 の 規則 配置 に よる も の で ある と 
Néel に より 提案 され , Bertaut が X 線 廻 折 で これ を 証明 し た の は 比較 的 最近 の 事 で あ 
る その 実験 で は 天然 産 の 結晶 が 用 いら れ た が FeS 間 の 単 結晶 人工 的 作る の は 非常 
に 困難 で ある の で , FeS。 と の 類似 件 が 大 きい と 予想 され た FeSe。 に つい て , 結 品 構造 
と 磁性 と の 関係 を 更に 詳し く 調 べ る こと が 試み られ ,23 従来 粉末 法 に ょ る 研究 で 単 一 の 
ペル トラ イド 相 と 考え られ て いた x ぇ = テー る に 於 いて , 少く と も 三 つ の 鱗 い 巾 を 持っ た 相 
が 存在 し いずれ の 場合 も Fe の 空 格 子 点 の 規則 配置 に より 超 格 子 が 形成 され て いる こと が 
見 出 だ さ れ た . それ ら の 基本 格子 は 室温 で は 共に pseudo NiAs 型 で ある . 

(1) Fe,Ses NiAs 型 格子 で は (00)D Z:odd な る 反射 は 禁止 され て いる が , Fe:Ses で 
は これ が 観測 され る . Se の 作る h.c.p. 格子 の 八 面 体 的 間隙 に Fe が 入っ て いる と いう 
観点 か ら す る と , この 事実 は c 軸 に 垂直 な Fe 層 で , Fe 原子 の 数 が 一 層 お き に 異 っ て い 
る る 示 り 9 の らら 4 る 押 従 っ Re の 空 格 斑点 が か 全 司 ら さ に の 2 必定 
する と , 組成 , 超 格 子 の 大 き さ , それ に 基く 指数 に 見 られ る 消 減 則 , 及び 強度 か ら こ れ ら 

空 格 子 点 の 位置 が 求まる. Fe:Se。 に は 低温 型 , 高温 


⑧) る ⑧) 】 ⑧) 3 
Ee oC 型 の 二 種 類 の 超 格 子 が 存在 し , いずれ の 場合 も c 面 
00 | 1e で の 空 格子 の 配置 は 第 1 図 の 通り で 高 対称 の 分 布 を 
" © ® 。 @& ® 。 F A 
a i し て いる (は Fe, 〇 は 空 格子 点 ). この 面 の 積み 
a ® が ® 0 © < © 0 和 車 ね 方 の 相違 即 ち c 軸 の 長 さ の 相違 が 低温 型 と 高温 
® ® ® ® 型 と の 相 異 点 で 夫々 C=4c 及び 3c で ある ここ 
第 1 図 FerSes の < 由 に 垂直 で 大 文字 は 超 格子 。 小文字 は 基本 格子 の 格子 定数 を 
な Fe 層 に 於 ける Fe(8) 
と その 補 格 子 点 ( 〇 うと の 本 表わす . 
置 C==4c 型 : 室温 で の Fe 及び 裕 格 子 点 の 配置 を 


第 2 図 (3) に 示す . Se は 簡単 化 の 為 省略 し て ある . 図 の ょ うに 単位 格子 を 選ぶ と (点線 
は 基本 単位 格子 ), 
A B12 M2 2 CC 
a=89.8°, B=89.4°, y=90.0° で ある . 


* 九州 大 学 理学 部 物理 学 教室 
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この 空 格子 点 の 配置 は Fe,S。 の それ と 同一 で ある . 
C==3c 型 : この 高温 型 構造 を 策 2 図 (b) 
に 示す . 便宜 上 単位 格子 を 4c 型 と 同様 に 
で ある の が) 個 き の 考 合 は C= ミ 6 = y= 
90° で 基本 格子 は 完全 な "NiAs 型 で ある . 
この 3c 型 和 構造 は quench すれ ば 液体 裕 
気温 度 に 於 いて も 安定 で あり , 4c 型 を 得 
る に は 290°C 附近 で の annealing が 必 
要 で ある . 
NN 0 4c 型 か ら 3c 型 へ の 転移 は Fe 原子 の 移 
第 2 図 Fe,Ses の 超 格子 . a) C=4c 型 , 動 を 意味 する が , 約 240°C で 始ま り 徐 
Cb) ど =3ec 型 . 点線 は 基本 格子 で Se は 。 に 進行 し て 約 300°C で 完了 する と いう 一 
名 蜂 し て ある . 風 変 っ た 転移 で, その 中 間 の 温度 で は 両 超 
格子 が 共存 する 2 が , triclinic な 4c 型 格子 と hexagonal な 3c 型 格 子 と が 共存 する の 
で は な く , 格子 の 形 は その 温度 で 定まる 所 の hexagonal か ら 僅 か に ずれ た triclinic で 
ある が , その 格子 の 中 で 4c 及び 3c 型 和 構造 の 領域 が や は り そ の 温度 で 定まる 割合 で 混在 
OOS 
この FezSes は 約 190°C に Néel 温度 (7») を 有する フェ リ 磁 性 体 で , Fe:S。 の 場合 
と 同じ く , Fe の 空 格子 点 が ー つ お き の <c 面 に の み 存 在 し , 各 面 が 交互 に 逆 向 き の 自 発 磁 
化 を 有する こと が フラ? マ ェ リ 磁 性 の 原因 と 考え られ る . 室温 で は 4c 型 及び quench し た 3c 
型 共 に 磁化 容易 方 向 は <c 面 内 に あり , 4c 型 で は この 面 内 の 異 方 性 が 大 で 磁化 容易 方 向 は 
(100】 で ある が , 3c 型 で は 対称 作 か ら 予 想 さ れる よう に この 面 内 の 異 方 性 は な い . 一 方 
4c, 3c 型 拉 造 の 区 別 は その 転移 温度 が 7»。 より 相当 高い こと か ら 見 て 磁気 的 な 原因 に ょ よ 
DETECT EV 
Fe,Ses の 格子 定数 を 温度 の 赤 数 と 
中 plot 生 2 の か 系 3 区 kNS0046 
De 4 弄 玉 る 0dquench 潮 胃 7eSe 模 
の 間 に 差 異 は 認め られ な か っ た (但し 
&, 8 ば 異な る ). 室温 ~190°C に 於 け 
る 異常 は 磁気 的 な 原因 に よる も の と 思 
われ る .「 同 様 の 変化 は 同じ く NiAs 型 
構造 を 有する 反 強 磁性 物質 CrSb な ど 
の 2 計ら る 生 但 CrSb 
で は 磁気 モー ヌン ト が c 軸 に 平行 で あ 
る の で , FeSes の 場合 と ga, c 軸 を 
逆 に し た 形 に な っ て いる .4c つ 3c 転 
第 3 図 FerSes の 格子 定数 (c=4/2, ce び 及 移 の 際 に も 僅か な 異常 が 認め られ る . 
Cvolume) ) と 温度 と の 関係 . 3902C 附近 の 異常 は 3c 型 超 格子 の 消 
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滅 に 対応 し て いる . 
(②1 Fe:Ses/:FesSe 
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は monoclinic で その 構造 を 第 4 図 に 示す . 記号 は 第 2 図 と 同じ で 


補 格 子 点 は や は り 一 つ お き の <c 面 に の み 存 在 し , 


A 
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で ある . Fe,Se。 で は 各 空 格 隊 点 が 略 ぇ 等 距離 に 分 布 し , FesSes で は 選 軸 に 平行 な 容 格 子 


点 の 列 が 略 く 等 間隔 に 並ん で いる . FesSes』 も フェ リ 磁 性 を 有 し 磁化 


C 
ey] 容易 方 向 は < 面 内 に あり , 了 (へ 509C で は 超 格 子 ば 消滅 し ない 
A また NiAs 型 基本 格子 を 有する 天然 産 smythite( 組 成 は FesS;)5 
ブライ で ゃ も Fe の 空 格子 点 の 規則 配置 が 見 られ る が , この 場合 は Fe の 作 
ーー 2 3 科 方 本 
| る cc 面 は 本 層 目 毎 に 完全 に 容 に な っ ろ て いで C=2c を 単位 と する 周 
a 状 格 子 を 形成 必 , 更に この 単位 が 少し づつ ずれ で 重なる 為 に CC 全 6c 
第 4 図 FesSe』 と な る . に の smythite も ラマ ェ リ 磁性 を 有 し 磁化 容易 方 向 は < 面 内 
の 超 格 子 . : 
(SO 
| t 0 STN NE NE Fd 
(3) CrS。 同じ く NiAs 型 基 本格 子 を 有する CrS。 eR の め の 旨 人 闘 の 人 7 5 3° 


ララ 。 で 夫々 異 っ た 超 格子 が , 温 で の 主として 粉末 法 に よる X 線 串 折 で 見 出 だ さ れ た .? 
室温 で フェ リ 磁 性 を 有する の は CrS。 及 び CrsS。) Cr,S。 で は Cr の 空 格 子 点 は 一 つ お 
き ぎの 面 に 束縛 ぎれ で は いで る が ぞ の 和 面 肉 で は at randomke で ある CriS で は = うな なさ の 
c 面 で 空 格子 点 が 規則 配置 を なし, NC~30°C) の 上 下 30°C で 超 格 子 に 変化 は な く , 
磁化 容易 方 向 は c 面 内 に ある . CrsS。 の 超 格 子 は FesSe。 の それ と 同一 で ある . CrzS。 に 
は 2 形 あ っ て , 一 つ お き の <c 面 に ある 空 格子 点 の 配置 は 両者 で 等 し い が , これ ら の 面 の 積 


安 重 ね 坊 の 相違 が ら 一 志 で は 1C 全 2c,7 他 志 で は 3c で FeiSe3 と 類似 で ちる が に の 2 形 


は 組成 の 相違 (夫々 Cre.egS, Cro.erS) に 帰せ られ て いる . 


以上 の 例 か ら NiAs 型 和 構造 有する カ ヵ カル コゲ ナイ ド で 選 移 金属 原子 が 若竹 不足 し た 組成 
の も の で は , 空 格子 点 が 規則 配置 に な る 傾向 が あり その 為 に フェ リ 磁 性 が 現れ る が , 一 般 


に 宰 格 子 点 の 規則 不 規則 転移 温度 と 了 7» と は 一 致 な せ ず , 当然 の 事 な が ら 前 者 の 方 が 高温 
側 に ある と いう 事 が 云え る と 思わ れる . 細か い 点 包 問題 に する と 種々 問題 が 残っ て いて , 
例え ば 空 格子 点 の 存在 の 為 に 周囲 の 原子 が 本 来 の 位置 か らい か に ずれ る か と いう 問題 が あ 


る の RG 
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私 が 学部 の 学生 だ っ た 頃 , 上 田 研究 室 の 壁 に 大 きく 引き 伸ばし た 美しい 綱目 模様 の 写真 
が 掛け て あり まし た . これ は 電子 回 折 の 回 折 像 で , 圭 母 か 煙 水 鉛 鉱 の 薄い 結晶 に よる も の 
で あっ た と 思い ます . この 綱目 模様 は 逆 格 子 の 拡大 図 だ と いう こと を 知っ た と き , 相当 強 
いい 印象 を うけ た 記憶 が あり ます . これ と 同じ 様 な 逆 格 子 の 写真 を X 線 回 折 で と る 方 法 の 
人 らら 相 ら れれ の が る つる あり 0 ます ニー は de Jong 及 0 Bouman カス ラフ も うっ 
i 培 BCS の ンジ る Gd る 
シン カス ヌス ラ は 非常 に 便利 な カメ え ラ で , 米国 な ど で は 結 品 関係 の 仕事 を し て いる 処 に は 何処 
(SC の 0 で 0 許 導 kS で 気合 る で 写 真 の 解析 鶴舞 で ああ ご の カ 
ヌメ ラ を 使え ば , 格子 常 数 と 空間 群 の 決定 ぐら い は , 専門 家 に 相談 する まで も な く , 誰 方 で 
や 御 自 分 で 直ぐ 出来 で まう で し ょ う . 理 , 工 , 農 各 学部 の 研究 室 で 』 又 結 品 性 の 物質 を 
生産 する 工場 の 試験 室 で , 充分 に 威力 を 発揮 する と 思わ れる ヵ カヌ メラ で す . 教育 的 に も , 学 
生 に 逆 格 子 と 宰 間 格子 と の 関係 や , 空間 
群 に よる 消滅 法則 を 会 得 さ せる た め の 演 
i 導 
と っ た 写真 が 効果 的 に 使用 され て いる 例 
2 EOS OR 

沖 計 Ed LAE 
と っ た 逆 格 子 の 写真 の 一 例 で あり ます . 

リン で の 
真 が と れる 理由 は , 電子 回 折 で 網目 模様 
が る の と 人 仙 だ た 理 下 (Qe まま 
RS 0 す . 電子 回 折 の と き に は , 入射 線 が 結 品 
第 1 図書 化 水 素 。 nkn 肥 著 ・ の 逆 格子 面 に ほぼ 垂直 に 入り ます . 薄い 


(By the courtesy of Profs. M. Atoji 結晶 に は 多少 の し わが 出来 て いて 結 唱 の 


and W. N. Lipscsmb.) 
方 位 は 場所 に BE RL 


る の と , Ewald の 反射 球 の 半径 GG 波長 の 逆数 ) が 非常 に 大 きい た め に , 多く の 逆 格 子 点 
が 反射 球 を 切り ます . 従っ て 又 こ の 場合 に は 写真 乾板 を 入射 線 に 垂直 に 静止 し て お いた ま 
まで , 逆 格 子 の 拡大 図 の 綱目 模様 が 得 ら れ ま す . (第 2 図 参 照 ). 

フリ を レン ンカ クス で は 蘭 通 比較 的 波長 の 短 で X 線 た と を ば MoKa を っ つかい 
ます が , それ で る 反射 球 の 半径 は 電子 線 の 場合 の 半径 の 十分 の 一 以下 で す . 従っ て 逆 格 子 
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点 が 反射 球 を 切る の ため に は , 逆 格 子 面 
が 入射 X 線 と 垂直 な 方 位 か ら 10° 乃 
至 30° 位 傾 く 必 要 が あり ます . 駐 正 
し い 逆 格子 の 拡大 図 を 得る た め に は , 
ラマ ライ ルム を つね に 逆 格 子 面 に 平行 に た 
OR OAC UE 
EE 
示し た 機構 つか っ て いま す .。 逆 格 子 
3 面 の 法 線 が (従っ て これ に 平行 な フイ 
ルム の 法 線 も ) 入射 線 の 周り の 円 氏 
を ミス 運動 和 まま Rrecession 
さっ で $7 結語 プル 
ら の 法 線 の 周り に 回 転 す る わけ で は あ 
り ま ちん 第 3③ 図 の 4O 〇 RW の 革 加 強 
通る 円 (実線) は 反射 球 と 逆 格子 面 と 
の 0 の (OO の 問 I が 
セッ ショ ンカ スラ の 運動 に つれ て 逆 格 
子 面 上 を 回 転 し , 一 週 期 の ミッ スリ 運 
動 の 間 に (点線 の 円 の 内 部 に ある ) 各 
逆 格 子 点 を 三 度 切る ご と に な り ま す . 
プリ セッ ショ ンカ メ ヌ スカ の 特徴 の 一 つ 
は , た だ 一 度 だ け 結 曲 試 料 を さ ニ オメ 
Nd 
れ だ け で あら ゆる 47 反射 の 写真 が と れる こと で す , 一 つの 逆 格 子 面 か ら 他 の 逆 格 子 面 
に うつ る た め に は , た だ ざさ ニオ ヌー ター・ ヘ へ ヘッ ド を 回 転 軸 の まわ り に 適当 な 角度 だ け 回 転 
すれ ば よい の で す . この 際 た と えば 逆 格子 の ざさ 軸 の 方 向 と ざさ = オス ヌー ター ペッ ドド の 
回 転 軸 の 方 向 と を 予め 一 致 さ せ て お きま す . こう し て (0D, (OED, (hhD, (hhD, 答 の 
と 軸 を 含む 任意 の 逆 格 子 面 の 写真 が 簡単 に と れ ま す . 
ワイ セン ベル グ カ メラ で は た と えば と c 軸 に 垂直 な 逆 格 子 面 (4&kg0), ChRL), (hk2), 等 の 
上 反 系 が られ ます 従っ で フイ セン ペル ク カ スラ と フリ ンー ンカ ンプ 相補 な 
役割 を 果 じ ます 
以上 に の べた 様 な 理由 で , プリ セッ ショ ンカ ヌ ラ は 結晶 の 研究 に 不可 欠 な 道具 の 一 つ に 
な っ で 米 ま し た 更に 駐 プリモ セッ ンション カス ラブ の 以上 の ペペ で 来 だ 特徴 を る か で 始 めで 
容易 に 行 を そる よう に な っ た 研究 る も あり ます たとえ は ば Lipscomb7 研究 室 で は ) プリ マッ 
ショ ンカ メラ を つか っ て 低温 に お ける 結晶 構造 の 研究 を い ぐ つ か し て で 来 ま じ だ 7 室温 で は 
気体 か 液体 で ある よう な 物質 を 低温 で 単 結語 に し て し ら べ る の で すか ら , で きれ ば 一 つの 
演 旧 束 いで 0 る か る で な で の 邊 が CO 
ンジ カラ まき SS の 目 的 KS 適 27 の 0 
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居 和 請 大 体 20 区 で 0 庄 が 2 の お ぐれ だ 特徴 ば か 0 を あげ で 来 ま 2 そこ で 以下 
作る SS め 半 苔 の の 0 る あび る 

ま づ , プリ ャ セッ ショ ンカ スラ で は 管 球 の 何処 か か ら 洩 れ 出 た X 線 の た め に 写真 が カ デ 
ル こ と が あり ます . この 対策 は 簡単 で す . X 線 管 を 鉛 板 で 培っ て , 不 必 要 な X 線 が 出 な 
いよ うに し ます . Buerger 研究 室 で は , - 更 に 巧妙 な 設計 の ァ アタッチ ヌン ト を 管 球 と ヵ カメ ヌメ ラ 
の スリ ッ ト と の 間 に 挿 入 し て , 不 必要 な 散乱 X 線 を 取り 除い て いら れ ま す . 

次 に 回 折 斑 点 が 二 つ に 分 裂 す る こと が あり ます . これ は 逆 格 子 の 原点 を 通る 逆 格 子 面 の 
る さき は 人 運 電 は 起 な いと で で しかし, し 仮り に 第 3 図 で 0/ 点 が ラ 
SO る この が 思う に 2 ズー の 
週 期 の 運動 の 間 に , 各 逆 格子 点 は 反射 球 と 逆 格 子 面 と の 切り 口 の 円 を 二 度 切 り ま す . この 
各回 毎 に フィ ルム 上 に 出来 る 回 折 斑 点 の 位置 が 一 致す る た め に は , O 〇 / 点 ボ ライ ルム の 面 
内 に ある 必要 が あり ます -. 

きき 紙 数 の ② 関 作 で 説明 上 還 まま 補 ん ん 23 リリ そそ ッ > シュ カタ スラ を つか で 聞 格 半面 
(名 の (2 等 の 写真 を と る こと も で きま す . これ ら の 写真 を と る だ め に は フイ ルム ぇ を 
適当 な 距離 だ け 結 品 の 方 へ 移動 し ます . この 移動 の 距離 の 調整 が 不 十分 な と き , (これ は 
setting error と 呼ば れる ), 上 に の べた の と 全く 同じ 理由 で 回 折 斑 点 の 分 裂 が お きま す -. 

この よう に 回 折 斑 点 の 分 鋼 を さけ る た め に は ライ ルム が 一 定 の 位置 に お か れ な けれ ば な 
ら な い の で フリ モッ ショ ンカ スラ で は multiple film method を つか うこ と が で きま 
せん multijplelfilm method と いう の は , 多 ぐ “の マフ マイル を 重ね て 使用 信 フ イル 
の 有効 露出 を 変化 する 方 法 で , マイ セン ミル グ カ ヵ カメ ラ な ど で 写 真 を と り 目 測 法 で 強度 測定 
る 革 非 謝 (便利 次 編 湊 で 

デリ セッ ショ ンカ ラス ララ に お ける フラ フイ ルム の カプ デリ を 最小 限 に お さえ る え , し か る 回折 麗 点 の 
分 烈 が 起 ら な いよ うに し , 従っ て multiple film method の 使用 を 可能 に する 簡単 な 方 
法 ゲ が ゲー つ あ り そ う で す ( 飼 沼 , Lipscomb)。 フ ライ ルム の 直前 に カヌ ラ の 一 週 期 の 運動 に と 
も $ な っ で 一 回 転ずる 様 な 板 を と りつ け ま す . この 板 状 スク リー シン に , た と そ を ば 第 3 図 の 
①⑤P/C/ 7 に 沿っ た 半 円 環 の 孔 を と あけ ます . こう し で お け ば , 反射 球 と 逆 格子 面 と の 切り ロ 
の 円 が 各 逆 格子 点 を 切る 二 回 の うち 一 回 だ け フ マラ マイル ム の 上 に 回 折 斑 点 を 生ずる こと に な り 
まま 

この 場合 に は 勿論 も は や 回 折 斑 点 の 分 烈 は お こり ませ ん か ら , multiple film method 
NS eH 后 が 人 0 な る の は RO mulbiple 
film method で 時 間 を か せ ぐ 方 も 考慮 し , フィ ルム の 入れ 替え な ど に つい や す 手 間 の 小 
少 併 を 考 ぞ る と , ここ に 提案 し た 方 法 の 方 が 時 間 的 に も 多少 得 な よう で す . フイ ルム の 
直ぐ 前 面 に スクリーン を お きま すか ら , 管 球 か ら 小 れ 出 た X 線 な どの た め の 写 真 の カプ デリ 
も 最小 限 に お さえ られ る わけ で す -. 

普通 の プリ セッ ショ ンカ ヌ ラ を 用 い , multiple film method が つか えな い 場 合 に も , 
目測 法 で な く マ イク ロロ フォー トス メータ ー で 反射 強度 を 測定 すれ ば , 正確 な 強度 測定 が 可能 
で す 旨 (森本 信男 博 皇 に よる ). 

* た だ し , フイ ルム を 通過 し た こと に よる X 線 強 度 の 弱まり か た (透過 率 〉 は 散乱 角 に 依存 する ・ 
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叉 積分 反射 強度 の 測定 を すれ ば , た と え を 回折 斑点 の 分 裂 が お こっ て る も 差 支 えさ なくなり ま 
す . Buerger 教授 等 は Dawton の 方 法 に 従っ て , 普通 の ネガ ティ プラ フイ ルム を る も う 一 度 
他 の ライ ルム に 焼き つけ て ポジ ティ プラ マライ ルム を つく り , 黒 で 地 の な か に 斑点 が ぬけ る よ 
うに し , その 各 斑 点 で の 光 の 透過 量 を 測定 する こと に より , 積分 反射 強度 を 測定 され まし 
た . 又 , Nordman, Patterson, Weldon 博士 等 は , 機械 的 な 積分 機構 を も ゃ も つ プ リセ ッ シ ョ 
の OE 

普 滑 の プリ セッ ン ョ ンカ スラ フ に つい で も Buerger 才 授 2 の \ 叔 補選 きら 4 
に 20 年 に 近い 歳 月 が 経っ て 居り , その 間 に 機 械 的 な 構造 に つい て いく つか の 試作 改良 が 
行わ れ ま し た . Buerger 教授 の 処 で は 三種 類 の プリ セッ ショ ンカ ヌス ラ が 働い て いま す . 
第 一 は Buerger 教授 の 著書 に で て いる 型 の も の , 第 二 は 東大 の 鉱物 学 教室 に 入っ て いる 
Charles Supper 製 の も の , 第 三 は 更に 最近 これ を 改良 し た Otto von Heyde 製 の も の 
で すず お 革 他 (GE 筐 の ゃ の や NalentiniJager 章 机 の や の © あ る CORR 

紙 数 の 関係 る も る あっ て , プリ セッ ショ ンカ ヌメ ラ の 実際 の 使用 上 便利 な 計算 図表 や 数 表 の 研 
ENNISN GE EC EE EE 

最後 に 筆者 は , 上 田 良 二 , W.N. Lipscomb, M.J. Buerger, 定 永 両 一 の 各 教 授 に 深く 
感謝 し ます . これ ら の 方 々 の 激励 が な けれ ば , 私 の アリ セッ ショ ンカ ス ヌ ラ に 対す る 関心 は 
深まる の 上 栓 書評 CS ING 
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Nepheline, (K」 一 x Na%)AlSiO。, の 構造 に 関す る 最近 の 研究 及び hexagonal CaAls Si。 
O。 の 構造 解析 の 結果 2) は 互い に 共通 し た 叉 理 酸 塩 の 構造 全般 に も 関係 する 所 の 一 つの 点 
を 含ん で いる の で は な いか と 思 は れる . これ を 一 言 に し て 言 べ ば , 圭 酸 塩 に お ける Si(AD 
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ーO 〇 構造 単位 (building blocks) の 構造 は “rigid ” な も の で な くそ の 外部 の 陽 イ オン 
の 性 質 に 応じ で 変形 じ 易 いも の で ある と いう こと で , これ を 他 の 言葉 で 表現 する な ら ど ば , 
「 固 溶 体 を 形成 する 一 つの 鉱物 種 に お いて その Si(AD 一 O 構造 単位 は 異 っ た 形 を と りう 
る 」] と いう こと に も な る . orthoclase, KAISi。O。, が 単 斜 唱 系 で ある の に 対し albite, 
NaAlSi。0。, が 三 倖 語系 に 属す る の は K+ を それ より イオ ン 半 径 の 小さ いい Na+ で 貫 換 し た 
こと に よる Si(AD テ Oj frame work の 歪み に よる と いう こと は 周知 の こと で あり , その 
他 個 々 の 場合 こつ いて 何 学 的 理想 構造 か ら 変 形 し た 構造 が 報告 され て いる こと を 思う な 
ら ば , 上 記 の 事柄 は 別に な ん の 変哲 も な いよ う で ある が 長石 の 様 な 三次 元 の frame work 
ば か り で な く , Si(ADーO 構造 単位 が group の 形 で あろ うと ring,chain 或いは sheet 
で ある と を 問わ ず 圭 酸 塩 全般 を 通じ て 同形 置換 又は それ に 類似 し た 原子 の 入れ 換 へ が 行 は 
れ た 際 は 構造 単位 の 形 の 変化 に 考慮 が 払 ら わる べき で ある と いう 所 に その 重要 性 が ある . 
(Ki-z Naz)AlSiO。 に 関す る 最近 の 研究 と いう の は , この 固溶体 に お いて x*==0.031 及 
び x ヶ z=0.25 に 対応 する 化学 成分 の と ころ に 転移 が 認め られ , これ は Nat の 置換 に ょ る 
AISiO, 一 frame work の 形 の 変化 に よる こと が 明らか に され た も の で ある . 又 hexagonal 
CaAl。Si。O0。 に は hexagonal BaAl。Si。O0。 と 同じ く (AlzSlz2)O。 sheet の 構造 か ら な る こと 
が 着 明 し た が 前 者 で は 後者 に くら べ て その shest が 天 巾 に 変形 し て 三方 品 系 の 対称 を 持 
っ て いる こと が 明らか に され た . この sheet の 形 の 変化 に は それ ら の 間 に 入 る 陽 イ オン 
の 種類 の 変化 が 寄与 し て いる こと は 明 瞭 で あり (AlzSi>)O。 sheet の non- ァ ri9zd な 人 性質 を 
示す も の と 言え よう . hexagonal BaAlSi。O。 の 構造 が 以前 か ら 知 られ て いる に も か か わ 
ら ず , 3 hexagonal CaAl,Si20。 の 構造 が 長年 の 間 未 解決 の まま 残さ れ て いた 原因 の 一 
つ は , この 様 な Si(AD 0O 結合 の non-rigid な 性 質 に つい て の 一 般 的 な 概念 を 青々 が 持 
ち 合 は せ て いな か っ た か ら で あ る . この sheet の 形 の 変化 を 詳細 に 追 完 する に は , (Cai-z 
Baz) ALSi。0。 固 深 体 の 構造 を 追跡 する こと が 必要 と され る が , これ ら の 事柄 は 長石 類 の 
転 和 そ の 他 種 々 の 問題 に も 何ら か の 示 映 を 与 へ る で あろ うこ と が 想像 され る . と いう の は 
K+, Na+ 及び Cat++ イオ ン の 温度 に よる 有効 イオ ン 半 径 の 変化 の 度合 の 相違 が 長石 構造 
の 変化 に 関係 ある と 思 は れる か ら で あ る . 以上 の 問題 に 関連 し て 興味 ある の は Bates 等 5 
に よっ て 言 は れ 後 Roy 夫妻 6 に ょ り 実 験 的 に 立証 され た “mzss 7 ” の 考え で ある . 
これ は chrysotile, Mga(OHL)4Si20。, の 形態 に 関す る も の で chrysotile の SisO;-sheet 
は これ に 重なる 八 面 体 の 酸素 の 層 の 中 に 入る 陽 イ オン の 種類 に 応じ て 次 曲 す る こと を 示し 
た も の で ある . この 人 面体 の 位置 に Mg++ が 存在 する 場合 ) Mg*+ の イィ オン 半径 は SizO; 
の 酸素 原子 と O 了 HL が 作っ て いる 人 面体 の 容 際 より 大 きい 為 , 八 面体 の 層 あ を 引き 伸ばす こ 
と に な り , その 給 果 Si。O0。 の 層 を 内 側 に し て ペイ プ 状 と な る が , Mg** の 代り に A 
を 入れ た 場合 は , その イオ ン 半 径 が 小さ い 為 八 面 体 の 層 を 引き 縮め る こと に な り , こん ど 
は 前 と 逆 に Al+** の 層 を 内 側 に し て ペイ プ 状 と な る . 所 が Si を それ より イオ シン 半径 の 
大 きい Ge で 置換 し た 場合 は 人 面体 の 大 き さ が 丁度 Mg** の 大 き さ に 適合 する 為 , Mgs 
(O 了 HL)4Ge:0。 は 板 状 の 結晶 と し て 得 ら れる . これ る も chrysotile と いう 鉱物 種 の 特殊 な 問 
題 と し て で は な く , 外部 陽 イ オン の 影響 に よる Si 一 O 構造 単位 の 可 打 人 性 を 立証 する 一 つ 
の 例 と し て 把握 する べき 現象 で あろ う . 
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第 一 図 Tourmaline 構造 の 構成 単位 , 右 : Mg-tourmaline, 左 : (Al, Li)-tourmaline, 
黒 式 : Mg Al, Li 白 丸 : 酸素 , | 自 滞 重 涼 : OH, BO 三角 形 は 陰影 を 施 人 区 で ある 
この よう な 和 圭 酸 塩 構造 単位 の non-rigid な 性 質 に 注目 する と , その 化学 組成 の 多彩 な 
点 で よく 知ら れ て いる tourmaline の 構造 に お いて 暴 っ た 形 を 持つ Si 一 O 和 構造 単位 が 見 
出さ れ で る も 決し で 不思議 で な いさ よう ご 思わ れる tourmaline7 の 化学 細 成 な 三 般 ご 
XY ZONE OBOD SO 
※ 生 Na Ca kk 
= Nn Re Al 
REANIM Mn Re Cr 
で 示さ れる . Donnay, Buerger7 及び Ito, Sadanaga8) に より 夫 x 殆 ど 同 時 に 発表 され 
だ 構造 は それ が Si6 〇 計 の polarp な ring 半 9 成る 点 で は 同 D で ある が に の in が 
前 者 で は 三方 品 系 の 対称 を 持つ に 対し 後者 の も の は 六方 唱 系 の 対称 を 持つ 点 が 異 り , この 
差 知 は 現在 まで 一 つの 疑問 と され て いる . し か し な が ら Donnay-Buerger の 決定 し た の 
は 同じ tourmaline で あっ て る も Mg-tourmaline で あり, Ito-Sadanaga に よる の は 
(Al, Li)-tourmaline で その 化学 組成 の 異 る 点 に 注目 する と 以下 の よう な 議論 が 成立 する 
の で は な いかが と 思わ れる 7 先ず す Si6O 計 ring (第 合図 で は 2 る の 四面 体 夫 有 さ れる 次 
い 頂 点 は 全部 下 向 で ある よう に 示し て ある ) と BO。』 の 三角 形 及 び O 了 HI が 第 一 図 に 示す 
様 に 排列 し た も の が 構造 の 基本 単位 を 構成 し て いる . BO。』 の 平面 は SisO;。 ring 外部 の 
OH と 同一 平面 内 に あり , 又 中 心 の OH は ring の 下 向 の 頂点 の 酸素 原子 と 同一 面 内 に 
あら の 京 絆 の 図る 903 る の 六面体 る 作 0E さ の NA 
が 入る . (Al, LL り -tourmaline で は この 八 面 体 の 位置 は Al 及び Li(Al:LLi 人 =3:2) で 右 
め ら れ , その 有効 イオ ン 半 径 は 六 回 対称 軸 を 持っ た ring が 作る 八 面 体 の 空隙 に 丁度 適合 
する 大 き さ で ある , 然 ら ちら ながら Mg-tourmaline で は この 位置 は すべ て Mgt+ で 吉 め ら 
れ , ぞ その イオン 半径 が 空 際 より 大 な る た め SisO;。 の 下 向 の 頂点 は 外部 へ 抜 げ ら れる 結果 
と な り , その た め に 図 の 様 な 形 を と る . 興味 ある こと は 今 , 第 一 図 か ら 王 を と り 去 り 残 0 
の 構造 が 無限 に つづ いて sheet' を 形成 し た と する と , これ は 前 に の べた chrysotile の 
sheset に 相当 する こと で ある . sheet の 実 曲 の 原因 と な っ た 陽 イ オン の 置換 が その sheet 
の 構成 単位 で ある と ころ の 有限 な ring に 対し て な ん ら か の 変形 を も た 1 て る 決し て 不 
思 議 で な いで あろ う . 事実 , Donnay-Buerger の 構造 を 詳細 に 検討 する と 三 回 対称 軸 を 
ring を 構成 する 個々 x の SiO。 四面 体 の 底面 は 同一 平面 上 た に な いこ と に る 気がつく 
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の で ある . 

この ょ うに ring の 形 が 変化 すれ ば unit cell の 大 き さ に る 影響 を 与 そ る で あろ うこ と 
が 相 像 され る . 事実 , Eppresht に より Fe, Mg 系 列 の tourmaline と Al。 Li 系 列 の 
る 4 で は unibticel 剛 の 状 き きい 変 倍 @ あ る と が 指摘 ざれ で で る の の し ハレ この 
様 な unit cell の 変化 へ の 直接 的 な 原因 に あ づ か っ て いる の は ring の 形 で は な く , 他 の 
陽 イ オン が 入る 八 面体 の 大 きき さ で ある こと は 明らか で ある . 従っ て 以上 の 議論 の 如く Si 
ーO building blocks の non-rigid な 性 質 を 云 * す る こと は , 云い か へ れ ば 理 酸 塩 の 構 
造 は 本 質 的 に cation-oxygen の 骨格 で 決ま る も の で , Si 一 O building blocks は 形式 
的 に 理 酸 塩 の 分 類 に 役立っ て も 構造 全体 と し て は 結局 cementing material 的 存在 で ある 
と 云う こと に な り , ここ に 斑 酸 塩 の 構造 に 関す る Belov の 老 え 1 の に 一 脈 相 通ずる こと に 
な る か る 知れ な い . 現在 一 つの 話題 に な っ て いる enstatite, MgSiO;——diopside, (Ca, 
Mg) SiO; wollastonite, CaSiO;——-rhodonite, (Mn, Ca)SiO0;——pyroxmansite, 
Mn, Fe, Ca, Mg)SiO。 等 一 連 の ヌ ぇ タ 理 酸 塩 の 構造 の 変化 , の 或いは 雲母 の 多 形 の 問題 12 
等 すべ て 以上 の 議論 に 関連 し た も の で あり , 何れ に こし て る 実験 的 に 5i 一 O building block 
の 変化 を 追求 する こと は , 圭 酸 塩 の 構造 の 本 質 を 理解 する 上 に 重要 な 問題 で あろ う . 紙面 
の 都合 で 詳細 は 省略 する が Donnay 夫人 より の 私 信 に よれ ば , 目下 特に イギリス , r シ 
2 の 者 同 革 Si の ① 革 S 汗 結 倫 短 の 問題 が FF 選 > 2 クス の ぼ つと し で 注目 され で いる と の こ 
EDD 
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40 Pepiiisky 研究 室 の こと 


二 年 半 程 米国 に 留学 し て 4 月 上 旬 帰 国 し た と ころ , 


Pepinsky 研究 室 の こと 


時 野 複 男 * 


日 本 結 


品 学 会 
Rt ES SA 0 


系 ラ だ さい まま 0 

渡辺 教授 が か つて 日 本 人 と し て 始め て Pepinsky 
教授 の 所 に 行か れ , その 門戸 を 開放 され て 以来 , 数 
人 の 日 本 人 が あい つい で 留学 され た の で , 同 教授 に 
EC CO TI SO OR 
思う . Ray Pepinsky 教授 は Zachariasen 教授 の 
お 陸 子 で あり , 現在 PFennsylvania 州立 大 学 の 研 
究 教 授 ei Pro ) と で 7 供 ほ 巡 べ る 
な 大 研究 室 を 管理 運営 し , また Brookhaven 国立 
人 研究 所 の eC ON の の 
り の 序 25 だ 0 いる で の 気 短 か な な 性格 る い いで 
は る ぶる 面 還 い に き 2 あ る が 主人 
発表 され る 非常 に 数 多く の 論文 が も の が た っ て い 


解析 の 部 門 で , 


写真 2 


写真 1 R. Pepinsky 教授 
る よう に , 何 は と も あれ その 精力 的 な 活動 ぶり は 驚 環 に 値する . まず 彼 の 来 配 と を ふる っ て 
いる X-ray and RN RAyele Lab. (最近 は Crystal Research Lab. と 称し て いる ) 


と 称す る 研究 室 の 概観 を 述べ る こと に し ょ よう 

この 研究 室 は その 名 の 示す よう に XX 線 結晶 解析 が 
も っ と る も 大 き な 部 分 を し め て いる が , a 
ら 三 つの 部 門 に 分 か れ て いる . 第 一 は も ちろ ん X 線 
現在 Pe 教授 墜 一 の お 気に入り の 岡 
谷 博 士 が 実際 上 この qroup を 指導 し て 活躍 し て お 
られ る . 第 二 は solid state group と 呼ば れ , 強 誘 
電 体 の 研究 を 主として いる か つて こ ご に ご は 百 根 博 
雷 測定 , 正 か ら DE Dr Ona Dae ら が 活躍 し て お られ た 


5 時 
Vejanm, RN 教授 , 岡 が , 現在 で は Dr. Vedam が この group の 原動力 


谷 壇 士 


* 東京 工業 大 学 物理 教室 


星人 共 視 田 a 


どー 全 に 和 Dr 二 Drenk き を 責 
任 者 と する Instrumentation の 部 門 で ある . 以上 
の 三 つ の 研究 グル ー~ プ の ほか に も ちろ ん 附属 する 設 
備 ( 工 作 室 , 化学 室 , 写真 室 等 ) だ それ ぞ れ の 専門 技術 
者 が 多数 いる . 上 の 三 つ の わけ 夫 は も ちろ ん 表面 上 

分 類 で 実際 は の 5 らら の 計る 区 は 全 る 2 に ね だっ て 
仕事 を し て いる 人 る ゃ も 多い. 私 自身 一 応 Solid State 
group に 属し て いた が , 強 誘電 体 で ある 硫酸 グリ 

2 ; i シン の 構造 を 調べ る た め に , X 線 解析 も や り , また 
写真 3 結 品 方 位 自 動 記録 装置 低温 タメ ヌ ラ の 改造 な ども 引受 け て 装置 関係 の 仕事 も 

Ek 人 て 2 こき で 以下 の 研究 グ ア き ププ 全 働い て いる 佐 
究 者 , 技術 者 の 外 に , 大 学院 の 学生 が 常に 数 人 は お り , これ ら に タイ ビスト や 製図 や , 
ー ト タイ ム の 必 員 な ども 加え る と , 総勢 50 人 に も る 達する 人 が 常時 働い て いる と いう 大 所 
帯 で ある . 

次 に 実験 設備 の 主 な も の を 見 て みよ う . まず X 線 室 に は , 数 台 の X 線 装 置 (すべ て 圭 
入線 管 を 用 いた テニ ニット) に 約 10 台 の Weissenberg camera (Supper また は Unicam) 
な ど が セッ ト し て あっ て , それ ら が 常時 動い て いる の は 偉 観 で て ある. また Micro-bsam 
二 be 間 と それ ご ャ セット する Micro Weissenberg _camera, Mo の disk を ター ゲット に し 
た 回 転 対 陰極 装置 (これ ら は ここ の Instrumentation group し た も の ), G-E 
Diactometori 誠 の ああ 008 斬 ま た 単 結 品 の 三次 元 
強度 デー ター を 自動 的 に 計数 管 で 測定 する スペ クト 
ルス ヌー ター が 現在 調整 中 で ある . この ほか 別室 に 二 
台 の Conduction type の 低温 用 Weissenberg 
Camera が あり , この うち 一 信 は 液体 リツ ウム 用 で , 
10°K 以下 迄 の 測定 結果 が で て いる . 回 折 装 置 は 以 
上 の 如く で あり , も ちろ ん この ほか に 試料 調整 の た 
め の 小 室 が あり 顕 微 鏡 , 比重 測定 装置 等 が ある が , 
解析 の た め に は , 有名 な Analogue Computor X- 
RACSEEACTE が か な 9 訣 き な 合 室 ほお きめ られ で 
きる ラミ れ に つろ いで は 広 ぐ 知れ ら で い る と 思う の で 詳 述 は な いで が XRACT Eourier 
級数 の , S-FAC は 構造 因子 の 計算 を 行う 計算 器 で 電子 計算 器 の 発達 し て きた 現在 , 今更 
これ ら を 作る 必要 は な いと 思う が , あれ ば 甚だ 便利 で , 筆者 も 何 十 回 と な く 利 用 じ て 恩 恵 
に あず か っ た . し か し 構造 解析 の 最後 の 段階 (原子 位置 の 精密 決定 等 ) に は や は り 電 子 計 
算 器 の 助け を か り ね ば な ら ず , この 大 き な 研 究 室 に も , まだ その 設備 は な か っ た . その た 
め 他 所 に 計算 た 出かけ た が , Vand 教授 を 中 心 と する 小 グ ルー プ に より IBM 70 生 用 の プ 
ョ グラ が 作ら れ て お り 」 カ = ボド ペン シンチ 回 等 の 備え は ある の で , も し 研究 室 専用 の 計算 器 を 
る も っ て いる な ら ば , (近く それ る 実現 する よう で ある が ) 研究 の 進行 は 画 期 的 に 発展 する と 


* Dr. Vedam は 最近 イン ド に 帰国 され , その 後任 に つい て は まだ 聞い て いな い . 
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思わ れる . 次 に Solid State Room に 目 を 移す と , 
ここ に は 誘電 率 温 度 変化 を 自記 x 録 する 装置 を 含め , 
低 高 温 の 誘電 的 性 質 測 定 の た め の 各 種 機器 , 光学 顕 
微 鏡 用 ステ ー ジ , 比熱 測定 装 罰 等 が あり , また っ 1! 
シン シズ の He 液化 装 纏 人 0 で の る の で 溢 き の の 
オス タッ ト を 利用 し て , 液体 He の 温度 包 誘電 的 性 
質 を 測定 で きる よう に な っ で いる 結 上 語 の 2 ンタ = 
も こ . こ で は 重用 な 機械 の る で ある 


池上 中 9 


CAN 以上 まっ た く 大 ざっ ぱに 研究 室 の 中 を の ぞい て み 
ボー ド . テー プ を 持っ て い 
る の が Vand 教授 た が , この 研究 室 の 特異 性 の 一 つ は , 研究 者 (Rese- 


arch Associate 以上 の 人 ) 7 が) 授 を 除い で いつ る も ほとん と ど と すべて で 外国 で ある 点 に 
ある 色 の 滞在 中 に 居 た 人々 の 国籍 を ざっ と 拾っ で みみ で も 7 甘 7 仏 手 ば 鹿 自 六 ジ ジマ 語 2 
フン ジン ドン トニ 国際 研 紅 
室 の 観 が ある . その た め , 世界 各国 の 人 々 と 研究 以外 の こと で も , いろ いろ と 話し 合う 機 
会 が 多く , 非常 に 有益 で あっ た . き て お られ る 小数 の 人 々 が , 必ず し も その 国 の 国民 性 を 
代表 する わけ で は な い が , や は り そ れ ぞ れ の 国民 の 性 格 を ある 程度 あら わし て いて 抽 味 深 
の 0 いた 
Arme3 を か こん で さか ん に 議論 し て いた . ツマ 連 の 人 工 衛星 成功 の 時 は , 科学 的 に 興味 あ 
る 問題 で も あり , 学生 達 の 聞 で も , その 話題 が し ば らく 続い た が , 一 般 に , 時 局 と か 政治 
きら 対 る 略 心 ば 2 スリ 2 人 010aEe の 5 が か 7 りり SN の 
か が から 涼 で い だ 若い 人 研究 者 の 人 は ご の 点 さ で か な り S00 人 © 還る を 款 1@S た た 
ど と は 2 ンス で は 2 舗 で 上 同 角 泡 を と はじ で 時 局 裕 @C る の は SSC ある か, 
テラ リカ で は 話題 と で そえ は ば 新型 の 自動 車 の 話 民 に きま る で ぐる と いっ だ 調 玉 ある 
て この よう に Pe 教授 は 外国 人 研究 者 を 集め て 研究 させ 業績 を 挙げ て いる わけ で ある 
が 昼 学 者 の 特 竹 0 区 で 大 で いい の が 人 m 年 訪 生 号 年 (いる だ 短期 間 較 ) 刷 国 G5 
め に , 結 品 解析 の よう に 長い 年 月 を 要する 人 研究 の 進展 の た め に は か な りな 不利 を まね か れ 
な いた と > は 人 研究 半ば で 族 国 じ た だ 人 の あと る 新 
話 く だ 人 が 有 交 0 り CE ORO 
は 谷 の の が ら N 邊 さき 次 は 気 の dS 
あろ うし , 語学 や 研究 室 の 事情 た 慣れ る だ け で る 時 
日 を 要する な どの 事情 も あっ て , な か な か 困難 な 問 
題 で ある 現在 の 主要 テー マ の 馬 つ に 生化 学 的 に 重 
要 な 物質 の 構造 解析 が ある が , これ ら は 非常 に 複雑 
な 構造 で あり , 上 の 事情 が 研究 の 進行 を か な り 妨 げ 
TN TT RE て いる こと は 耕 め な い . 広川 博士 が わずか 一 年 余 の 
広川 良二 滞在 中 に , 前 々 か ら 懸 案 の め の オ ー レ オペ マ イシン の 構造 


* これ ら 研 究 室 の 設備 や 実験 方 法 に つい て は , Chem. Eng. News “1958), 36,No.29, 90~95. 
に 写真 解説 が の っ て いる の で , 興味 ある 方 は 参照 され た い . 
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を 解決 され た こと は , こ の 意味 で も 高く 評価 さる べき も の で ある と 思う . 上 の 事情 は Solid 
State group で は 多少 は 異な る . 現在 の 主要 テー マ は 新しい 強 誘電 体 物質 の 発見 開拓 と い 
(の: つの 2 邊 (G る い G 全 呆 る ら ん だ た 研 2 る くし 作る 誠 ら は あさ 
りら 4 作れ と を お る だ め に は やはり HS 割 限 さ れず に めく 0 
落 ろ つい で 研究 が で きる 余 件 が 必要 で あろ う , こう いっ た こと は 他 の 面 か ら 見 れん ば この 
研究 室 が ー つ の 代表 的 な アテ アヌ リ カカ 的 研究 の 進め 方 を と っ て いる か ら だ と も いえ る で あろ 
5 

さて 最後 に Pe 教授 の 主宰 する Groth Institute に ふれ ね ば な る まい . 結 品 の 研究 者 
で 』 Groth の “Chemische Krystallographie ” を ひも ほど いた こと の な い 人 は 少な い 
で あろ 3 う .) それ ほど に この 著書 は , その 最終 刊 が 1919 年 と いう 古典 に 属す る も の で ある 
に る 拘ら ず 』 結 品 学者 た 重用 され て きた . Pe 教授 が , この Groth の 業績 を 引 つ いで , 結 
上 井 の 諸 人 性質 を より 広く , より 正確 に 収録 する 大 百科 辞典 の 編集 を 思い た っ た 動機 の 一 つ は , 
新 強 誘電 体 発見 を 目 ぎ ざす 研究 途上 で , 結晶 の 対称 その 他 の 性 質 を 調べ る の に 必ず 参照 し て 
いた Groth の 著書 が , 結晶 形態 学 或 は 光学 的 性 質 等 の みか ら 得 た 結果 を 与え て いる た め 
( 寺 N る あ の る の 信人 い か ら 思 S 
角 こ の 企画 を 思い 立っ た 彼 は , 広く ぐ 世 界 の 関係 学者 の 意見 を 聴 し た . し か し その 趣旨 に 准 
成 で も , 実際 面 に お いて の 意見 の 相違 も か な りあ り , な か な か 前 途 困難 を 思わ し め た の で 
あっ た が , 彼 の 並々 な ら ぬ 熱意 と 努力 で , Penn State Univ. の 中 に , Groth Institute 
光吉 計 固 の 会 二 安 誠 958 年 4 衣 に 開き を が で きだ きこ の 会 合 に は 約 860 攻 の 学 
者 が 集まり , Pe 教授 , Vand 教授 ら の 編集 方 針 や 技術 上 の 面 に つい て の 説明 が な され た . 
また この 時 Ewald 博士 が Groth 教授 の 思い 出 と いう 話し を され た . Ewald は か つて 
Groth に 師事 し て お られ た こと が あり , Groth が Chemische Krystallographie を 書く 
時 研究 室 員 を 頻 励 叱 嘩 時 に は こき 使っ た と いう よう な 興味 ある 〒 ビ ツー ド を 紹介 さ 
れ 邊 Pe 教授 が 同様 な こと で 研究 室 員 を 困ら せる こと の な いよ うに …… と いわ れ た 時 に は 
満 上 場 の 燥 人 筑 ( 僚 衝 る 含 e?) を か っ た と に か く こ うし て 発足 評 た Groth Tnstitute は 先 
ず 第 計 段 了 叶 の 半年 計画 の 三歩 を ふる 出し た * ちら ちなみに この 計画 に よる と 百科 辞典 と 
いっ て る 別に 書物 と し て 刊行 する の で は な く , 結 品 の 構造 上 の 諸 常 数 は も ちろ ん , その 物 
理 的 化学 的 性 費 を る 網羅 し で これ を J IBM 計算 器用 の カー ド に ペン チ じ , 更に これ を テー 
人 軸 当 な 分類 の も と に 整理 し で 要請 が あれ ば そ れ を 引出 1 必 で recopy 
OA SSN IN EE ET 
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日 本 結晶 学会 誌 エ , 43, 1959) 


ヨー ロッ パ の 研究 室 訪 問 記 
細 谷 資 明 
56 年 秋 か ら 2 年 近く 英国 の Cardi 笑 に ある 大 学 で 構造 解析 の 仕事 を し , その 間 に 英 国内 


* 最近 の 手紙 に よる と , 大 学 敷 地内 に 建設 中 で あっ た 建物 も 完成 し た と の こと で ある . 
** 東京 大 学 物性 研究 所 


44 ョ ー ロ ッ の 研究 室 訪問 記 


の 結 品 学 関 係 の 大 学 , 研究 所 を 約 10 ヶ所 見 学 し た . また 帰国 の 直前 , 58 年 の 夏 に 欧洲 大 
陸 数 ヶ国 で も 15 ヶ所 程 訪ね る 機会 を 得 た . 元 来 知識 も 興味 も 狭い 上 特に 大 陸 で は 言葉 が 
不 自 由 で あっ た り 夏 休み に か か っ た り で , 見 聞 が 偏っ て いた り 時 に は と ん だ 間違い も ある 
か る も 知れ な い . その 点 は どう ぞ お 許し 頂き た い . 

まず 英国 で は Bragg 父子 以来 の 伝統 で あろ うか , X 線 結 唱 学 が 非常 に 盛ん だ と いう 印 
象 を うけ る . 特に 結 品 解析 を や っ て る 人 が 日 本 に 比べ て 多い よう で ある . 英国 内 で は 何と 
いっ て る Cambridge の Cavendish Laboratory の 存在 は 大 きい . ここ を 訪問 し た の は 
57 年 春 で , Dr Hirsch の group が 電子 顕微 鏡 に よる 転位 の 直接 観察 に 成功 し た 後 約 ユ 
年 経っ て お り 活 深 に 仕事 を 進め て いる よう で あっ た . 別刷 を 送っ て お いた せい も あろ う が , 
運 鷹 暇 か あっ だ と 見 べ で 計り D+ 涯 釣 sch 凍 の 苑 か が ら appointment 二 2 A 
stainless steel に つい て の 結果 を 1 時 間 程 話し て くれ た の に は 感激 し た . その 時 の 印象 で 
は 像 の コン トラ スト を dynamicalitheéory 導 で 計算 する で と 今 ま で 理論 的 言 ざ 4 れ 0 で 
いた 転位 の bsehaviour を 一 x 立証 する こと , 金属 の 力学 的 性 質 と 転位 の 関係 を 調べ る こ 
と な ど を 目標 と し て いる よう で あっ た . Dr Cochran ふも 多く の 重要 な 仕事 で 有名 で ある が , 
訪ね た 時 は 丁度 測定 中 で , counter の 読み を 記録 し て いる 所 で あっ た . 精密 測定 に と よっ て 
有機 化合 物 や 居 移 金属 の 電子 分 布 を 調べ る と いう 方 に 力 を 入れ て いる らし い . 後に この 研 
宛 所 会 思 学 きれ だ 記 田 電 隆 全 紀 学生 の 話 で 0 の 人 き の Cavendish の 六 還 の SR 
で ある . その 他 Megaw, Wooster, Cosslett, さら に Perutz や Kendrew な どの 指導 
者 が いて 全体 を 合わ せれ ば 相当 数 の 研究 者 に な ろう . 当時 scintillation counter も 使っ 
て いた し , 沢山 の 封じ こみ 管 の 他 に 英国 で は 珍し い 回 転 対 陰極 管 も る 二 三 台 動い て いた . 解 
析 を する 人 の 話 で は ラー リー ニ = 合成 は Hollerith ( ヵ カー ド 式 地 M と 同じ ) か EDSAC I( 当 
時 正 は 未完 成 W の ずい で で る の で ペペ る EO SE operatomg eS 
ー プ は puncher が や っ て くれ る , 能率 も 上 る 答 で ある . 一 方 廊下 に は 小 博物 館 が あっ て 初 
代 所 長 Maxwell それ か ら Rayleigh, Thomson, Rutherford, Aston 等 の 使っ た 器械 
と 並ん で Bragg 父子 の 使っ た X-ray spectrometer が 陳列 し て あっ て 無言 の 激励 を 与え 
で いる 店 で ある 計れ 以 隆 は 第 何人 完全 の 書 光 7 や の に 議 る ろ 5 本 上 irschW の の ja 
Dr Gay は 鉄 物 学 教室 の 方 に 移り 長石 か 何 か の 解析 を や っ て いる . そこ で は fine focus 
tubs を 主 に 使っ て いる が , 古い gas tube が 一 本 あっ た . fiament が な く 従 っ て タン 
グ ス テ ン が target に 蒸着 せ ず 純粋 に target だ け の 線 が 出る の で 鉄 物 の 同定 に 使っ て い 
る と の こと . 英国 製 の フレ ルコ っ 型 装置 が あっ た けれ どこ れ は 悪い 所 だ ら け で 何 る も か る も 改造 
し た そう で ある . つい で な が ら 英 国 で は 封じ こみ 管 は 医療 用 し か 作 っ て な い の で 工業 用 は 
輸入 し て いる . その と き 大 学 だ と 免税 制度 が あっ て , その 許可 が 直ぐ 下り た いや な か な か 
下り な が っ た と いう よう な 話 を 物理 学会 の 六 線 解析 グ ア = プ の 総会 で きい た ごと が ある 
次 に Oxford で は Dr Hodgkin の 研究 室 が Science Museum に ある . Museum の 
大 きい 建物 の あちこち に 散ら ば っ て いる 古 色 蒼 然 た る 部 屋 か ら 新 館 へ 移転 し か け て いる 所 
で 世 案 内 で くれ だ た DriPoweall ば は pigsty 和 から ね けけ 出 し 7 で 
あっ た . pi 所 と は 衣 か と 書い て 見 せら れ て 驚い た が , 本 箱 に は 英漢 だ か 漢 英 だ か の 人 辞書 が 
置い て あっ た ・ 雑誌 「X 線 」 を 出 て 見 せ で 漢字 だ け 引 いて 大 意 を 奉 す る と いう よう た 
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話 で あっ た . 方 < 々 で よく 了 欧文 で 書い て くれ る よう に 日 本 の 研究 者 に 伝え て ほし いと 言わ れ 
た が , この 人 は 例外 らし い . そし て ここ 数 年 手がけ て いる らし い clathrate compounds 
に つい て の 人 系統 的 な 実験 結果 を 話し て くれ た . 解析 の 計算 に は 大 学 の Hollerith か ら DE 
UCE (National Physical Lab. の 電子 計算 機 ) に 重点 が 移り つつ ある 時 期 で あっ た . ペ 
= ニシ リン と ビタ ミン Biz の 解析 で 有名 な この 研究 室 は 今度 は た し か イン シュ リン を や ろう 

OS LATEIE 

London の 盛り 場 Piccadilly Circus か ら 程 近い 所 に Bragg が 所 長 と を し て いる Royal 
Institution が ある . ここ で は Cardif 年 出身 の Dr Phillips に 案内 し て 貰 っ た . 水圧 式 の 
吉 め か EO TR ED Phillips の 作っ た 装置 
は すばらし い . 3circle goniometer で 結晶 を 一 度 set すれ ば 後 は ほとん どの 方 向 に 動か 
せる . counter は 1 軸 回 転 で ある が , monitor が 一 定数 数 える 間 1 点 で 止 っ て 測定 し , す 
むと 自動 的 に 小さ い 角 だ けけ 移動 する . switch を きり か える と monitor と の 比 を 自記 さ 
せ う る . 一 方 precession camera と microdensitometer を 使う 測定 も し て お り , それ 
に よっ て ox haemoglobin を 解析 中 で あっ た . 計算 は Cambridge の EDSAC を 使う 
OE 

Bh は 革 college 革 が 派出 ある そ の デ る っ Birkbeck Collegei は 夜間 夫 学 で あ 
だ た だめ» 見 学 ぽ は 便利 で ある Prof.71Bernal が こう いう 大 学 に お られ る の も 偶然 で は な い 
の か る も 知れ な い . Besvers-Lipson strips で 和 を 作る こと を 電話 の selector を 利用 し た 
リレー 式 計 算 機 に や ら せ る よう に し た の が あっ た り , 手製 の photometer が あっ た りす 
る が , 最新 の microdensitometer も ある . Guinier カス ラ が 2 台 , Weissenbsrg が 4 人 台 
程 も あっ て 主 た に リ 未 核 酸 な どの 解析 を や っ て いる らし い . Dr Booth の 作っ た computer 
②pe や は 当時 きい だ 所 で は 結 呈 解析 の 坊 ぽ ば は 祭り 使っ で な いと いう ご と で あっ た その 
他 こ の collezge で Dr Ehrenberg が 電子 レン ズ の 収差 を 調べ て いる . 身体 の 不 自由 な 方 
J 澤 Speat 生 の 人 ミ ん に 当る に き で な Ehrenbsrg=Spear 
tube* は 勿論 沢山 使わ れ て いる . diatom を 透 写 し て , その film を 微 鏡 で 拡大 し て みる 
と 相当 高 倍 率 に な る . 聞き 違い で な けれ ば 限界 は film の grain size で な く 顕 微 鏡 の 方 
(ETEOR 

University College に は 定 永 先生 の 留学 され た Prof. Lonsdale の 研究 室 が ある . 和 熟 
振動 関係 の 仕事 を し て いる の で 低温 液体 窒素 ) カス ラ が ある が , 今 迄 の は 冷 い 気流 を 送 
る 附属 装置 や つけ た 割合 簡単 な も の で , 丁度 低温 専用 の を 建設 中 で あっ た . 主 に 有機 化合 
物 の 熱 振 動 の 異 方 人 性 を 調べ て いる . von Eller の フラ ー リ = 合成 器械 , diamag. susceptibi- 
lity の 測定 装置 な ど だ ある けれ どる も 設備 は そう 多く な いと 感じ た -. 

Imperial College の 物理 で は Dr Blackman を 訪ね た . 比熱 の 計算 で も 知ら れ て いる 
が 電子 回 折 の 実験 と 両刀 使い で あぁ る. 10 の 電子 線 で 磁 区 の 影響 を detect し た きれ いな 
写真 を 見 せら れ た . 昔 の Germer の 実験 で は beam が 太い た め 沢 山 の 磁 区 の 影響 が 入っ 
入る の 作 0 Donjo ど 測 さ で ゃ うだ に と 
いう こと で ある . 同じ college の 化学 工学 の 方 に は Dr Wilman の 研究 室 が ある . ここ は 
Prof. Finch の 引退 し た 後 な の で 電子 回 折 装 置 が 林立 し て いる 感じ , し か し 大 部 分 は 古い 
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も の で ある . 研究 は epitaxis や 単 結晶 の 変形 すべ りな ど . Cal。 で 出 た satellites を 説 
上 明 す る た め に rotational slip を 考え て いる . 回 転 す る と energy に subsidiary minima 
の 起 る こと ど を ミア テリ ング の 球 を 2 層 並 べ て 直観 的 に 説明 し だ り , 孔 を 沢山 あけ た 板 2 枚 を 
重ね て 回 転 し て 行っ て moiré pattern が 見 え 段 々 Misfit area が を える こと を 示す な ど 
甚だ 教育 的 な 人 で あっ た . 

この 他 Prof.Randall, Dr Stokes の いる King/s College も 一 十 訪 ね た が , 核酸 な ど 
の 解析 が 主 な 仕事 らし く 見 うけ られ た . 

Prof. Lipson の 研究 室 は 58 年 春 X 線 解析 の 分 科 会 が Manchester で 開か れ た と き 
県 祝 機 会 が あっ た で ご は 増築 きれ だ 新 必 い 所 か 7 きり の 邊 space 革 近い る 巣 科 の 
group' は 例 の di 和 fraction spesctroscope を 使っ て 仕事 を あし て いる 導 馬 の 中 1 つ は ひど 
く 大 きく , 太い 鏡 筒 が 天井 を 走っ て いて , 観測 者 は pinhole の 入れ か える を 電話 で 頼む 位 
で ある . シレ ンズ の 直径 が 1.5m 位 あ っ た ろう か , これ は partially ordered alloy な どの 
model が 本 質 的 に 沢山 の pinhole を 必要 と する た めで ある . 第 2 の group は Dr Woolfson 
を 中 心 と する phase problem の 研究 者 た ち で ある . 第 3 は 数 台 の Weissenbsrg な ど を 
使う 普通 の 解析 group で ある . 学会 の 時 に は 解析 され た 結 品 の 針金 横型 な ど を 展示 する 
習慣 が ある が , その 中 で 印象 に 残っ て いる の は 2 か 交通 り 位 の probable な sign の 
組 を 守 : で 7 それ ら に つい て 倒 次 元 フ ー リ 全 を 計 人 算 四 で て その 中 が か ら reasonablei な の を 選 
佐和 き され に 用 ぶな だ の は Manchesten 給 大 eS Mech 
2 う 電子 計算 機 で ある . 

Manchester" の 東北 に Leeds が ある . ここ の 大 学 の 化学 に Prof. Cox の 研究 室 が あ 
り , 富 察 さん が 留学 中 で あぁ っ た の で 案内 し て 頂い た . 久しぶり に 日 本 語 が 話せ る の が 嬉し 
る る 見学 フラ 20 放 9 全 年 末 ( き RR 学 か 情 大 し EResasuS 
れ て 幸い で あっ た . 講習 会 に と 出れ ば 誰 で も 使え る わけ で ある が , まだ 日 が 浅い た め 割 合 空 
いて いる らし さく 大 学 の 会 計 な どの 事務 計算 に も 使っ て いる と いう こと で あっ た . この 計算 
機 は 英国 で は 評判 が よく て 方 < 々 に ある か ら , 類似 の program を 何人 か が 別 * に 作る こと 
ある 計 き この DriCruickshank の は うな 火 は 計算 潜 そ の や の に 興味 を や で いる か ら 
他 の 人 の program で は 満足 し な いら し く . 自分 で 色 ネ えい いも の を 作ろ うと 上 居 切 っ て いる 
OR 

Cardiff の こと は 他 に 書い た 2 し , 長 く な る の で 省略 させ て 頂く . 英国 に は 大 き な centre 
と し て は 上 記 の 他 Glasgow に Prof. Robsrtson の 研究 室 が ある が , と うと うぅ 訪問 の 機 
RO a 

さて これ で 英国 を 終っ て 大 陸 へ 渡 ろ う . ペリ 祭 が 終る と 学生 が いな く な り ) ペリ は 観光 
客 で 一 杯 に な る と いわ れる . Prof. Guinier の 研究 室 を 訪ね た の は その 頃 で あっ た . 広 
い 部 屋 に 色々 な 装置 が 並ん で いる . 一 見 し て 色々 の 人 が 色々 な テー マ で 研究 する た め に 作 
だ だり 改 造 だ なり 0 還 だ どい 2 選 じ 靖 a 生 学 きた 半井 さ の 全 2 
いな い . フラ ンス 媒 の Nal(T1) と photo-cell を 組合 わせ た head に ドイ ツ 製 mono- 
chromator が つい て いる , heater に 白金 mesh を 使い silicate の 沢山 の 相 を 分 離す る 
の に 使っ た 高 坊 カメ スラ も ある . 粉末 試料 の 容器 を 水平 に 固定 し て film と X-ray tube を 
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動か す よ うに し た 装置 も ある と いっ た 具合 で ある . 新しい 研究 の 一 つと し て radiation 
damage を うけ た し Li が 異常 に 強い 小角 散乱 を 示す こと を きい た . 金 属 は 室温 で anneal & 
れる の で 低温 実験 の 必要 が ある , だ か ら 金 属 は や ら な いと の ご と で あっ た . そ の 他 diamond 
の 不 完全 性 の に と な ども きい な た 計 計 算 機 の こと に 話題 を 向け た 所 , 面白 ひこ と を 話さ れ た . 
powder pattern だ け か ら 伊 藤 先 生 の 方 法 で 結晶 構造 を きめ る こと を 計算 機 に や ら せ て み 
た が misleading だ っ た と の こと 構造 の 分 っ て いる も の を 学生 に や ら せ た ら 全 く 違 う 構 
NO A 

ベ ペペ だ る と 誕 都 22 を クア と 美 必 の 中世 の 町 プア ルー= ジ き と の 間 さ テン が あり ぞ 
この 大 学 に Prof. Dekeyser の 研究 室 が ある . 結晶 成長 や 転位 観察 な どの きれ いな 実験 
で 知ら れる Dr Amelinckx と は 文通 し て いた の で 初対面 な が ら 懐 し く , decoration の 
の た と (2 きき 公 々 衣 区 合う た Whisker 人 a の 作り 訪 2 が 7 談 素 の 将 の 違う ラテ アル コール の 
混 唱 の unit cell の 大 き さ に つい て の 仕事 な どの 話 を きく . 実験 装置 は zone melting も 
あれ ば paramagnetic resonance も あっ て な か な か 手 広 い . commercial な 装置 が 多い . 
買え る も の を 作る の は 馬鹿 らし いと いう 意見 で ある か ら 研 完 費 は か な り 多 いと 見 える . 以 
Aa elineck eS っ thesis き 5 が パラ ジグ 語 だ 思い だ の が の 大 学 で は 
ラン ドア 語 作 学 位 論 眉 @ 用 いる ペリ と いう 規則 が ある の だ そう で ある ご の 三 っ つの 言葉 
は 綴 りや 文法 上 の 細か い 点 を 除け ば 同じ らし じ し じい. も っ と も この 大 学 で も 幸 は フラ ンス 語 で 
0 則 が 変ら ルル 大 学 に 作る (に な っ た こと いう S 計る ある 

デラ ッ セ ル で は 万 国 博 が 開か れ て いた . 研究 室 で は な いけ れ ど も, その 中 の 加 際 科学 館 
(CE RE 分 富 品 縛 忠 伝 @ い 人 ミ 2 こ a 焦 点 る 旨 各国 が 克 
完成 果 を 展示 し て いる . 結晶 の 部 で は 例え ば 英国 か ら は ビタ ミン Bi な どの モデ ル を と い 
う 風 (さじ し で 沢山 並ん で ひい る > 連 の 電子 回 折 装 置 も 珍し く , また ペル チ = 効 果 を 利用 た 
ッ 連 製 電気 冷蔵 庫 も あっ た . 結晶 の 色々 の 啓 蒙 的 な 展示 は ガン の 大 学 で 受 持 っ て いる . 例 
えば 棒 磁 石 を 上 下 二 段 に 並べ た モデ ル を 互 に ずら せ て は 転位 の 走る 説明 を し た り , 単 結 品 
を H ざ だ 童 が 調 刀 理 な ど に よう で びと どく 違う こと を きか せる る の 等 < 請 座り 沢山 で あっ た. 
傍ら の ボッ クス の ボボ タン を 押す と Gottingen 大 学 出 品 の 映画 が 始ま る . 普通 の F-centre 
の 話 だ が 他 に 見 て る 伏 も な レ し ボタ ン を 押し た 以上 立 去 る の は 悪い か な な ど と 思っ で いる 中 
に 第 3 の 電極 を 入れ て 電流 を control する 話 が 出 て 来 て 結局 transistor の 元祖 は こち ら 
の る 村人 きも の で あっ 7 

プラ ッ セ ル の 南部 に ERA(Europsan Research Associates) と いう 物性 研究 所 が ある . 
SARS SA る Ee の 者 が れれ 78 る の うき 裏 2 2 他 学 の が いい 
draft を 備え た 試料 準備 室 が 方 < 々 に 沢山 ある . 金属 部 門 の head が 冶金 の 人 な の で 人 硬度 計 
と 研磨 機 が ひど く 多 い . 研究 員 は 40 人 位 で そう 大 きく な い . 元 ダ ン に いた Dr Votava 
が 例 の Hirsch た ちの 実験 を Co 薄膜 で や っ て いた . 

オラ ンダ で は Amsterdam 大 学 の Prof. MacGillavry の 研究 宏 を 訪ね た . 教授 始め 他 
の も 休暇 で 殆 ん ど 不 在 , 最近 アス リカ か ら 来 た Dr Brown と いう 人 が 待っ て いて 案内 
EO Weissenberge 守 真 は photometer 章 で 測 只 る 
計算 は 世 M 650 を 借り る と の こと . 同型 の 計算 機 を 数 学 教室 で 手作り し た らし い が , そ 
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の 方 は まだ programming を し て な いと いう こと で あっ た . テス リカ ヵ 火 の 気 安 ざき な の なか 其 
非 に と 久 食 に 招い て ぐれ た の で Dr Brown の テア ペー ト で 奥さん の 手料理 を 御馳走 に な り , 
留学 の 体験 な ど を 語り 陰 う ・ 

Utrecht で は 駅 の 直ぐ 近く に Prof. Bijvoet の 研究 室 が ある . 教授 < Cardif 人 fF へ 来 ら 
れ た こと も ある が 丁度 不在 , Dr Pesrdeman に 案内 し て 頂く . 殆 ん ど Cu target 許 り 
な の で きい て みる と , 吸収 端 に そう 近く な く て る も Friedel 則 か ら の 外れ が 出る の で 大 抵 は 
Cu で 足り る と いう こと で あっ た . 地元 だ け げに Nonius' の Weissenbsrg が 少く と も 4 合 
は あり その 中 1 台 は 特に 精密 に 作ら せ た の で 便 段 が 倍 位 に なっ た と か . また Rimsky の 
retigraph (Nonius 製 ) も ある . し か し アヌス リカ ヵ カ 製 の 分 光 計 に scintillation counter の 
unit だ け Philips 製 の と と りつ けた の も ある . 時 計 旋 艇 で 結晶 を 随分 細く 削っ て いる . 
秘 開 し 易い も の は 適当 な 液体 で ぬら し , ミイ ト に は stesl と か diamond な ど を 使っ て い 
る . XX 線 だ け で な く nuclear mag.resonance の 装置 を 新しく 組立 て 中 で あっ た . Cardif 儲 
の 近く の 英 蘭 合資 の 会 社 で 作っ た Zebra と いう 計算 機 が 調整 中 で あっ た が , その 納入 が 
お くれ て いる 間 に 数 学者 と 結晶 学者 と が 協力 し て program を 作っ た の で 丁度 よかっ た と 
いう . 研究 室 は 数 年 前 に 普通 の 家 二 軒 を ぶち ぬい て 作っ た も の で 間取り な ど 雑 然 ど し て い 
る ば けれど 非常 に 充実 委 た 感じ が する 名札 だ Drs と あぁ ある の は Dr に に 入る 資格 の 
の る の 語ら に 会 社 き 入る 0 

ドイ ツ に 入っ て へ ハン デル グ か ら 先 ず ミ ルリ ン へ 飛ぶ . Max Planck Gesellschaft の 
Fritz Habsr Inst. に 留学 中 の 神戸 さん に お 世話 に な っ た . ここ は 高良 きん も 留学 され た 
所 で ある . Prof.Hosemann は paracrystal の model か ら の 回 折 を 光学 的 に 変換 し て 調べ 
だ 結果 や ゃ terminationWetec 縛 9 まき 如 理性 で 精 鶴 な 電 衝 分布 る 虎牙 きき 信吾 誠に る 
説明 され る 不 確 定性 原理 に まで 説き 及ぶ と 大 変 だ と いう こと で 次 移る Prof Borr= 
mann の 所 で は Borrmann 効果 を 利用 し て Si と LIF で と っ た 転位 の X 線 写真 を 見 せ 
られ 感銘 を 受け た . 

ペン ジル グ の ErofWRaether き の 研究 室 は 鈴木 ( 志 ) さん 2 の 留学 きれ だ 所 きき ご さ は 放電 と 
電子 回 折 と に 大 別 さ れ 研 究 者 約 35 人 に 対し 工場 に 人 が 8 人 いる . 電子 回 折 な いし 顕微 鏡 
が 数 台 皆 大 学 で 作 っ た も の . Faraday cage で 電子 の 強度 を 測っ て で てい る, これ だ と 非 弾性 
英 乱 を 除き 得る の で 具合 が いい と の こと . 

南 へ 下る と 東独 と の 国境 に 近く GSttingen が ある . そこ の 物理 は FF-centre で 有名 な 
Prof. Pohl の 後 を Prof. 有 Hilsch が 継い で いる . 極 低 温 で の 物性 一 式 を 測れ る の で 有名 な 
所 . クリ オス タッ ト が 各 室 各 装 置 に つい て いる . He の 外 を 融 。 更に その 外 を O。 で 囲む . 
150 気圧 の He ボン ベベ を pump で 引き 膨 服 と 燕 発 と により 液化 する . 2 時 間 位 で 容器 に 一 
杯 に な る そう で ある . 液体 リツ ム の 温度 で 燕 着 し た Bi, Ga な どの 薄膜 の 温度 を 室温 
まで 正 げ な が ら 電 和子 回 折 を と る と へ ョ = か ら 欠 い リン グ に な る Sn で は 始 ら が か がら リグ 
が 出る と いう よう な 結果 と きい た . X 線 の 方 は 液体 酸素 まで の 粉末 写真 を と る カメ ヌメ ラ が 
2 

更に 南西 に 行く と. Marburg が ある . 小 じ ん まり と し た 古い 町 で 結 品 学 教室 は 理論 の 
Prof. Hermann と 実験 の Prof.Renninger 始め 研究 者 は 数 人 らし い . Otto 君 と いう 学 
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生 が 一 人 いる だ け で あっ た . 手作り の 縦 型 Weissenberg が あっ た が , ヵ ム で 和 film を 上 
げ て 行っ で は 落す や り 方 で 実習 用 に は 結構 役に立つ らし いな. Prof. Renninger の 設計 し た 
赤外線 を 使っ て setting を 楽に し た microphotometer が ある , ミル リン な ど で 見 た の は 
これ を 商品 化し た も の で ある . small angle camera も ある , Miiller 製 の フレ ルコ 型 装 
置 も あり 人 数 の 割 に 設備 が いい よう だ . Otto 君 は 英語 を 殆 ん ど 解 し な い の で 細か いこ と 
は 分 ら な い , 何で も 尿素 と 長針 化合 物 と の clathrate compound の 解析 を や っ て いる 上 
DEES 

ここ か ら 南 東 に 行く と Wiirzburg が ある , 相当 戦災 を 受け て 再建 され た 町 で ある が , 
苑 外 の Max Planck Inst.fur Silikatforschung の 建物 は 吉 い らし い . ここ で Rontgen 
が X 線 を 発見 し た と 書い た 記念 の 板 が ある と 後 で きい て , 見 落し た の を 残念 に 思っ た 。 こ 
この 約 半 分 は ガラ ス に 関す る 工業 的 な 研究 で 有名 で , 残り 半分 が Prof.Jagodzinski の 研 
完 室 で ある . 教授 が Cardiff に 講 議 に 来 ら れ た と き SiC の polytypism に つき 色 ゃ 質問 
し た こと が あっ た が , 夏休み で 不在 , Dr Wondratschek に 案内 し て 攻 う . 上 記 二 つの 各 
group は 4 人 位 の 研究 者 と 5 人 の 専属 技術 者 か ら な っ て いて 非常 に 恵まれ て いる . その た 
め 分 解 能 の 特に いい 集中 法 カ メラ な ど が 非常 に 充実 し で いる . これ ら の カヌ ラ は 弓 数 mm 
Hg の 真空 に 出来 , 空気 の 散乱 を 除き , きれ いな 写真 を と れる よう に し て ある . ここ の 水 
は 『 > ツ で も 三 和音 ひ どい 硬水 な の で ] tube の 冷却 水 は ポ ンプ で 回 わし で いる プー リー 
成 を する 機械 的 な アナ チョ グ 計 算 機 が ある . 三次 元 投影 に 1 へ 2 日 か か る の で 論外 で ある け 
れ ど も た ま に 使 う 所 で は 使い も の に な る らし い . 電子 計算 機 は Darmstadt に ある IBEM 
650 用 誠 ら だ だ で 借り 9 られ る が 7 その EE は ペリ の 世 M 704 と な り 凄 く 高 と の こと 7 0 
南 独 Stuttgart の 近く に ある Tuibingen は 静か な 城下 町 そし て 吉 い 大 学 町 と し て 知ら 
れ , Prof. M68llenstedt の 研究 室 が ある . イオ ン や 電子 の 衝撃 に よる 表面 の 研究 に つい て 
きい た . また べ 線 を 膜 に 当て そこ か ら 出 た 二 次 電 子 を 結 像 させ る 一 種 の X 線 顕 微 鏡 が あ 
っ た . 案内 の Dr Dietrich は 色 え x の 気体 に よる 電子 エネル ぎー 損失 を 精密 に 測っ て いる . 
BaO coated filament を 使っ て 陰極 温度 を 下げ て 電子 の ェ ネ ルギー 分 布 を 鋭く し , また 
電流 密 鹿 を さく 還 で ゃ る と 7 35kV に 対し で 0leV 位 ま で 測れ る と いう こと で あ っ 7 
同様 の 方 法 で 文 線 の 吸収 端 を 調べ る 実験 を や り 始 め て いて , 訪ね た 時 に 丁度 意味 の ある 守 
真 が 始め で と れ た と 嬉 選 そう で あっ た 12 炎 位 の 研究 者 に 対し て 10 人 の 技術 者 が ふか て, 
ドン ツ の 大 学 の 中 で む ま れ て いる と いう だ け に 装置 の 質 , 量 共 に 優れ て で てい る. 英国 に い 
た と き Appleton の “Science and the Nation ” と 題する 連続 放送 の 中 で 英国 の 大 学 
に お ける 技術 者 の 数 を 増す こと を 要求 し て いた . 確か と ドイ ツ の 方 が この 点 を 重視 する 伝 
統 が ある らし い . ぷ 

Stuttgart の Max Planck Inst. fur Metallforschung に は 長 周 期 規 則 格 子 の Dr 
Schubert が いる . 夏休み で 研 完 者 は 全部 不在 , 技術 員 に いわ れ て 西欧 に は 珍し く 分 り に 
くい 私 宅 と た め ら いな が ら 訪 ね た . 時 間もなく 夜 で あっ た が , 色々 共通 の 問題 に つき 話し 
合 そ た . 三 元 合金 で ABAC 的 な 長 周 期 が みつ か っ た , これ は 普通 の 長 周期 合金 と SiC な 
ざ の 計 olytypism 共 どの 中 間 の ググ だ と さぶ だ 精 客 = リー で 計 ①Ortskorrelation7 を 出す 
だ ご は 測定 を 少く と も 1 2 の 誤差 に お さそ る べき だ と の こと 美味 し い の で ドイ ツ で よ ぐ 飲 


50 我国 に お ける 結 品 学 の 衰退 
ん だ Apfelsaft の 自家 製 を 出さ れ た の で その 製法 も 伝授 し て 貰っ た . 

その 後 ま た ペリ に 戻っ た 時 は 胡 が すん で ペリ も すっ か り 落 着い た 感じ に な っ て いた 今 
慶 は 美浜 さん の 居 ら れる Prof. Trillat の 所 を 見 学 し た : 電子 回 折 装 置 は スイ ネス の と 四 本 
の 許 り の よう で ある . xerography で 電子 顕微 鏡像 を 写し て いた 他 特 に 気 の つ く こ と も な 
が っ 7 

こう し て 色々 の 所 を みる と 設備 も よい し 工場 も し っ か り し て いて 羨 し いと いう 所 も 多い 
が 孔 それ程 で も な い 所 も ある そう し た 所 で る 事務 的 な ご と が 人身 単 で ある と いう さよ うな 佐 
完 条 件 か ら 始 まっ て 色々 の 生活 条件 が よ ょ いため, そし て また 有形 無形 の 伝統 か ら 来 る 自信 
Ce が まっ 人 0 の が 
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A 


本 会 は その 灯 か し い 10 周年 を 迎え , 会 長 の 記念 講演 で は 我国 に お ける 結 品 学 の 発展 が 
区 歌 補 られ で いる しかしながら, 杖 が ささ ざこ お 目 さ か けん と ある る の に は 人 実 全 下 E 装 
ける 結 品 学 の (全部 で は な いこ と は 明か で ある が , 少く と も その 重要 な 一 部 の ) 庫 退 の 動 
か すべ か ら ざ る 証拠 な の で ある . 

こと は 約 2 年 程 前 の ある 委員 会 で の 決議 事項 に 始ま る . その 会 議 で , ある 大 先生 が , 結 
上 品 構 造 の 研究 者 が 大 型 高 速 計 算 機 を 使用 し 得る よう 特別 の 考慮 を 要求 する た め , さる 方 面 
に テッ ピー ル を 出 そ う と 御 提 案 に な っ うっ た: 実は その 委員 会 で は 過去 に お いで る 同様 の テ 
ッ ツー を 上 話 な ら 出 な だ ご さこ ど が あら だ た が 湊 ど され やほ の 実効 か 倫 S き Vs の か が (は 
か らら な と に か が かぐ 今度 は 上 雇 休 的 な 2 る 休 SETSE 
だ る 私 は 革 0= な る も の の 別人 条 で 2 の / 作 域 か 当 人 魚の 住 邊 I で N00 
SE ET UELEDS 

か くし て , Acta Crystallographica を その 第 一 巻 よ ひひ っ くり か える し , 結晶 構造 決定 
の 論文 の すべ て に つき , その 何 ペ パー セン ト が 所 調 大 型 高速 計算 機 な る も の の 御 世 話 に な っ 
て いる か を 調べ る 仕 儀 と 相成り , その 結果 , 1956 年 まで の 統計 を 出し て 曲り な り に る テ 
こん は は すま せ も た だ た だ わ の で る が ここ 特 @ そ る の m=E 精神 0E 胡 医 る 評 由 年 Sk 
び 目 和 の 駿 コ 2 を 追加 甘 諸 氏 の 御 参 考 き 供する に で と に する 


* 東京 大 学 理学 部 紋 物 学 教室 
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べべ で ば 図 大 件 際 0 な 0 以 記 の 説 
読ん で 戴け ば 明か で あろ う . す な 


わ ち , 図 の 実線 は , 個々 * の 結 品 の 構造 


に 関す る 全 論 文 数 (た だ し 短 報 は 
ず ) に 対し て , その 中 で 研究 に 際 


し て 大 型 高速 計算 機 を 使用 し た 例 の ペ 


ンド で ある また 破線 は 7 同じ く 


結晶 構造 決定 に 関す る 全 論 文 数 に 対し 


その 中 で 我国 より 投稿 され た 論 


数 の ペー セン ト を 示す . きき で 人 彼 線 が 


0 りり 加 っ る の は の 


年 に 我国 が I.U. Cr に 加盟 し た か ら 


る . さて , 実線 に 見 られ る 一 年 毎 
妙 な どー ク に 関す る 考証 は 興味 を 
ON SE IESIE TN TS 
お ける 結晶 解析 が 如何 な る 遅れ を 
て き て いる か は 人 御覧 の 如く で ある 
線 も 何と な く 実 線 と 同じ く 一 年 毎 


の ニク を 示 で うさ 交 カレ し で いる が の うに 見 る の くく 記 れ で ある この 斉 打 か らい 


ば 』 本 会 が 創立 せら れ で より ここ に 10 年) この 間 は 我 
の 庫 退 期 で あっ た と 称す る も 過言 で は な さそ う で ある . 
求 す る 科学 の 他 の 部 門 と に つい て も いえ る こと と 考え られ 


国 の 結 品 学 の , 少く と も その 一 部 


司 世 光 は “3 と 大 型 計算 機 を 要 
る 


この 困難 を 打開 する 途 は 只 一 つ で ある と 信ずる . それ は 徒 ら に 高価 な 外国 の 計算 機 を 輪 
入 し て 持て 余す こと で は な く , 我国 の この 方 面 の 有 能 な 研究 者 の 方 々 が 独創 的 に 作り 上 げ 


られ た も の を 一 層 発 展 せ し め , また それ を 普及 せしめ る 
AR SED SN 


方 間 を 推進 する た め の 費 用 を 情 
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お も な 仁 枯 


マイ クロ ホー カス 文 勿 竹 の 場 合 A 


ホー カス (最小 ) 10 メ 20p 
2〉 許容 電流 0.5mA 40 mA 
3) 文 線 放射 窓 の 教 言 4 価 
4) 陽極 の 種類 (税源 


5) 電 容 


A - 


50kV DC 400144 


6) 電圧 調整 範 蜂 0~50kV DC 9 - 
+ に 4 ーー 
EA i 


7) 電流 安定 度 


新型 ゴ ニ ー オ メー ター に つい て ( 到 学 霊 矢 株 芝 会 谷 ) 


自記 文 線 回 折 穫 入 用 の 新 し い 型 C 可 型 う の ゴ ニ オ メー ター の 衣 行 | 


1 従来 の 互 型 で は , 本 体 ケ ー ス の 外 
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こと に よる 安定 性 , 内 蔵 する 

ウォー ム ・ ホ ィ ー 径 を 大 き 

くす る こと に よる 回 転 精度 , 

主軸 部 径 を 大 きく する こと に 

ょ る 機械 的 強度 な どの それ ぞ 

れ の 向上 を ね ら っ た も の で あ 

る 
従来 の 互 型 で は , 主軸 部 に 

テー ペー 軸 を 使用 し て で てい た が , 

天 届き は Ss 高 本 大 2 人 る 2 

ー コ ンタ クト 型 の ラジ アル ・ 

VC RS ES 

に よっ て ; 主軸 部 お よび カウ 

ンタ ー ア ー ム に か けら れる 荷 

重 は 増大 され, 精度 的 に みた 
ライ フ る も 半永久 的 な も の と な っ た . ボー ル ベ ア リン グ を 使用 し て の 回 転 精度 は , 実験 結果 に ょ る と 
試料 軸 を 360° 回 転 さ を たと き の 偏 心 量 は , 34 ミクロン, な お 40 秒 の 微小 角度 回 転 を と させ た と 
き の ア ング ル テ ッ カー (中 央 計量 検定 所 ) に よる 角度 読取 値 は , 理論 値 に 対し て バラ ツキ 0.6 秒 以 
内 で あり , 従来 の テー パー 軸 型 式 の も の と 比較 し て 同 億 で ある こと が 実証 され て いる . 

8 従来 の 世 型 で は , 試料 軸 の 単独 回 転 は で き な か っ た が , 臣 型 で は , 近年 急激 に 震 要 の 多く な っ た 
シン グル クリ スタ ル の 解析 の た め に , 試料 軸 , カッ ンター アー ム と る も 電動 , 手動 いずれ で る 回転 可 
能 と し た . し か も それ ぞ れ に 0.01? まで の 角度 読取 り 可 能 の 副 目 應 板 シ つけ, 任意 の 位置 で 固定 で 
きる よう に し た . 試料 軸 , カウ ッ ウンター アー ム と も に 単独 回 転 可 能 の こと は , 倍角 回 転機 構 が ウオ 
ー ム ウツ オー ム ホ イー ル 2 組 を 使用 し た 独特 の 構造 で ある こと か ら 可 能 な も の で ある . 

4 想 型 で は , 特に セッ ティ ング が 容易 に 行え る よう に , 管 球 焦 点 中 心 、 ゴ ニオ メー ター 試料 軸 中 心 
に それ ぞ れ 回 転機 構 を つけ , グラ タン シッ グ ・ ア ング ケル は 3 前 が か がら 16- 半 まで 7 お きだ 読取 9 設 給 
Sk 

5 人 管 天 は 詳 2 ィ リッ ジス ズ 弄 チュ デズ を 使用 加 々 き ミ ど ば 従 米 どおり の で あお る が 語る の の 
ド は , ゴ ニ オ メー ター と 同一 の ベー ス に 載り , 特に 使用 時 の 温度 変化 に 伴う 測定 誤差 が な いよ うに , 
材質 を 吟味 し , か つ フ ォ ー カ ス の ライ ン と ポイ ント の 形状 変換 が , 管 球 を 取り は ず す こと な く 容 易 
(ENO NR 

な お 走査 角度 範囲 は , ショ ー ト ・ ア ノー ド に する こと に より , 世 型 の 155? を , | 下 型 で は 165° 
まで 換 作 本 能 選 2 だ 

6 カメ ラ 半 径 の 185mm お ょ よび 附属 装置 設置 の た め の 関 連 寸 法 は 従来 どおり で ある . 従っ て 也 弄 
用 の 際 属 装置 は その まま 机 型 に も 取り つけ 可能 で あり , 特に 臣 型 で は , 試料 高温 装置 の 自動 振動 
機構 を 内 蔵 し , ステ ッ プ 送り 機構 , 温度 に よる d-Value 測定 に 必要 な 機構 も る その まま 取り つけ 
られ る よう に し た . な お , 人 般 光 分 析 用 附属 装置 は , ゴ ニオ メー ター お よび XX 線 回 折 用 チュ ー ブ ・ シ 
ルー ド を 再 設 和 渡す る こと な く 評 その まま 取り つけ 可能 と し た 

7 走査 速度 の 切り か える が, 世 型 で は , 歯車 交換 式 だ っ た も の を , 下 型 で は , ダイ ヤル 式 と し た . 走 
査 速度 は , 毎 分 4* か ら リ a3z? まで の 8 段階 変換 可能 な こと は 従来 どおり . 

8 衣 カ ウン クタ スー アー ム の レシ ーー ビン ジンク スリ ント お よび カ ウッ ン 次 三 取 りり め る ゆび 面 ば は 請 字 型 壮 高 精 度 往 


) 
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上 げ と し , 例え ば , 微 光 分 析 の 際 の カッ ウ ッ ンター 交換, モノクロ メー ター の 取り つけ な ど に お ける 交 
換 作 の 向上 を は か っ た . 

9 散乱 文 線 の 防 谷 に は , 孔 型 に さら に 改良 を 加え た . 

10 本 型 ニオ メー ター る や も, 机 型 と 同様 , 諸 附 属 装 置 の 構造 上 横型 に し て 使用 する の が 普通 で ある が , 
孔 型 で は , 専用 え タ ンド ・ ベ ー ス の 使用 に より , 縦 型 と し て る も 使用 で きる よう に し た . し か る 基 度 
面 か ら 試 料 の 文 線 照 射 位置 まで の 高 さ は , 横型 , 縦 型 の いずれ の 場合 で も 一 定 で ある . 
以上 の よう な 諸 特 長 は , 外国 製品 を 信 め た 他社 製品 と 比較 し , 全く すぐ れ た も の で ある と の 確信 を 

も つ 次 第 で ある . 
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Patterson が Fhkl の 代り に | Fhkl1 ド を 係数 と する フー リエ 級数 に 関す る 論文 を 発表 し た の が 1934 
年 で ある か ら 今 か ら 25 年 前 の こと に な る . その 後 つ づい て 数 年 の 中 に この パパ タッ ン 画 数 の 理論 は , 
Patterson 自身 及び Harker, Wrinch 女史 ら に よっ て 発展 され 結晶 解析 に お ける 有効 さ が 立 証 さ れ た -・. 
この 時 すでに パタ ッ ン 空間 に お いて 位相 角 決 定 の 問題 に 対す る 解決 の 徴 が 見 られ て いた わけ で ある が 
実際 に 此 の 点 に 注意 が 喚起 され パタ ッ ン 画数 の 一 般 的 な 解法 が 論じ られ る よう に な っ た の は 1950 年 
以後 の こと で ある . これ に は 夫々 の 観点 か ら 多 く の 人 々 が 関係 し て いる が , その 中 最も 重要 な 貢献 は 
本 書 の 著者 Buerger 教授 に 負う 所 の も の で ある . 著者 は Wrinch 女史 の 考え を 発展 させ て vecztor 
set の 一 般 理 論 を 導き , 一 つの vector set を 解い て 元 の 一 組 の 独立 な 点 の 集 り を 出す こと が 可能 で 
ある こと を 示し た , 所 で パタ メッ ン 画 数 は 電子 密度 の vector set で ある か ら こ く ゝ に vector set の 理 
論 人 を 用 いて パタ メッ ン 机 数 より 電子 密度 を 得る こと が 出来 る あけ で ある . この 様 な パタ ッ ン 画 数 と そ 
の 一 般 的 解法 へ の 理論 の 発展 の 過程 が 本 書 の 15 の 章 328 頁 に わた っ て 系 統 的 に の べら れ て いる . 

先ず 第 1 章 か ら 7 章 まで の 前 半 は vector set の 理論 が 完成 され る 以前 の vector space に お ける 
理論 と その 結 品 解析 へ の 応用 が 記述 され て いる . 即ち パタ ッ ン 画数 の 基本 的 な 説明 に 始ま り 実 際 の 解 
析 例 が 示さ れる . 初期 に お ける パタ ッ ン 画数 の 応用 と いえ を ば これ は 重 原 子 法 に 外 な ら ず , それ が 2, 
3 の 例 に つい て 説明 され , 次 の 章 で は 再び パタ ッ メッ ン 赤 数 の 理論 が 展開 し homometric strucure の 問 
題 , ペタ マン 画 数 の 合成 法 或 は 特殊 問題 と し て difference Patterson, generalized projection に つ 
いて 述べ られ る が ここ に は Ps 画 炒 の 問題 も つけ 加え られ て いる . 以上 の 章 で は 結晶 の 対称 に 対し て 
特別 な 考慮 が は ら わ れ な い が 以 下 の 6, 7 章 で は 結 品 の 対称 が 取り 入れ られ る と それ が パタ ッ ン 数 
の 解 へ 如何 に 有効 で ある か ゞ 示さ れる . 6 章 に 総括 され て いる 平面 竹 と Patterson Peak と の 関係 を 
示し た 図 及び 表 は 後半 の 理論 を 実際 に 適用 する 場合 極め て 重要 に な る . 7 章 は 軸 対 称 が 取り 入れ られ 
た 場合 , つま り Harker section と それ に 基く Implication の 理論 が の べら れ , この 方 法 を 用 いて 
解析 の 成功 し た tourmaline, nepheline な ど が 実例 に よっ て 示さ れる . 

本 書 の 後半 は Wrinch 女史 の “image” に 対す る 定義 に 始 り ペタ ッ ン 数 の 一 般 的 な 解法 の 基 
礎 と な る 結 品 空間 と パタ ッ ン 人 図形 と の 間 の 基本 的 な 解説 が 行わ れ , 次 章 で ベク トル 裕 間 と 結 品 空間 と 
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の 対称 が 相対 応 す る こと が 示さ れ 一 つの 表 の 中 に 要約 され て いる . 10 章 に 至っ て ペタ ッ ン 画数 が 電子 
密度 の vector set で ある こと が 明確 に 指摘 され , ここ に Image-seeking 赤 数 の 理論 が 登場 し , そ 
の 中 最も 有力 な “ minimum function ” に つい て の 詳細 な 記述 が 行わ れる . これ は 次 の 章 で Claster 
及び Gay, Garido, Besvens 及び RobertsonCJ:HH.) 或 い は McLachlan 等 に より 殆ど 同時 に 考察 さ 
れ た 他 の パタ メッ ン 了 数 の 解法 と 比較 され て “ minimum functon ” が 最も すぐ れ て お り ,「 よ り 良 き 
image-seeking の 責 数 が 発見 され る まで は ペタ メッ ン 画 数 の 解 に は すべ て “minimum function ” が 
試み られ る べき で ある 」 と 結論 され る . 以上 の 理論 を 実際 に 結晶 解析 に 適用 する 方 法 は 以下 の 2 章 に 
詳し く 述 べら れ て いる が , その 例 と し て は 対称 及び 構造 の 複雑 さ の 異 っ た 種々 の 結晶 が 選ば れ , 夫々 
の 場合 に つい て 朋 切 に 示さ れ て いる . 

以上 が 本 書 の 内 容 の 概観 で ある が , 最後 の 章 に 「image-seeking の 方 法 で 構造 解析 を 行う の は 系 
の 複雑 な 結び 目 を 解く よう な も の で ある 」 と 著者 は 回 想 す る 「 糸 の 一 端 が 見 つか れ ば 結び 目 は 解け る 
が , も し 見 つか ら な けれ ば これ を 解く こと は 不可 能 で ある 」. 非対称 単位 の 中 に 含ま れる 原子 の 数 が 少 
い 程 又 二 次 元 よ り は 三次 元 パ タッ ン 画 数 程 こ の 糸 の 一 端 一 一 最初 の image 一 一 を 見 出す 可能 性 は 増 
加 す る が , 然し , た と え image が 見 出さ れ て も それ が 特殊 位置 に ある 場合 は これ に 基く 解 に は 人 箇 
の 対称 が 現われ て 一 義 的 な 解 と は な ら ず , 構造 の 複雑 な 場合 特に 未知 の 構造 を 持っ た 有機 分 子 の 結晶 
解 全 は 先ず 不可 能 で ある 第 10 章 の 中 に 側 単 に ふれ られ て いる Patterson peak の multiplicity の 
理論 は 具体 的 に は この 様 な 困難 に つなが る も の で ある . 

位相 角 の 直接 的 決定 の 試み は この ベク ト へ 空間 に お ける 方 法 の 他 に 逆 格子 空間 に お ける 解析 的 な 方 
法 が ある が これ に くら べ さる と 「minimum function の 方 法 を 真 に 理解 し て いる 人 は 少 い 」 と 管 つ て 
著者 が 筆者 に も ら さ れ た こと が ある . し か し 今回 発行 され た 本 書 の 中 に 展開 され る vector space の 
理論 は 読者 に 対し て 十分 な 理解 と この 上 な い 区 力 と 与え る に 違い な い . 

最後 に 蛇足 な が ら 本 書 の 扉 に の せら れ て いる 7 人 の 女性 の 名 は 著者 の 夫人 及び 6 人 の 愛 の 名 前 で 
ある こと を 附 記 し た い . minimum function の 図 が 始め て 生ま れ た の は M.I.T. に お ける 教授 の オ 
フイ ス で は な く Buerger 家 で あっ て , 長女 Marla 許 の 手 に よっ て 作図 され た と 聞く , この こと を 
併せ 考え る 時 これ ら の 女性 達 が Buerger 教授 の 業績 の 共に 輝く 文字 通り の “宝石 ” で あっ て 本 書 
の 巻頭 を 飾る に ふさ わし い 人 達 で あぁ ある こと に 読者 は 気付 か れる こと で あろ う . 

竹 内 慶 夫 


6 月 5 日 , 飯高 洋一 氏 (東大 鉱物 と 共に 羽田 を 出発 し , スト ツク ホル ム に 約 二 週 間 滞 在 し , 第 一 
週 に は 国際 結 唱 学 連合 (I. U. Cr,) 関係 の 下記 の 会 議 に 出席 し た . 
(a) 結晶 学 機械 委員 会 の 事務 会 議 
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(b) X 線 波長 問題 の 会 議 

() 格子 常 数 精密 測定 の 会 議 

(d0 結 品 解析 に お ける カウ ン ー 潜 の 会 議 

提 に 第 二 週 に は , X 線 顕微 鏡 お よび 文 線 マイ クロ アナ ライ ザー の 会 議 に 出席 し , その 後 , 英国 に 飛び , 
僅か 一 週間 で あっ た が , Cavendish Laboratory, Tube Investment Research Laboratory, Royal 
Institution その 他 , 数 ヶ所 の 研究 所 を 訪問 し て , 6 月 28 日 に 帰国 し た . 

私 が 出張 し た 第 一 の 目的 は (の 事務 会 議 に 出席 する こと で , 他 の 会 議 は 必ず し も 専門 で は な か っ た . 
そこ で 今回 は (の 会 議 の 報告 あす る . 

この 委員 会 は Dr. ParrishCU.S.A.) を 委員 長 と し , Arnt(U.K.), Pepinsky(U.S.A.), Rose 
(France), Steward(U.K.), Umanskij(U.S.S.R.) 2, Uyeda(Japan) お よび Wo6lfelCGermany) う の 7 人 
が 座 員 で ある . 今回 は , Umanskij 以外 の 全員 と , I.U.Cr. の general Secretary, Dr.Smits が 出席 
< 

会 議 の 議題 は : 


Precision Lattice Parameter Project 


Index of Crystallographic Supplies 

New Publication on Crystallographic Technique 
Intensity Measurement Project 

Radiation Protection 

Testing X-ray Films 

Miniature X-ray Cameras 


Neutron Diffraction Equipment 


EO OS 


Standardization 

10. New Methods of Detection Diffraction Effects 

l11. Cheap Structure Factor Calculators 

12. Business Matters. 
1. 格子 常 数 精密 測定 の プロ ジェ クト は , マドリ ツ ド 会 議 (1956 年 ) に お いて , 当時 の 委員 長 Guinier 
教授 の 提案 で 開始 され た も の だ そう で ある . 精密 測定 の 目的 は 高 精度 を 得る に ある , と 言っ て し まえ を 
ば , それ まで で ある が , それ が 実際 に 必要 な の で ある . 例え ば 不純 物 , 格子 歪 , 熱 膨張 な どの 研究 で 
は , 精度 が 一 杵 上 れ ば , 応用 範囲 が 急 に 広く な る の だ そう で ある . と ころ が , 高 精 度 の 測定 値 は , 測 
定 者 2 で 必ず る 一 致 で いな いし その 泉 因 る 明らか で な いき そこ で 7 一定 の 試料 ( 収 な ど 
を 考慮 で 7 ダイヤ モン ドジ リミニ ミン タングステン の 粉末 が 選ば れ だ た だ) を 有志 の 測定 者 に 分配 し て 
直人 条 伯 測定 る 2 そ の 結果 る 集め で 4 和 検 講 0 還 加 9 話 と で うう の が の ウロ ンー で ある 

今回 , その 報告 が 集 り , (e) の 会 議 が 開か れ た わけ で ある . その 報告 は 近く Acta Cryst. に 発表 さ 
MD CT SNE CD NR NE 0 = 者 の 測定 億 の 差 は , 各 測 定 
の 偶然 誤差 より も , 針 か に 大 きい の で ある . すなわち , 各 測 定 に は 何 か 系 統 誤差 が ある . その 原因 が 
何 か は 全く 不明 で , 「 こ れ は 格子 常 敦 の 緯度 経度 oe io tne 座る 尊 認 誠 が 
いた 人 で ある た = 

事務 会 議 と し て は , 今後 この プロ ジェ クト を 何 う する か が 問題 と な り , 色々 の 案 が 出 た . 積極 的 な 
人 は , 更に 単 結 呈 で の 測定 と すれ ば 興味 が ある と 提案 し た . 私 は その よう な 案 に は 反対 し , 得 ら れ た 
測定 値 の 分 析 , 系 統 誤差 の 検討 の 方 が 大 切 だ と 述べ た 

CE の の EE 寺 8 の 研 宛 室 が 次 川 し だ が 還 本 が か がら は っ つて 開放 6 


— 
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な か っ た こと で ある . 私 も この 会 議 に 出席 する まで は , その こと を 何と も 思っ で いな か っ な た. し じ か じ し , 
出席 し で て みて, これ は 基 だ 残念 な こと だ と 思っ た . 日 本 の 結晶 学 は 盛 で ある が , 精密 測定 どい う よ う 
な 地味 な 所 に 盲点 が ある . 言葉 を 変え て い を ば, 日 本 で は 精密 測定 が 必要 な よう な 新 分 野 は 開拓 され 
て いな いし , 日 本 の 結晶 学 機械 は 平均 以下 の 精度 し か 持っ て いな い , と いう こと で ある . これ か ら は , 
この 方 面 に も 進出 する 人 が ほし いと 思っ た . 特に 先 に 述べ た 系 統 誤差 の 研究 な ど は , 問題 さ を 三 を ら 
れれ ば , 日 本 人 の 得意 と する 所 で は な いか と 思う . 誰か これ を 手掛け よう と いう 有志 は いな いで し ょ 
ON 

2. ここ に Index と いう の は 結晶 学 用 の 機械 と 材料 と の 表 で , 分 類 に よっ て 物 を 引く と , その 物 を 
売っ て いる 世界 中 の 商社 の 名 前 宛名 が 出 て くる 便利 な も の で ある . 

Dr.Rose の 骨折 で 校正 刷 が 出来 て お り , この 秋 に は 出版 され , 原則 と し て は , 世界 中 の 結晶 学者 
に 無料 で 配布 され る は ず で ある . 実際 は 費用 の 点 で 無理 が ある が , 相当 の 部 序 が 日 本 に も 来る は ず で 
ある . この 種 の Index は Guinier 教授 が 委員 長 の 時 も 作ら れ た が , 日 本 か ら の 委員 が いな か っ た 関 
係る も あっ て , 日 本 の 製品 は 殆ど 掲載 され て いな か っ た よう で ある し , 日 本 に は その Index が 一 部 も 来 
な か っ た よう で ある . 今回 の も の は , 充分 と は いえ な い が , 日 本 品 が 相当 に 出 て いる . 校正 刷 を 見 た 
ある 委員 は , 日 本 の 品目 の 数 の 多い の に 感心 し た と 私 に 言っ た . その 時 , 私 は , 日 本 製品 の 質 の 良い 
の RS SN TESORO 

更に 日 本 の 商社 の 方 そ に お 願い で し た い の は ご の よう な 国際 協力 の ご と で 問い 合せ を 四 し レ し たら 
返事 を いた だ きた いこ と で ある . 返事 の な か っ た 商社 の 製品 は , 一 流 品 と いえ どる も , 今回 の Index か 
ら 落 ち て いる も の が ある . 

3. 結晶 学 技術 の 総合 報告 を 刊行 し よう と いう 計画 で ある . これ は 特別 の 委員 会 を 作っ て 検討 し て い 
る が , 色々 の 困難 が あっ て , まだ 結論 が 出 な い . 困難 の 最 犬 な も の は 原稿 が 集まら な いこ と だ そう で 
ある . 委員 長 の Dr.Parrish は 委員 か ら 題 目 と 著者 の 推薦 を 求め , それ を エン マ 帳 に た ん ね ん に 記入 

し て いた . 議題 の 5,7,8.11 等 は Steward, Pepinsky 等 の 名 前 が 記入 され た よう で ある . また 」 電 
子 回 折 , 顕微 鏡 関 係 は , 「 お 前 で も , Honjo で も , と も か く 頼 まれ た ら 必 ず 責 任 を 持っ て 書い て く 
れ .」 と 念 を 押さ れ た . これ も エン マ 帳 に 書か れ た よう で ある . 

4. 強度 測定 の 新 ら し い プ ロジ ェクト が Dr.W65lfel に よっ て 提案 され 承認 ぶれ た . に の プロ ジェ エ 
クト は 格子 常 致 の 場合 と 同じ 趣旨 の も の で ある . 何れ , Acta Cryst. に 発表 され る と 思う が , この プ 

ロジ ェクト に 参加 し た い 人 は , Dr. Wolfel か ら 一 定 の 試料 (差し 当り 0 ダイヤモンド 粉末 う を 受け る 
こと が で きる . これ に 関し , 指定 され た 波長 の 文 線 の 反射 強度 を 出来 る 々 だ け 精 確 に 測定 し て , 報告 す 
る . その 結果 は 何れ 国際 的 な 会 議 で 討論 され る で あろ う . 

これ る も , 単に 高 精 度 を 競う た め の 精 蜜 測定 で は な い . 最近 , 強度 測定 の 精度 が 一 般 に 上 っ て 来 て お 
り , 各自 は 自分 の 測定 が 正しい と 思っ て いて る も , 案外 気 の つ か な い 系 統 誤 差 も ある . その よう な る も の 
を 国際 押 力 と よっ で 発見 じ よ うい うこ と = っ ろ の 国 的 あ る 請 ミ の プロ ンジ エク NN は 上 本 の 
専門 察 に , 古 非 参加 し て いた だ きた いと 思う . 

5. 省略 . Technical report に 出る 予定 . 

6. 文 線 フィ ルム の 国際 試験 は 数 年 前 に オラ ンダ の Groningen で 行わ れ , その 結果 は Acta Cryst. 
(1956), 9, 520 に 発表 され て いる よう に , 日 本 の Fuji が 世界 一 の 高 感度 で あっ た . その こと も あ 
っ て 今回 は 日 本 ここ の 試験 を 依頼 され る 可能 性 が あっ た . 

そこ で , 私 は 日 本 で この 試験 を 行う 最良 の 方 法 に つい て 検討 し , 私 自身 の 責任 で , 私 の 研究 室 で 行 
うべ ベ べし, と の 結論 に 達し た . 私 の 所 で は , 現在 XX 線 の 強度 測定 の 経験 は な い が , 長年 電子 線 の 強度 
測定 を 写真 法 に よっ て 行っ て お り , 写真 の 問題 に つい て は 森本 英 武 氏 が 専 問 に 研究 し て いる . また, 
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XX 線 に つい て は 飼 治 氏 が 長年 の 研究 を 行っ て いる . そこ で , 必要 な 装置 さえ 与え られ れ ば , 友 分 に 正 
ON EN RY TKOHNRLD 
予め 相談 を し , i 今回 , 日 本 が この 試験 を 引き 
ける 用 意 あ り , と の 提案 を 。 私 の 提案 で は 1961 年 4 月 まで が 予備 実隆 。1962 年 3 月 まで に 較 千 
CE SN a は 大 体 , Groningen に お ける 方 法 に 従う が , 文 線 強度 の 絶対 値 を 測定 
する こと , microphotometer の 改良 を 行う こと が 新 ら し い 点 で ある . 提案 は 全員 一 致 で 承認 され 
た . いざ 引受 け て みる と , これ は 容易 な ら ぬ 大 事業 で ある . ここ で 各 方 面 の 御 協 力 を お 願い し , 豆 任 
を 果 し た いと 考え て いる . 

この 席 上 , 私 に 嬉し いこ と が 一 つ あ っ た . 私 が microphotometer の 説明 を し た と ころ る , ある 委員 
が , 日 本 の photographic industry は 非常 に 進ん で いる か ら , 良い microphotometer が ある は ず が だ, 
と 言っ た . 日 本 人 で そう 考え る 人 は 少 い か も 知れ な い が , それ は その 通り だ と 思う . 私 の 頭 に 真面目 
A 害 売 の 統 が が 2 リ 記 写ら 2 半 目 林 の 次 2 ラマ EE LOSS 
な い . 外国 の 学者 は , その 下 に ある , 日 本 の 光学 の 基礎 研究 と を と , すでに 高く 評価 し て くれ て いる の で 
ある . 

3 二 5 同 DD 
0 の は 2※ 録 (2 の ibase と track と の 規格 化 で ある これ は A GIA. 
CAmerican Crystallographic Association) で 検討 し た も の で ある . この 委員 会 と し て は , 米国 代表 
を る も 含め , 規格 化 に は 反対 だ っ た . 
10. Umanskij の 提案 だ っ た の で 残念 年 ら 討 議 が な か っ た . 
G5 に 同じ 
12. 次 回 の 委員 会 は 1960 年 8 月 Cambridge に お いて , と きま っ た . 


> 


Leningrad 学会 出席 報告 


EH 勇 


本 年 の は じ め , 伊藤 上 頁 市 教授 , 三宅 静雄 教授 お よび 筆者 の 3 名 宛 に > 連 科学 アカ デミ ー 結 品 学 委 員 
会 委員 長 Belov 教授 の 名 で , ツ > 連 の 偉大 な る 結 品 学者 Fcdorov の 死後 40 年 を 記念 し て 5 月 Leningrad 
で 国際 結 品 学 シン ポジ ウム を 開く か ら 参 加 し な いか と いう 勧誘 状 が 来 た . 上 日本 学術 会 議 内 結晶 学研 究 
連絡 委員 会 は 』 結 品 学 国際 連合 .U.Cr.〕 う の Executive Committee の 一 員 で あり , Structure Re- 
ports 委員 会 の 委員 で ある 筆者 と , Electron Diffraction 委員 会 の 委員 で ある 三宅 教授 と を 送る 
と に 決定 し た . それ で 三宅 教授 と 筆者 と は 5 月 18 日 SAS 機 で 羽田 を 出発 , 北極 , 0 
経由 Stockholm に 至り , そこ で > ッ 連 Aeroflot 機 に Ce Moscow, 同 所 で ジェ ッ ト 機 TU 104 
に 乗換 えて 19 日 夕刻 目的 地 Leningrad に 到着 し , 学会 の 終了 し た 翌日 5 月 28 日 まで 同 所 に 滞在 し 
0 , 
Leningrad 滞在 中 に は 学会 の 他 に , 上 記 Executive Committee, Structure Reports 委員 会 お よ 
び Electron Diffraction 委員 会 の 会 議 が 開か ふれ, 前 の 二 者 に 筆者 が , 後者 に 三宅 教授 が 出席 し た . 
Executive Committese (会 長 Wyart) は 3 日間 17 ほど の 議題 に つい て 和 審議 し た . その 多く は 明 1960 
年 8 月 英国 の Cambridge で ひら か れる [I.U.Cr. の 総会 に 関す る 議題 お よび 学会 の 準備 事項 で あっ 
た . 主 な も の の 二 , 三 を あげ る と , 定款 の 改正 , 東独 , 西独 が 単 一 の 参加 団体 を 0 
U.Cr. に 参加 を 希望 の 表明 , 参加 国 の 等 級 を 従来 8 等級 の も の を 5 等級 に 簡素 化し , て 負担 金 
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額 , 投票 権 な ど に 多少 の 修正 を 来たす 件 , World's Directory を ユニ オン で 出す 件 , 日 本 で 1961 年 
に Electron and Neutron Diffractiom の シン ポジ ウム 開催 の 件 , 1962 年 に Laue の 発見 50 年 記念 
の 行事 を Mtinchen で 行う 件 , な ど で あ っ た が , 日 本 の シン ポジ ウム 開催 の 件 は 同情 的 で あっ た . 上 
(ED Structure Reports の 委員 会 (委員 長 


A.J.C. Wilson) は 主として 編集 に 関す る 相談 日 本 の #4 ON 委員 
会 が Wilson に よっ て 紹介 され た . Electron Diffraction の 委員 会 に つい て は 三宅 教授 か ら の 報告 に 
“DTE ER 


5 月 21 目 か ら 27 日 まで 開か れ た 学会 は Fedorov Session と よ ば れ 主として で て 三 つ の ジン ポ ジウ 
か ら 成 立ち その 一 つ は *““ 結晶 化学 解析 と 結晶 化学 (略し て 結晶 化学 う ” 他 は “電子 回 折 ” で あっ 
た . この 学会 は , I.U.Cr. と ッッ 連 科学 アカ デミ ー て ( 結 品 学 国内 委員 会 ) と Leningrad Institute of 
OI , 閉会 お よび 午後 の 一 般 の Session は ほとん ど 科 学 ア 
カ デ ミ ー の 大 講堂 義 室 う で 行わ れ , 1 回 だ けけ 午後 の 一 般 の Session が Institute of Mines の 大 
講堂 で 開か れ た . OSS NO で 3 ケ所 だ ね わ 
か れ て 開か れ た . さて 参加 の 人 々 は 開会 式場 で 目測 する と 約 500 名 ほど で あり , この うち ツメ > 連 圏 外 
の 学者 が 約 506 名 ほど で あっ た 参加 国 の 数 は 十 数 ヶ ケ 園 きい と る の る 生き の 学会 区 配 来 5 論 
文 の 数 は 約 100 徐 で その うち の 約 602% が ツメ 連 圏外 の 研究 で あっ た . 内 容 は 電子 回 折 以 外 は 種々 
多様 で あっ て , > 連 の 論文 に は 白金 族 な どの 金属 の 錯 化 合 物 , 違 移 金属 の 窒化 物 な どの 系 統 的 な 研究 , 
久 物 類 の 解析 な ど が 比較 的 多数 を と しめ て いた . 比較 的 新しい トピ ッ ク と し て は Bacon の 中 性 子 回 折 
に よる 水 化物 結晶 構造 の 研究 と か , Donnay の 結 品 の 磁気 的 対称 性 の 研究 と か が あげ られ よう . この 
Fedorov Session の 講演 目次 お よび 講演 要旨 の パン フラ フレット が 配付 され た が , 要旨 の 方 は > 連 の 講演 
に は 外国 語 の 訳 が な く , 筆者 の よう に ツメ 連語 の わか ら ぬ も の に と っ て は 閉口 る の で ある . 語学 的 不便 
に る 拘わら ず , メ > 連 圏内 外 の 学者 間 の 友好 的 気分 に は 心 あ た た まる 思い が し 基 . 私 共 の いろ いろ な 世 
話 は 英語 の 達者 な 若い 婦人 た ち が し て くれ た が , これ ら の 婦人 は ひろ い 意 味 の 結 唱 学 者 や 大 学 の 英語 
の 先生 た ち で あっ た . 科学 アカ デミ ー で は Leningrad 大 学 の 日 本 語 科 学生 二名 (> 連 人 と 朝鮮 系 の 
人 )〕) を 用 意 し て くれ た が 7 この 人 た ちの 世話 に な る ご と は 結局 な か っ た ツメ 連 圏 外 が らき だ 学者 は 主 
と し て 上 に の べた I.U.Cr. の 諸 委 員 会 の 委員 た ち で あっ た が , その 他 に 結 品 学界 の 先輩 連中 と し て 
は Bijvoet 夫妻 , Zachariasen, Bernal, W.H.Taylor 夫妻 , Hodgkin 夫人 , Guinier, Harker 
な ど が あげ られ よう . な お 土曜 日 の 午後 は バス で 市 中 見 物 , 日 曜日 の 午前 は Hermitags 見 学 , 午後 
は Lenin の 小屋 , 支 履 風 離宮 な どの 小さ い バ ス 旅 行 が あっ た . 27 日 会 期 終 了 の 後 で , 筆者 ら の 宿泊 
し た Hotel Europe の 三 階 小 食堂 で 送別 晩 さ ん 会 が 催さ れ , な ご や か な 交歓 が 行わ れ , ダン ス な ど 
OUND SU 

5 月 28 日 三宅 教授 共々 Leningrad か ら TU 104 機 で Moscow に 移っ た .6 月 1 日 KLM 機 で Amster- 
dam に 向っ て 出発 する まで に , Schubnikov, Belov, Pinsker, Vainshtein な どの いる 科学 アカ 
デミ ミー 所 属 の Institute of Crystallography, Kitaigorodskii の いる Institute for Elemento-Orga- 
nic Compounds, 化学 工業 省 管 下 と きい て いる , Karpov 研究 所 , ここ に は Zhdanovy が いる な ど 
を 見 学 し , また 有名 な Moscow 大 学 に も 行っ て みた . Moscow 大 学 に 案内 し て くれ た 若い 婦人 Man 
嬢 は 半導体 の 研究 を や っ て いる と いっ て いた が , この 人 の 父 は 砕 水 船 オ ビ の 船長 で , 南極 で 宗谷 を 救 
出し た と いう こと で ある 彰 不 思 議 な 縁 と 感じ た 

ツ ッ 連 を 離れ て か ら , Amsterdam, Leiden, Hague, Paris, Ziirich, K6ln, Hamburg 各地 の 研究 
所 大 学 な ど を 訪問 し, Copenhagen, 北極 経由 で 羽田 に 帰着 し た の は 6 月 16 日 で あっ た . 
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本 年 5 月 19 日 の 昼過ぎ スト ッ ク ホ ルム か ら AFLCAir Float, > 連 航空 うに 乗っ た . 待合 室 に いる と 
きか ら そ の 飛行 機 は 分 っ て いて , 双発 機体 の 外 の 仕上 げ は 悪 ぐ な いと 思っ て いた が , 中 に 入っ て 見 る と 
椅子 , 天井 , 窓 , カー テン の 万 端 に いた っ て , 何と な くわ び し い . 今 ま で の 飛行 機 に 較べ て , 一 等 族 
幅 か 選 四 和仁 の 計 全 旅人 0e 飛 ひび S95 座 気 持 さあ る これら (は 拉 4 る 拉 0 る 
と 海 の 上 は まだ し も だ っ た が , リガ の 辺 か ら 陸 地 に か か っ て より , 進路 は 妙 に くね くね 蛇行 する し , 
一 有 隣 と し て 身体 の 静止 する と き が な い . 親切 だ が 田谷 娘 の よう な サー ビス ・ ガ ー ル が 食事 を 持っ て く 
る , 自分 は いま 欲し く な いと いう 手 ま ね を CS th 回 栓 き 回 稀 で 
ら も と る も と 余り 乗物 に 強く な い 上 , 昨夜 以来 の 睡眠 不足 , 食べ 過ぎ に この 大 揺れ の 三 大 悪人 条件 が 重 な 
り , 気持 が 悪 く な っ て つい に 紙袋 の 御 厄 介 に な る 始末 で ある . ee で 見 て い 
SM 2 の 人体 @ き の 広 落水 向 場 に 到 項 区 だ だ 目 き 3 証 きき ン 
グラ ー ド まで 後 2-3 時 間 の 我慢 , > 連 に きた ら こ ん な 飛行 機 も 仕方 が ある まい , と 覚悟 を きめ て つ 
ぎ に 和 本 り 換え た の が , TU 104, な ん と 再び 一 等 旅館 , いや 特等 旅館 級 に あぁ あり つい た 形 で , また びっ 
くり で ある . 機内 の 調度 は 実に よそ で き て いる し , サー ビス ・ ガ ー ル は 一 躍 し て 国際 級 の スマ ー ト さ 
りり ポ 和 何 訓 の 疾 定 感 ほ で まま で 経験 性 だ が だ な いら の で ある 生れ な ら 5 
i を 一 時 間 で 終点 地 に 到着 し た . > 連 に 入国 し た 
第 一 上 是 目 に し て , 極端 な 二 種 類 の 飛行 機 に よっ て 得 た 教訓 は 、 な に ご と も る 一端 を 見 て 全体 を 推し 量 る 
RD i 連 選 る いい ee は 特 きれ が 当 で は さま る よう で ある 

自軍 半井 の 諾 琶 護 ( き 貫 慎 入 カテ ドニ の 自動 車 で ーー ロフ る 天 着 し 
た 太 習 は レニ ング ラー ド 市 の 目 技 き 通り ネフ スキ ー 街 か ら 横 に 曲 つ た 通り の 6 一 70 米 の と ころ に 
ある が , われ われ は ネフ スキ ー 街 の 四辻 に 面 し た 良い 部 屋 を 与え そら れ た . 

き て , レニ ミング ラー ド へ の 旅 は , この 園 の 大 結晶 学者 フェ ドロ ョ ロフ マ 没 後 40 年 記念 を 機 と し て 催さ きれ 
る 国際 学会 に 出席 する た めで ある が , ここ に つい て る も , 末 だ に どう いう 日程 で どこ の 場所 で ある の だ 
か 分 : ら な の 人 全 田 先生 は 20 衣 科 学 デ ゲカ デミ ドー の 記 赤 の 間 で ある TUCri の 秦 員 会 ほ に 出席 区 な で 
は ならない と て ね れれ CO る が 放 そ で れれ も と ご だ か さっ ポポ り 作ら な いい 辛い で き ヨ の 目 の 朝 の 食 癌 で 同じ 委員 
会 に 出席 する MacGillavry 女史 に 遇 い , 一 緒 に 行こ うと いう 話 に な っ た の で , 私 も 見 物 が て ら 御 伴 
BE = TS EOS TE NN NSR 
故 闘 ざれ る が 向う が ペラ ペラ や り 出 す と お 手 あ げ と な る どう も マク ギラ フリ ー さ ん の 聞い て いなだ 番 
地 が 眉 っ て いる らし い . こん な 調子 で 2~3 個所 さま よっ て 導く 「 赤 の 間 」 な る も の が 見 っ か っ た . 
攻 ば も う 用事 が な いか ら ホテ ルク ご 帰っ て 食事 を し で いる と 英語 の 話せ る 若い シヤ 人 が 呼び に き 
SE 待つ が 胡 員 の 電導 回 閑 秦 員 会 穴 信 3 還 あ とい 2 計 
は 聞い て いな いし 合点 が 行か ぬ ま ま , この 和男 に つい て 行く と , 自動 車 に 乗せ られ て , 一 十 離 れ た 建 
惣 に 連行 され や っ と , 彼 の いう 委員 会 と は フェ ドロ フラ 国際 会 議 の local committes の こと だ と 
分 っ た . この committese の 委員 長 Terminosov 教授 か ら 会 議 の プロ グラ ム 等 を 貰っ て , や つと 明 
目 か ら の 日 程 が あら か っ た わけ で ある . 同 教授 は 金属 物理 の 専門 家 で , 会 議 中 何 く れ と な く 世 話 を 焼い 
て くれ , 親身 に 親切 な , 謙虚 温厚 の 人 柄 と 見 受け た . 

ご の 邊 の 晩 一 人 で 食堂 の デー ブル ンジ つろ つう と する と 7 誰か や あや ゃ あと や つろ で くる 見れ ば Harker 
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博士 で ある . この 大 先生 も 一 人 ぼっ ち で , 先程 か ら 誰か 顔見知り は な いか と 心待ち に し て いた らし さく, 
一 緒 に 座る こと に な っ た . Harker さん は 1957 年 モン トリ オー ル に 多数 の 日 本 人 学者 が 出席 する の に 
陰 で 尽力 し て 呉れ た 一 人 で , その と き 田 中 憲三 教授 の 御 世 話 で 用 意 し て 行っ た 西陣 の 織 地 を 日 本 の 出 
席 者 か ら 記 念 に 贈呈 し た の で あつ た が , 座 わ る や いな や , あの 織物 は 額 に いれ て , 自分 の 穴 の 一 番目 
立つ と ころ に か け て あり , いつ る 和 件 容 さ ん が 来る と , あの 記念 品 の 由来 を 一 席 や る の だ 7 と 話し 始め 
た . 彼 は ロロ シャ ヤ 語 を 食堂 な どの 用 を 便 ず る の に just enough の 程度 に 話せ そる の で , 私 の 注文 も 助け 
2 
は いや スト ッ ツ ウホ ルム で る 食堂 は 緩く り だ っ た 』 上 自分 は 2 時 間 か か っ た こと が ある と いう 半そで その 晩 
は 1 時間 半 位 か か っ た ろう . 別 の 日 に は , スト ッ ク ホ ルム の 記録 を 超え た こと も あり , 毎日 4~5 時 
間 焦 事 @ か が の る の に は 閑 還 023 生かし 生 邊 0 放 た 食事 は 測 届 eS は 吉 RY 

さて , 21 日 か らい よい は 行事 が 始ま っ た ,」 この 日 の 午後 科学 アカ デミ ミー の Sciencs Hall と いう と 
ころ で 発 会 式 が 挙行 され た . ベス で 連れ られ て 行き , 中 に 入る と , も う 500 人 くら い 入 る ホー ル に 
人 が 一 杯 で ある . この 会 議 は 国際 会 議 で は ある が , 実際 は どう や らむ し ろ フ ェ ド ロフ を 記念 する た め 
の 国内 行事 が 主 で あっ た よう で ある . ホー ル の 演 壇 の 壁 に は 真赤 な 布 地 が 張ら れ , 真中 に 大 理 石 の レ 
ー ニ = ニン の 彫像 , その 右手 に マル クス の 大 きい 肖像 が 掲げ て ある . 現在 > 連 が 個人 崇拝 を 排 撃 し て いる 
こと は 事実 で ある が , レー ニン と マル クス は どう る 例外 で ある らし い . 演 壇 の 上 に は 万 国旗 が 飾ら れ , 
その 中 に は 確か に 日 章 旗 も あっ た が , 私 の 場合 , 日 本 人 が よく いう よう な 特別 の 感 由 は 起 ら な か っ た .、 

この 日 IUCr の 会 長 Wyart 教授 の 祝辞 に 始ま っ て , > 連 の アカ デミ シア ン Belov 教授 が Fedrov 
の 薬 症 ほる で 認 念 講 額 レ 者 大体 還 の 学 団 な ポス と ベス の の る の NS 
の は 特に ほど そら で い ボ スタ で ある らら し いる で 生 衝 体 る きだ な どど ンジ コス に 似 記 の Beloxy 
人 寺 さ ん , 語学 が 達者 で , よど みな く , まず 一 区 切り を ロロ シャ 語 で し ゃ べり いっ る の ま に か それ が 甘 語 き 
な り ) つ ざ に フ ラン ス 語 に な る と いう 離れ 業 を ゃ タタ て いた 一 明 メ 連 の 160 才 く ら いか ら E の 学者 
は , 革命 前 後に 大 学 教育 を 終え た 人 達 で , 概して 外国 語 に 堪能 で ある . 現在 の 教育 制度 で は , 大 学 ま 
で 大 し て 外国 語 に 努力 を 注 が ず , 大 学卒 業 後 Kandidat と 呼 共 大 体 Ph.D. に 相当 する 学位 を 取る と 
き に , その 資格 と し て 初め て 外国 語 に 身 を 入れ る た め , 若い 人 達 の 大 部 分 は 英語 等 を 話す の に あま り 
得意 で な い . (Belov の 記念 講演 は な か な か 興味 ある も の で , 別 の 機会 に 紹介 し た いと 思っ て いる 2. 
Belovy に 続い て , 英国 の Bernal 教授 の 講演 が あっ た . この 会 議 に は , 共産 賠 外 か ら 3040 人 の 
来 会 者 が あっ た が , Bernal 氏 が な に か と いう と き , ほか の 学会 役員 > 連 学 者 と 共に 演 境 に 座っ で て で い 
た と ころ か ら 見 る と , 彼 は 特別 招待 者 で あっ た らし い . と ころ で , 彼 の し や ゃ べ っ た の は あま り 身 の な 
い 結 量化 学 の 一 般 的 な 話 の ょ よう で あっ た が , 品 か ら 息 が 抜け る よう な 彼 の 発音 が 私 に は さっ ぱり わか 
ら な いこ れ は 我 な が ら 困 っ た も の だ と 思っ て いた ら , あと で , アメ リカ の Brockway 教授 が , 今日 
の Bernal の 話 は 何 を しゃべっ て いる の か 俺 に は 少し も わか ら な か っ な た, と どい っ て いた の で 三 安 心 \ を 
ER 

翌日 22 日 か ら , 毎日 午前 は 三 つ の 会 場 で 平行 し て セツ シ ョ ン が 開か ふか れ , 私 自身 は も っ ぱら その 一 
つ で ある 電子 回 折 の シン ポジ ウム に 出席 し た . 午後 は 一 会 場 で すべ て の 出席 者 を 集め た general 
session が 行わ れ た , 第 一 日 の 電子 回 折 の セツ ッ ション で は Trillat 教授 , Pinsker 教授 な どの 話 が あ 
っ た . 外 園 人 の 講演 の と き は , 一 区 切 づ つ Pinsker 民 な ど が セロ シャ ヤ 語 に 訳し ( 彼 英 語 は モン トリ オ 
ー ル の と きよ り は 格段 に 進歩 し て いた . この 会 議 を 目標 に 大 分 勉強 し た の で あろ うう セミ シヤ 人 の 護 
演 は , あと で 英語 原稿 を 自分 で 読ん だ り , プレ デリ ント を 外国 人 出席 者 に 渡し た りな ど し で いた こ 
ん な 調子 だ か ら 時 間 が 大 分 か か り , か な り 遅 く な っ た . 私 の 発表 は 第 2 日 に あり , 与え そら れ で て いな た 20 
分 で や れる か どう か 多少 危 台 ん て いた が , 第 一 日 の よう な 漫 々 的 な ら 大 丈夫 だ ろう と 高 を くく つて い 
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た . と ころ が 第 2 日 に な っ て . 座長 Vainstein 教授 が , 今日 は 一 時 か ら 市 長 の レセ ャ プション が ある 
こと に な っ た か ら , 時 間 を 厳格 に し て 和 欲しい , 持 時 間 は 訳 を 入れ た 時 間 だ と いう . これ に は 困っ て , 
私 の 話 は 竜頭 蛇尾 の 形 で , 不満 足 た 終っ て し まっ た . : f 

市 長 の レセ ャ プション は 市 庁 の ホー ル で 行わ れ た . 演 壇 に は 例 に よっ て レー= ン の 奈 像 が あり , 草 後 
に は 革命 の と き の エ ピッ ー ド を 画 い た らし い 看 板 画 の よう な まず い 壁 画 が ある . で っ ぷり 太っ な た 市 長 , 
すなわち レニ ング ラー ド 地 区 執行 委員 長 や , バナ ー ル の 御 説教 が あっ て , それ で お し まい . 昼 頃 で は 
ある し , レセ プシ ョ ン と いう か ら , な に か 一 寸 し た も の くら い 出 る の だ ろう と , みん な 思っ て た ら じ 
い が , 当て が 外れ て お た が い に 「 妙 な レセ プシ ョ ン だ な あ 」 と の 茸 笑 に 終っ た . MacGillavry さん は 
いろ いろ の セツ ショ ン に 出 て 導電 所 回 折 の 方 に も 良く 見 えて いた . 学会 が 終っ た 頃 食堂 で 革 今 度 の 学 
会 に は 特に 目立っ た 発表 は な か っ た し , 概して 低調 だ っ た . た だ 電子 回 折 の セツ ショ ン は 一 番 活 気 が 
あっ て 面白 か っ た , と いつ た 批評 を し て いた . 仁田 先生 の 御 話 で は , ほか に , Parrish の 文 線 測定 に 
関す る 話 , Bacon の 中 性 子 回 折 に 関す る 話 が 面白 か っ た そう で ある . それ か ら , general session で 
行わ れ た 仁田 先生 の 充実 し た 講演 て 本 号 所 載 う は 最も 好評 な も の の 一 つ で あっ た . 電子 回 折 の 部 野 で 
の ツメ 連 学 者 の 仕事 で は 二 三 注目 すべ きも の が あっ た . そう し て , 大 学 を 出 て 間 も な い , また は Kandi- 
dat を 取り た て くら い の 優 表 な 人 が どん どん 育ち つつ ある と いう 印象 を 受け た . これ ら の 人 の 教育 の 
場 は 有名 な 国立 モス コー 科学 大 学 で あぁ る. 約 1 週間 後 こ の 素晴らし い 大 学 を 見 学 す る こと が た ぎ きた. 
ンジ ンク = ト 半そで a ご の 市 街 規 殿 の 生 草 な ど を 見 で た 研究 所 を 訪問 | 呈 で さき ぞ こ の 国 の ど 
こ に , ロケ ッ ト を 月 に ぶち 当て る よう な 大 仕事 が で きる 根元 が ある の か と 疑う が , その 根元 は 正しく 
この モス コー 大 学 に ある と 思う . この 私 の 想像 は 間 違 つ て いな いと 信ずる . 


日 本 学術 会 議 結 晶 学研 究 連 絡 和 要員 会 に つい て 


この 委員 会 は , 結晶 学 の 研究 に つい て 内 外 の 連絡 を 図る こと を 目的 と し て , 1949 年 日 本 学術 会 
内 に 設置 され た も の で ある . それ 以来 今日 に 至る まで , この 委員 会 は 結 品 学 に 関す る 国際 協力 ある い 
は 交流 の , いわ ば 正式 の 窓口 と し て の 役割 り と , この 学問 分 野 の 国内 に お ける 研究 連絡 に 当っ て き 
た . こと に 1950 年 に わが 国 が 国際 結 品 学 連 合 International Union of Crystallography, (I.U.Cr.) 
に 加入 し て か ら は , この 委員 会 は I.U.Cr. の 国内 委員 会 National Committee の 資格 を 得 て , I.U. 
Cr. の 運営 に 参 田 し て いる . 

この 委員 会 は 20 名 以内 の 委員 より 構成 せら れる が , その 任期 は 3 年 で あり , 学術 会 議 の 改選 ご と 
に 改選 され る . そし て , 日 本 結 品 学会 は この 委員 会 の 選挙 母体 と な つて き て いる が , 委員 改選 に 当っ 
て は , ま づ この 委員 会 の 委員 長 よ り 本 会 会 長 に 対し て 次 期 委 員 候 補 者 の 学術 会 議 へ の 推薦 の 依頼 が 行 
われ , 本 会 に お ける 選挙 に よっ て , それ ら の 候補 者 の 推薦 が 行わ れ , 学術 会 議 の 選考 を 経て , 次 期 委 
員 が 任命 せら れる と いう 順序 に な っ て いる . 現在 の 委員 氏名 は 以下 の 如く で ある . 

委員 長 藤原 武夫 

委員 伊藤 貞 市 , 上 田 良 二 , 小川 四郎 , 大 崎 健次 (国内 連絡 幹事 う , 柿木 二郎 , 茅 誠司 , 桐山 良一 , 

定 永 両 一 (国内 連絡 幹事 う , 篠田 軍 治 , 須藤 俊男 , 高木 佐知 夫 (国内 連絡 幹事 う , 田中 電 三 , 
永 宮 健夫 , 西山 癌 次 , 仁田 勇 , 本 庄 五 郎 , 三宅 静雄 , 森野 米 三 , 渡辺 得 之 助 (渉外 幹事 

な お , この 委員 会 内 に , 中 性 子 回 折 小 委員 会 お よび 結 品 学資 料 小 委員 会 の 2 つの 組織 が ある が , そ 

れ ら の 事業 並び に 活動 状況 に つい て は 以下 の 別項 を 参照 され た い . ( 定 永 両 一 ) 


結晶 学資 料 小 委員 会 に つい て 


本 小 委 員 会 は 国際 結 品 学 連 合 U.U.Cr. う の Commission on Structure Reports お よび Commi- 


64 = 級 ーー 


ssion on Crystallographic Data に 協力 する こと を その 目的 と し て , 日 本 学術 会 議 結晶 学研 究 連 絡 委 
員 会 内 に 設け られ て いる も の で ある . それ で ま づ , これ ら 2 つの 調査 委員 会 の 目的 お よび 事業 を 簡単 
に 述べ れ ば , 前 者 は 各国 の 研究 者 に よっ て 決定 せら れ た 結晶 構造 の デー タ を 年 代 順 に 集録 し , Struc- 
ture Reports な る 書物 の 形 で 刊行 する こと を その 目的 と し て お り , 現在 まで に 計 9 巻 が 出版 ずみ で 
ある . また 後者 は 各国 の 諸 論 文 に 散在 する 結晶 の 文 線 あ る い は 電子 線 回 折 の デー タ を 集め て 一 定 の 形 
式 で 整理 し , その 一 部 は Crystal Data な る 刊行 物 の 形 で 公表 し , また 他 の 一 部 は A.S. 隊 .M. の カ 
ー ド の 資料 と は ん と する も の で あっ て , これ ら 両 調査 委員 会 の 仕事 は I.U.Cr. の 重要 な 事業 の 一 部 
どっ で いる の で ある : 
一 方 , 我 で は これ まで 上 記 の 2 つの 調査 委員 会 に 委員 を 送り , これ ら の 事業 に 積極 的 な 協力 を 果 
し て きた が , 最近 に 至り これ ら の 仕事 の 対象 と な る 講 研 究 が 頓 に 盛ん と な り , a 
年 を 追っ て 増加 し て いる の で , より 組織 的 な 協力 態勢 を 作り 上 げ る 必要 に せま られ , ここ に 本 小 委員 
会 が 昨年 "7 良 加 成立 する こと と な っ な だ 次 第 で ある 

本 小 委員 会 は 下記 の 構成 に より , 分 担 し て デー タタ を 集録 し , それ ら を | I.U.Cr. の 上 記 の 調査 委員 
会 に 定期 的 に 送 附 する 協力 活動 を 行っ て いる が , 集録 の 対象 と な る デー タ は 発表 ずみ の も の に 限ら れ 
な い の で 会 員 諸 氏 に は 既存 の デー タ の な い 物 質 だ つき リリ あるいは デー タタ の ある 物質 に つい で も ゃ ぞ れ 
ら デ ー タ と は や や 異 る 結果 を 得 ら れ た 場合 に は , それ ら の デー タタ (物質 名 , 化学 式 , 格子 定数 , 軸 率 , 
その 他 判 明 し て いる 場合 に は 唱 系 , 宰 間 知 , 単位 格子 中 の 化学 単位 数 , 比重 , 品 癖 , 光学 性 な どう を 
下記 の 担当 委員 に 連絡 され , 本 小 委 員 会 の 事業 に 御 協 力 を お 願い する . ( 定 永 両 一 ) 


本 小 委員 会 の 構成 
氏 名 所 属 指 当 分 昧 
委員 長 仁田 旨 上 阪 大 理 I.U.Cr. の Structure Reports 委員 会 委員 
乾 7 事 定 永 両 一 東 大 「 理 I.U.Cr. の Crystallographic Data 委員 会 委員 
委員 細谷 資 明 i A 
物理 お よび 応用 物理 学 関係 
来 江守 務 " 東 7 補 き 天 6 
桐山 良一 阪 大 > 
化学 関係 
渡辺 得 之 助 。 阪 大 理 “ 
須藤 俊 田 NS = 
鍼 物 学 関係 
入内 鹿 夫 = 東 大 理 等 交 
久保 輝 一 郎 昌幸 四 喘 二 穫 業 化学 倫 業 お ま び 関連 部 門 
斉藤 高 大 阪 市 大 理 高 分 油 学 関 性 


細谷 資 明 東大 物性 研 。 金属 学 関係 
渡辺 厚 。 避 田 薬品 大 阪 。 学 関係 
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学術 会 議 中 性 子 回 折 小 委員 会 


中 性 子 回 折 法 が 物質 構造 の 重要 な 研究 手段 で ある に る も 拘ら ず , 原子 炉 が な いた め , この 研究 分 野 に 
頁 献 する こと が 不可 能 で あっ た わが 園 に も, 原子 力 研究 所 が 設置 され る に 到 り , 新 く 十 年 以上 の 譜 外 
園 に 対す る 学 地 れ を 回 人 衝 す る ター 沙 と 陸生 に 
関係 の な いこ の 種 の 研究 を 促進 する た め に は , 特別 の 処置 を 講ず る 必要 が あろ うと の 見 地 か ら , 学術 
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会 議 に 物理 学研 究 連 絡 委員 会 と 結晶 学 研究 連絡 委員 会 の 合同 小 委員 会 と し て , 昭和 32 年 5 月 本 小 委員 
会 が 成立 し た . 委員 は , 茅 誠司 , 渡辺 得 之 助 , 広 根 徳太郎 , 永 宮 健 夫 , 橋口 隆 吉 , 柿内 監 信 , 藤原 式 
夫 , 定 永 両 一 , 三宅 静雄 , 田中 憲三 の 10 名 で ある . 以下 本 小 委員 会 の 活動 状況 お よび 関連 事項 に つ 
いて 報告 する . 

M9) 昭和 32 年 8 月 , 中 人 性 子 回 折 研 究 に 関す る 要望 を 学術 会 議 よ り 原 子 力 研究 所 に 申し 入れ た . 当時 , 
中 性 子 回 折 研 究 に 適当 する CP-5 型 炉 (JRR-2 号 炉 ) の 建設 計画 は 既に 決定 し , これ に 関連 し て , 
原子 力 研 内 に も 中 性 子 回 折 装 置 の 計画 が ある と 伝え られ て いた が , その 実現 性 の 見 通し は 困難 な 時 期 
で あっ た . そこ で , 本 小 委 員 は , 中 性 子 回 折 研 究 の 重要 件 に つい て 説き , 「 原 子 力 研 が 原子 炉 に 除 属 
させ て 中 性 子 回 折 研 究 の た め の 諸 設備 を 設け わが 園 に お ける 同 研究 の 端緒 と を ひら く と と る も に , 全国 研 
究 者 に 対し て も その 施設 の 利用 を 十分 考慮 され た い 」 と の 原子 力 研 に 対す る 要望 趣 間 書 原案 を 作製 し 
た . 9 月 原子 力 研 か ら 要 望 の 趣旨 に 沿う 努力 を 惜 ま な いと の 回 答 が あっ た. 

⑮ 原子 力 研 に お ける 中 性 子 回 折 装 置 の 計画 は その 後 順 調 に 進ん で , 基本 設計 お よび 発注 は 既に 終 
り , 来年 3~4 月 頃 完成 の 予定 と 聞い て いる . 同 所 の 計画 は , 粉末 試料 を 主 と す る 一 般 用 の か な り 大 
型 の も の を 意図 し , 大 きい resolution が 得 ら れる 見 込み で ある . ポラ ライ ザー, アナ ライ ザー, 磁 
右 , クラ イオ スタ ッ ト 和 人 等 が 附属 する . な お JRR-2 号 炉 の 中 性 子 線 束 は 最大 出力 に お いて 10% と 見 込 
まれ , 諸 外 国 に お ける 炉 に 較べ て る も 線 束 の 強い 部 類 に 属す る . 

3 以上 に 平行 し て , 原子 力 研 外 に お いて 電通 研 お よび 物性 研 に お だ いて, 中 性 子 回 折 装置 を 持ち 
LJRR-2〕 利用 し て 研究 を 行う 計画 が 進行 し て いた . これ に 関し て 原子 力 研 に 非 公式 に 着 望 する と ころ 
が 伝え ら を れ て いた が , 〔JRR-2〕] に つい て は 中 性 子 回 折 研 究 用 に 提供 され る 実験 孔 は , 原研 の 装置 
に 使用 する も の 以外 に は 高々 1 本 し か 提供 出来 な い 見 込み で あぁ る と の 情報 が も た ら さ れ て いた . 従っ 
て , 通 研 と 物性 研 の 二 つ の 計画 を 調整 する 問題 が 起り , 特に 本 年 初頭 予算 が 具体 化し て 以来 それ が 衝 
が れる こと に な っ た . 通 研 と 物性 研 の 関係 者 は この 問題 に つき 技術 的 に 検討 し , 1 本 の 実験 孔 で 2 台 
の 回 折 装 置 を 働 ら か せる 方 式 を 取る 事 に 意見 が 一 致し , また その 他 の 関連 事項 に つい て る も 完全 に 歩調 
を 合わ せ て 行く 様 打 合 わ され た , そ の 結果 に 基づき , 本 小 委 員 会 は , 通 研 , 物性 研 の 計画 は 十分 調整 さ 
れ て いる か ら 両 所 の 研究 に 対し 便宜 と を は か られ た き 事 , また , 中 性 子 回 折 研 究 の た め の 実 験 孔 数 の 不 
足 に つい て は 将来 で きる 炉 JRR-3 以下 ) まで 考え に いれ て その 緩和 を 考慮 され た き 趣 旨 の 原子 力 
研 に 対す る 要 請 書案 を と を つくり, 本 年 7 月 結晶 学 連 絡 委 員 会 を 通じ て 申し 入れ た . これ に 対す る 回 答 に 
は 現在 まで に は 接し な い が , 主 な 意図 は 詠 承 さ れ て いる は ず で ある . 

OS 通 研 , 物性 研 の 計画 は いずれ る も 主として 単 結晶 解析 用 を も くろ ん で いる . 通 研 の も の に は ポー 
スジ 人 ご 誠 ペ マグ ネッ > 生 証 20 ス 1 ネス タン 下 等 が 附属 肖 須 作動 お よび 記録 は 中 交 次 農 2 た プロ グラ 
方式 を 取る 予定 で ある . 物性 研 の 計画 は , 恐らく 最も 軽量 で ポー ララ イザ ー は な い が 速 度 分 析 が 
行え そえる も の に な る 見 込み で ある . 作動 お よび 記録 方 式 は 将来 は 完全 な プロ グラ ム 方 式 に する 予定 で あ 
る が , 初 年 度 は そこ まで 考え な い . な お , 入射 中 性 子 線 の 波長 の 変更 は 通 研 の 装置 で は 可能 で ある が , 
物性 研 の も の に 対し て は 固定 波長 で ある . 通 研 , 物性 研 の 計画 は , 目下 基本 設計 の 最終 段階 に ある . 

(三宅 静雄 ) 


1960 年 の I.U.Cr. 第 5 回 総会 に つい て 


I.U.Cr. の 第 5 回 総会 お よび 国際 会 議 は , Royal Society お よび Cambridge 犬 学 の 招待 に よっ 
S060 8 月 生 1S 還 2 らら る E20 上 還 補 で 英国 2 偽 ン ジ リ リ リッ チチ 四半 供 きれ る きき a 決定 区 < 放 まだ る の 
際 に 2 つの シン ポジ ア が 22 日 か ら 24 日 まで の 間 に 行 われ る . 会 議 の プロ グラ ム に は 研究 報告 , 出版 
物 お よび 装置 の 展示 , エク スカ ーション な ど が 含ま れる が , 現在 予定 され て いる 日 程 は 以下 の 如く で 
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ある て <9 月末 現在 ) 
Cambridge 1960 Outline of provisional Time Table 


Monday 15 August, morning Opsening General Assembly 
Monday 15 August, afternoon 


Congress scientific sessions, 
to social events, excursions 


Friday 19 August, afternoon 
Saturday 20 August, morning Introductory Lectures for Symposia I & II 


Saturday 20 August, afternoon Closing General Assembly 


Saturday 20 August, evening 
Social evernits and excursions 


Sunday 21 August 


Monday and Tuesday 22, 23 August Symposium I (Thermal Motion in Crystals 
& and Molecules) 


Monday to Wednesday 22-24 August Symposium Il (Latticse Dsfects and the 
Mechanical Propsrties of Solids) 


この 会 議 の 詳細 を 記し た 小冊子 が 本 年 10 月 に 発行 され る 予定 で ある , それ は 結 品 学研 究 連 絡 委 員 
会 と に いづれ 到着 する 答 で ある . その 詳細 は 本 誌 次 号 に 掲載 する が , 同 会 議 に 出席 し 得る 見 込み を お 持 
ちの 方 は , 同 研 究 連絡 委員 会 の 各 幹 事 ま で 予め 御 申 出 に な る の が よい と 考え られ る . ( 定 永 両 一 ) 


1961 年 5 月 レニ ング ダラ ー ド に お ける 電子 回 折 シ ン ポ ジウ ム お よび 電子 回 折 小 委員 会 に つい て 


ロ シ ヤ が 生ん だ 独創 的 結晶 学者 EE.S. Fedrov の 没後 40 年 を 記念 する 国際 結 品 学会 が 本 年 5 月 21 
日 一 27 日 た レニ ング ラー ド に お いて 開催 され , その 企画 の 一 部 と し て 電子 回 折 シ ン ポ ジウ ム が 取り 行 
われ た . わが 国 か ら は 三宅 静雄 と 上 田 良 二 が 招待 され た が , 上 田 氏 は 都合 に こ に より 辞退 し , 三宅 の み が 
冊 席 区 Ze 

シン ポジ ウム は 22 日 23 日 25 日 26 日 の 4 セッ ショ ン 開 か れ , 約 20 編 の 論文 が 読ま れ た . これ 
ら の セッ ショ ン の 参 会 者 は 連日 約 50 名 で , 外国 か ら は 約 10 名 が 出席 し た . その 中 6 名 (Brockway 
( 米 う , Cowley ( 癌 ) う , Raethen ( 独 ), Trillat ( 仏 う , Bastiaansen (ノー ルウ ウェイ), 三宅 (日 〕 は 
IUCr 電子 回 折 小 委員 会 の 委員 で ある ( 他 の 2 名 の 委員 は Pinsker ( ツ 連 うう, Blackman ( 英 〕) で ある 
が , Blackman 氏 は 和 維 席 し た ) う , > 連 か ら の 出席 者 は 教授 級 の 人 , 数 名 , Dr 級 の 人 (Kandidat と い 
う 〕). が 10. 名 位 , 後 は 大 学院 学生 級 の 人 (Aspirant と いう う ) で あっ た よう で ある .- 読 まれ た 論文 の 
半数 以上 は ッ 連 の 仕事 で あっ た . わが 園 か ら は , 三宅 自身 の 報告 の 他 に ,, 最近 の 国内 の 仕事 数 編 を と 
り ま と め た ブリ ンド を 持参 その 内 容 で つい て 約 30 分 紹介 を と 行なっ た 

IUCr 電子 回 折 小 委員 会 は 22 日 の 午後 と 27 日 の 午前 の 2 回 開か れつ ぎの 事項 が 協議 され た . 

(1) IUCr 刊行 の International Tables 世に , 電子 線 の 原子 散乱 因子 の 表 を 加え る こと が 予定 さ 
れ , 兼ね て Ibers ( 米 〕 と Vainstein (> 連 う が 編集 し , これ を Cowley が 取り まとめ 中 で あっ た 

, , そ の 案 が 決定 し た . これ に は , 各 原 子 に 対す る ふつ う の ボ ルン 近似 に よる 散乱 因子 と , 位相 変化 
re 
な ため fe の 記号 が 採用 さる に と な っ た 

(2) 次 期 委員 の 選出 方 法 及 び , 次 期 委 員 長 に つい て , 現在 米 』 ツ 連 ノー ルウ ツェ イ 」 独 ) 英 ,/ 仏 」 

演 , 日 , か ら 1 名 づつ 委員 が 出 て いる が , ツ 連 , 日 本 等 電子 回 折 研 究 が 特に 盛 な 国 は 2 名 に し て は ど 
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うか と の 提案 が あり , その 趣旨 に は 全 委 員 散 成 で あっ た が , IUCr の general Secretary Dr.Smits 
か ら , この 問題 は IUCr の 予算 と 関係 が ある 点 を 考え る 必要 が ある と の 発言 が あり , 更に 検討 する こ 
と に な っ た . 三宅 か ら は , 将来 新しい 委員 を 決定 する と き , その 国 の National Committes に 放 問 
し て 欲し いと の 希望 を の べた . 次 に , 各 委 員 は Brockway 氏 が 本 委員 会 の 委員 長 と し て 最適 任 者 で 
ある こと に 意見 一 致し , 次 期 の 委員 長 を 継続 する 強い 希望 を 持っ て いる が , 一 方 , IUCr に , 小 委 員 
の 委員 長 は 継続 で き を ない と の 規約 が ある こと に 矛盾 し , 発足 間 も な い 本 委員 会 の 発展 に 支障 を 来たす 
こと が 有 憂 慮 され る の で , この 問題 も 打開 の 方 法 に つき 更に 検討 する こと に な っ た . 


③ 生 E096 基 年 ジジ ポン ジウ 2 っ つい 0 の 問題 だ ろ で で は ね で 日 本 長 員 三宅 と 
Brockway 氏 と の 間 で 腹 案 の 情報 交換 が な され て いた が , 案 は 現在 は むし ろ IUCr 執行 委員 会 の 議題 


ン ポ ジッ ム の 形式 ( 閉 針 形式 か 開放 形式 か う , 招待 状 , アナ ウッ ンス メン ト の 周知 法 , 主要 テー マ 等 に 
つい て の 議論 が 多少 あっ た に 止ま っ た . (三宅 静雄 ) 


1961 年 日本 て 開催 が 予定 され る 園 際 シン ポジ ウム 「 粒 子 線 回 折 」 に つい て 


1958 年 モン トリ オー ル で 開か れ た 第 4 回 国際 結 品 学会 議 に お いて , 電 子 回 折 に 関す る 最初 の 国際 シ 
シン ポジ ウム が 催さ れ , 同時 に IUCr の 小 委 員 会 の ーー つと し て Commission on Eleztron Diffraction 
が 成立 し た . その 際 開 か れ た 会 合 で 委員 特に 委員 長 Brockway 教授 か ら シ ン ポ ジウ ム の 近い 将来 に 
お ける 子 定 地 と 区 で > 連 及 び 上 日 本 を 考 密 で は どう か と いう 要望 が あり ツ 連 に 関し じ し て は 本 年 1959 年 
レニ ング ラー ド に お ける フェ ドロ アプ フ 40 年 記念 の 国際 学会 の 機 に 実現 され た . 一 方 日 本 に 関し て は 国 
内 関係 者 の 協議 の 末 時 期 と し て は 1961 年 9 月 が 適当 で あり , また 題目 と し て 電子 回 折 の みな ら ず 中 
性 子 回 折 を 加え る の が 効果 的 で あろ うと の 結論 に 達し , 将来 結晶 学研 究 連 絡 委 員 会 が 準備 委員 会 の 役 
に 当たる 構想 の 下 に , 学術 会 議事 務 局 と 交渉 中 で あっ た . その 後 , 以前 より 計画 中 で あっ た IUPAP 
(国際 物理 連合 う 関係 の 国際 磁気 学会 も また 1961 年 に 予定 され る こと に な り , 中 性 子 回 折 が 関連 題 
目 で ある こと か ら 考 えて も, 粒子 線 回 折 と 磁気 の 会 議 を 同一 時 期 に 開催 し , 形式 上 一 本 に まとめ る の 
が 内 容 的 に も 事務 的 に も 好都合 で ある と 考え られ る よう に な り , 結 品 , 磁気 の 関係 者 お よび 学術 会 
事務 局 の 間 で 構想 を 立て つつ ある . この 線 で 学術 会 議 は 政府 に 対す る 予算 要求 の 準備 を 進め つつ ある . 
平行 し て 行わ れる 二 つ の 学会 に 対し , それ ぞ れ IUCr ぉ お よび IUPAP の 執行 委員 会 か ら 既 に 開催 の 要 
請 が 公式 に あり , 現在 は 政府 の 内 許 を 待っ ば か り と な っ て いる . 

今 迄 の 計画 で は , 時 期 は 1961 年 -9 月 下旬 と し , 場所 は 一 応 東京 と 考え られ て いる が , これ は 更に 
検討 の り 上 , 関西 に な る 可能 人 性 も ある . エク スカ ーション の 日 を 含め , 6 上 日 間 と し , 電子 回 折 関 係 は 6 
セッ ショ ン , 中 性 子 回 折 は 3 セッ ショ ン 程 度 と 考え を て いる . その 中 磁気 と の 関連 部 分 は 合同 会 議 に す 
る 予定 で ある . 粒子 線 回 折 に つい て は , 外国 か ら の 来 会 者 は 30 名 前 後 と 予想 し て いる . (三宅 静雄 ) 


Index of Crystallographic Supplies の 第 2 版 が 出版 され た . これ は [I.U.Cr. の Commis- 
sion on Crystallographic Apparatus (本 邦 委 員 , 上 田 良 二 氏 う の 努力 と に よっ て で き 上 っ た も の で , 結 
卓 学 の 研究 に 必要 な 各種 装置 お よび 材料 の カタ ログ , それ ら を 供給 する 会 社 ま た は 機関 名 , お よび 結 
卓 学 に 関す る 著書 と 雑誌 を 網羅 し た も の で ある . わが 国 に は 約 100 部 の 無料 提供 が ある の で , 日 本 結 
卓 学 会 会 員 2 名 以上 所 属す る 研究 室 , 結晶 学 の 研究 者 5 名 (博士 コー ス の 大 学院 学生 を 含む ) 以上 所 
属す る 国 , 公 , 私 立 の 大 学 ま た は 国 , 公立 の 研究 所 の 研究 室 , お よび この 出版 物 の 編集 に 当っ て 協力 
せら れ た わが 国 の メー カー 各社 に 送 附 し 得る 予定 で ある . し た が っ て , 上 記 に 該当 する 研究 室 は , 12 
放 計 5 納 で に 下 呈 まで 申込 まれ だ たい 
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結 量 学研 究 連 絡 奏 員 会 幹事 
渡辺 得 之 助 
大 阪 市 北 区 中 之 島 4 丁目 
大 阪 大 学 理学 部 内 
な お , 一 部 送料 共 $2.50 で 直接 下記 へ 申込 むこ と る 出来 る 
Dr. A. J. Rose, Laboratoire de Minéralogie-Cristallographie, 1 rue Victor-Cousin, Paris 52, 


France 


W.P. Davey 博士 Davey-Hull の 図表 , 著書 “A Siudy of Crystal Structure ” 等 
で 知ら れ て いる W. P. Davey 博士 は 今年 10 月 12 日 73 才 の 高齢 で 匠 去 され た . アメ リ 
カ に お ける X 線 結 品 学 の 創始 者 の 一 人 で , 叉 温和 な 人 格 者 と し て 国 の 内 外 の 結 品 学者 か ら 
敬 愛さ れ て いた . 本 多 光 太郎 博士 , 西川 正治 朝 士 , 浅原 源 七 博士 と も 親交 が あり , 戦前 来 
日 され て 旧 交 を 温め られ た . 1914 年 Cornell 大 学 で Ph.D. の 学位 を うけ , 1926 年 まで 


G.E. の 研究 所 に 奏 職 , それ 以来 1949 年 まで Pennsylvania State College の 教授 と し て 
研究 に 又 後 進 の 指導 に つく され た . 退職 後 は 不 自由 な 身体 に も 拘ら ず ASTM カー ド の 事 
業 を 創設 し ,. 1952 年 ASTM 学会 賞 を 受け られ た . 又 1935 一 1940 の 期間 National 
Research Council の 物理 部 委員 長 の 要職 に あっ た . Dan McLachlan 博士 は 博士 の 高 
第 で あり , RR. Pepinsky 博士 は 博士 の 後継 者 で ある . (渡辺 得 之 助 ) 


会 報 
1. 日 本 結晶 学会 創立 十 周年 記念 講演 会 
日 本 結 卓 学会 創立 十 周 年 に 際 し て 9 月 11 日 及び 12 日 の 午前 に 仁田 勇 壇 士 並び に A. Guinier 博士 
の 記念 講演 会 が 開催 され た . この 両 博 士 の 記念 講 六 の 内 容 は 夫々 本 誌 の 5 頁 及 び 1 4 頁 に 掲載 され て 
いい る. 
此 の 記念 講演 会 に 際 し て は 日 本 学術 会 議会 長 代 理 よ り 以 下 の 如 き 祝 辞 が よせ られ た . 


本 日 ここ に 日 本 結晶 学会 が その 創立 10 周年 記念 の 祝賀 の 催し を 挙行 され る に あたり まし て ,、 日 本 
学術 会 議 を 代表 し て 祝辞 を 述べ ます こと は , 私 の 大 き な 喜 びと いた す と ころ で あり ます . 

足 会 が 1949 年 に その 創立 の 基礎 を 築 か れ て か ら こ こ に 10 年 , この 間 貴 会 は 終始 わが 国 の 結晶 学 
の 発展 向上 の た め に 非常 な 貢献 と な し て こら れ ま し た . な か で る も 足 会 が 本 会 議 の 結 品 学研 究 運 絡 委員 
会 の 基 毅 と し て , また , 同 研究 連絡 奏 員 会 の 国内 連絡 の 直接 の 対象 と し て , 全く 打 て ば 響く の 民 の と 
お り , 本 会 議 の 使命 で ある 学術 の 国内 に お ける 発展 並び に 国際 交流 に 直接 ある い は 間接 に 協力 し て こ 
られ まし た 実績 に つき まし て は , われ われ 本 会 議 関係 者 一 同 が 常々 感謝 し て いる と ころ で あり ます . 

貴 会 の 御 尽 力 に より , 国内 に お ける 結晶 学 の 興隆 発 民 は も と より , この 学問 分 野 に お ける わが 園 の 
国際 的 地位 は 今や 確立 せ も られ る に 至っ て お り ま す が , 更に 足 会 に は わが 国 の 結 曲 学 の 一 層 の 進歩 を 期 
する た め , 今回 新た な 体制 を 整え られ つつ ある と 承っ て お り ま す . 私 は 貴 会 が この 最初 の "10 年 間 に 
成し遂げ られ まし た 立派 な 人 御 業績 に 対し , 心から の 祝 意 を 捧げ る と 共に , 更に 一 層 光 輝 に 満ち た 次 の 
10 年 を お 迎 へ に な り ま す よ ょ よう, 今後 の 御 発展 を お 祈り 申し 上 げ ま す . 

日 本 学術 会 議会 長 代 理 和 達 清 夫 
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J』950 記 生計 9 凍 月 箇 貞夫 目 


2. 日 本 結晶 学会 1959 年 秋季 年 会 


日 本 結晶 学会 10 周年 記念 講演 会 に つづ いて 9 月 11 日 及び 12 日 の 午後 に 1959 年 秋季 年 会 が 開催 
され 研究 発表 が 行 は れ た . その 講演 要旨 は 以下 の 通り で ある . 


有限 結晶 の 格子 振動 と その 散乱 へ の 影響 林 田 敏明 


従来 の 温度 散乱 や ゃ 温度 因子 を 理論 的 に 導く に あたっ て は , 結晶 の 格子 振動 の 解 と し て , Born-von 
Karman 流 の 解法 に よる 無限 結 品 の 解 を 用 いて 来 た . し か し 厳密 に 云え ば , 我々 の 観測 する も の は 
有限 結晶 で ある か ら , その 点 に 注目 し て これ ら の 問題 を 検討 し て みた . 

結論 と し て は , 結晶 表面 の 影響 の た め に , 表面 に 近い 程 , 平均 自 乗 変位 が 増加 し , 従っ て , 温度 因 
子 が 場所 の 画数 と な る . 即ち 表面 に 近い 程 温度 因子 が 大 きく な り , 回 折 図 形 の 上 で は line profile が 
温度 変化 する こと が 期待 出来 る . 一 方 散漫 散乱 に つい て は , 従来 と 異 つ た 結論 は 得 ら れ な い . 

尚 実験 的 に も 検討 すべ き で ある が , 今回 は 時 間 的 に 無理 と 考え られ る . 唯 , 理論 的 計算 の 一 つの 仮 
定 と ど として, 音 子 の 平均 自由 行程 が 無限 大 と 考え て いる が , 普通 の 実験 条件 で は 無理 で あっ て , 定量 的 
な 検討 は 不可 能 で ある . 


アジ ンド 江 ジ シ 0 放 ステ デリ ジ 酸 の 次 線 散漫 散 各 ぼ つい で 安 中 正 一 
T. L. Amoros 


4 


一 般 に 分 子 化合 物 は 強い 文 線 散 漫 散乱 を 示す こと が 注目 され て いる . この 散漫 散乱 は 主 に 結 品 の 不 
完全 性 熱 振 動 に 原因 する . この 原因 は 他 の 物理 的 測定 か ら も その 情報 が 得 ら れる . し た が っ て 散漫 散 
乱 の 解釈 に は 他 か ら 得 られ た この 情報 と , 強度 の 定量 的 測定 と が 重要 と 考え られ る . 

アン トラ セン の XX 線 散漫 散乱 を 計数 管 法 に より 定量 的 に 測定 し た . この 散漫 散乱 は 鋭い スト リー ク 
と 連続 的 な 弱い 反射 と か ら な っ て いる . この 一 様 に ぼけ た 反射 は 分 子 の 独立 熱 運 動 と 軸 の まわ り の 振 
動 に より その 位置 と 絶対 強度 の 大 体 が 説明 され る . この こと は , 分 子 結晶 が 弱い フアン デ ャ バー ルカ 
ER マン スペ クン (る 知 記 た 太 放 で に と ない 靖 テア リン 酸 の 場 谷 に 大 体 
同 Ee が 去る 

鏡 い スト リー ク に つい て は 則 度 散乱 の 理論 より 分 子 間 力 を 推定 し た . 

X 線 散漫 散乱 の Fourier 解析 に よる AuCu; 合金 の 構造 解析 土 井 健 治 


一 般 に 電子 密度 分 布 (Zz, 々 2。) と その 構造 振 帖 4Cs:,ss) と の 間 に は 


ps, ed = | | ACs1, s7Dep2R Csiti + sta desdes 8) 
が 成立 つ . ここ で 次 の よう な 責 数 ぁ Czi, 々 >) を 考え る 


pia, = | f AG,s2 


gin 7;(8; — S81 ) Sin Tag(8g— 82) 


| 
0) 3 TCS2— 824 ) \ (G2®) 
eTPIMT{CS, — 81L “ZG;) + (82— S92 -Z9)} dS;dS; | 
ここ に (81 生 822) は 逆 格 子 点 互 C= ん た ko) の 座標 で ある . 上 式 は 次 の よう に 変 形 さ れる . 
pa = | fC! 2 sy 2 | Sy 


eZp— RS LT;! + S82 gg! dR; ' dg! 
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2 

2 

転移 点 以上 で 焼鈍 され た AuCus 結晶 に よる 散漫 散乱 強度 IdifCs:,sz,02CCowley, 1950) より , 画 
数 ACsi,ss) は 総計 的 中 心 対称 人 性 の 仮定 Doi, 1957, 1959) の も と に 次 式 に より 求め られ る ; 


1 al < 及び lz2| < 


RE A(Z;,Z2) = | 
olesl> あるいは lml> 


AE ON) 
EE 0 ルー 2 0 UU 
Dt Zaur Tou) Cd 


ここ に ナグ , は それ ぞ れ 各 原 子 の 原子 構造 因子 及び 核 外 電子 数 と を あらわす. i,2z を [100], [010] 
方 向 の 単位 並 進 と し , 甘 を 3 つの 超 格 子 点 100 う , (010 う , で 110) に を えら べ ば , prg(Zi, 22) は (Zi, 2) 
に 中 心 を 持つ 単位 胞 の 3 つの 独立 な 構造 因子 で ある . ( 々 1,Z2) を 適当 に えら ぶ こ と に より , pg(ei, Za) 
を 面 心 立方 単位 格子 を (001 う 上 に 投影 し て 得 ら れる 4 個 の 格子 点 上 の 電子 数 の 1 次 結合 と し て 表現 す 
る こと が で きる . これ に より 各 格 子 点 上 の 電子 数 を , 従っ て 各 格 子 点 に お ける Au と Cu の 原子 比 
を 求め る こと が で きる . 興味 ある こと は , これ より 各 単 位 胞 の 原子 組成 を 求め る と 平均 の 組成 より の 
明らか な ずれ が 見 られ る こと で ある . この こと は AuCus 合金 の 無秩序 相 の 構造 が 、 い わ ゆ る anti 一 
phase domain の 重なり と し て は 記述 さぶ され な いこ と を 示す . 


金 の 薄 片 状 単 結晶 の 螺旋 成長 と モワ レ 像 水 渡 英 三 


常温 で 作ら れ た 酸性 金 ゾ ル 中 の 薄 片 状 単 結晶 の 中 に は し ば し ば 螺旋 成長 に よる 階段 構造 を 持っ も の 
が 含ま れ て いる . 電子 顕微 鏡 的 観察 に よれ ば 結 唱 の 大 き さ は 5 一 10ku, step の 高 さ は 約 100A, 巾 は 
約 1kx で ある . 従っ て 螺 旋 の 回 転 も 3-5 回 で ある が , 水中 に suspend し て 成長 する 為 に , 結 品 
買 通 し た 螺旋 転位 の 両端 で 螺旋 階段 を 作っ て いる 状態 が 明か に 観察 され る . また 殆ど の 結 品 の 薄 片 面 
上 に 1000A 程度 の 間隔 の モッ マレ 像 が 見 られ る が , これ は step の 上 下 の 重 な り に 不 融 が あり , 螺旋 
転位 軸 の ま は り に 多少 回 転 し た 様 な 形 で 重なっ て いる と 考 ら れ , 障 視 野 像 を 用 いて この 回 転 角 を 計算 
する と 中 心 程 大 きく 周囲 の 方 が 小さ い が 平 均 約 10-3 rad. 程度 と な る . 叉 , 中 心 に 800A 程度 の 小 
所 が あり , これ より バー ガス ベク トル の 犬 き さ を 算 定 す る と , step の 高 さ と 同 程度 と な る 


Wells の 網 面 論 の 構造 化学 え の 一 応用 和議 


配 位 多面 体 の つみ 重なり と し て 考え られ る 結 品 構造 の 中 に は , 結 品 の 単位 胞 の 一 軸 が その 多面 体 の 
一 辺 の 長 さ に 等 し い 場合 が あぁ ある. その 軸 に 平行 な 投影 は , 平面 上 の 多角 形 の 配列 と し て 表現 さき れる . 
即ち Weils の 二 次 元 抽 面 の ー つ に 対応 する . 此 の 網 面 内 の ““ 点 ” は 配 位 原子 の 位置 で あり , ““ 多角 
衝 ” は 中 心 原子 の 種類 で 定まる 配 位 多面 体 の 種類 と その 投影 され る 方 向 で 決め られ る . 

Wells の 網 面 論 の 結果 を , 網 面 中 に 存在 する 点 の 結合 度 が 二 種 類 以 上 の 場合 に 拡張 する と , 


3hs+4h4+…+nha= 但し \ ダ =9@+rR+… ナ +eW 


と な る . 此 所 で , ん は 網 面 の 二 次 元 の 繰返し 単位 中 の ゃ 角形 の 数 , @Q, 太 , …… は 夫々 9- 結合 点 , 
ァ ー 結合 点 の 数 を | fraction で 表し た も の と すろ る 

結 量 の 投影 の asymmetric unit 中 の 化学 式 を 知っ て 上 式 を 解く こと は , その 投影 に 対応 する 可能 
な 網 面 を 規定 する こと に な る . 硫 塩 鉄 物 の 中 で 針 状 唱 閣 を 持つ も の に つい て , その 人 解 を 具体 的 に 示す .・ 
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核 四 極 共鳴 スペ マク トル の 結晶 解析 へ の 応用 森 時 ネ = 
外 山 正 春 


核 四 極子 Q は, 結 唱 中 で , 周囲 の 電場 勾配 ¢ と 結合 し て 電磁 波 を 吸収 する . この 村 四 極 共 喉 (NQ 
R) 吸収 の 周波 数 は 四 極 結合 定数 edq で きま り , 同じ 核種 で も 結晶 中 の 位置 (92 に よっ て 異 る . 同 
じ 種 に よる 吸収 線 の 数 は , 結 醒 中 の 不 等 価 な 位置 の 数 を 与え , これ か ら 結 品 の 対称 件 を 推定 する こ 
TNERIT 

吸収 線 は 磁場 を 加え る と ゼー マン 分 離 を 起す . 分 離 の 仕方 は 9 の 主軸 と 磁場 の 方 向 と に よっ て 異 る 
か ら , 単 結晶 を 用 いれ ば , 9 の 主 輔 方 向 を 決定 で きる . C-Cl 結合 に お ける Cl 原子 な ど で は gq の 
最大 主軸 は 結合 方 向 と 一 致し , これ か ら , 結晶 中 で の 結合 方 向 , 分 子 の 向き な ど を 知る こと が で きる ; 

これ ら の 実験 は 比較 的 簡単 に で き , 文 線 に よる 結 品 解析 に 役立つ も の と 思わ れる . 塩化 シア ヌ リ ル , 
1,3,5 一 トリ クロ ル ベ ン ゼン に つい て , NQR の 面 か ら 結 品 解 析 を 試み た 結果 を 述べ る . 


LiF の 贅 性 変形 の BーB 法 に よる 観察 吉松 満 
高 良 和 武 

LiF 単 結 量 に , 刷 開 , 圧縮 , 曲げ , 急冷 , カー ボラ ンダ ム の 落下 に よる 衝撃 に よる 変形 を 加 へ , 
面 欠陥 を B 一 B 法 に よっ て 観察 し た . 

V2 の る 説明 ある 

1) 負 開 . 破壊 前 線 , 場合 に よっ て は , step が 表 は れる . 又 点 列 (Gilman の Rosette) が 観測 
され る こと が ある .。 粒 界 は 一 般 に , 一 方 側が 鋭く , 他方 側 で 散漫 な コン トラ スト を 示す -. 

2) 圧縮 鋳 性 変形 . ご く 最 近 , Newkirk に よっ て , L 正 の 圧縮 天 性 変形 に つい て の 和 観察 が 報告 さ 
れ , 種々 の 反射 面 に つい て 観察 し , 反射 強度 の 比較 か ら , Burger's Vector の 向き を 決め た . 我々 も 
之 を 確 め た が , 2,3 の 新しい 現象 を 確 め た . 例 へ ば , 1 つの 方 向 に よっ て , 反射 強度 の 強い 線 が 他 の 
方 向 で は , F 地 の そ れ よ り 異 状 に 弱く な る 場合 が ある . これ は 普通 の 消 衰 効果 で 説明 出来 な い . 

3 う カ ー ボ ラン ダム の 落下 に よる 変形 . カー ボラ ンダ ム を 適当 の 高 さ ょ より 通 開 面 上 に 落す こと に よう つ 
て 得 ら れ た 表面 の 変形 を , Gilman が 人 触 凹 像 で 観測 し た も の を 線 像 で 調べ た が , これ より Burger’s 
Vector の 向き が 推定 出来 る . 


パイ ロフ ィ ラ イト の 加熱 変化 中 『 平光 興 


OH 基 を 含む 層 構 造 を も っ た 人 確 酸 塩 鉱物 の 加熱 変化 に 見 られ る 一 般 的 特徴 は , その 構造 変化 は 主 と 
し て 金属 イオ ン の 再編 成 に あり , 酸素 イオ ン に よっ て 構成 され る 骨格 は あま り 大 き な 変 化 は 受け な い 
と 云う こと で ある . "従っ て 原 鉱物 と 加熱 産物 と の 間 に は 一 定 の 結 品 学 的 関係 を も っ た 方 位 が 見 受 
けら れる . 長 さ 約 1mm, 幅 0.5mm の パイ ロフ 。』 ラ イト 単 結晶 を 960°C 及び 1030°C で 10 時 間 加 
熱し て 得 た も の は , 前 者 で パイ ロフ ェ ラ イト の 脱水 形 , 後者 で それ に 重 っ て ムラ イト の 文 線 回 折 図 形 

を 示す . 脱水 形 の 構造 に つい て は Bradley 及び Grim の 研究 が ある が , ② その 構造 に 於 いて は 面 共 有 

の アル ミニ ウツ ム 八 面体 が 仮定 され 且つ AL-O の 赴 離 に 約 2.5A と 云う 大 き な 値 を 含ん で いる . 且つ 
又 こ の 面 共 有 の 八 面 体 に よっ て 砕 酸 層 と 共有 きれ て いる 酸素 の 位置 は 著しく 変化 を うけ 砕 酸 層 自 身 の 
構造 に 大 き な 変 化 を 与え る . 一 方 960°C で 得 ら れ た 脱水 物 の ワイ セン ベル グ 写 真 は 原 鉱物 の それ と 
比べ て 若干 の 強度 変化 以外 に は 全然 相 赴 な く , 原 鉱物 と 極め て 類似 し た 構造 を 暗示 し , Bradley-Grim 
の 構造 で は 之 を 説明 し 得 な い . これ を 近似 的 に 説明 し 得 , 且つ ムラ イト の c- 軸 が 原 鉱物 の b- 還 
に 平行 で ある 事実 と 矛盾 し な い 構 造 と し て アル ミニ ウッ ウム の 隅 共 有 の 四面 体 鎖 を も っ た 脱水 形 の 構造 を 
を 中間 祖 0 ネン 相 | を 交 つ カリ リブ ド の 加 褒 交 化 と 対比 し パイ ロフ ライド に 大 い 
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て スピ ネル 相 の 欠 除 する 理由 を , 後者 に 於 ける 金属 イオ ン 層 に 対す る 酸素 イオ ン 層 の 過剰 に 求め た . 
凍 南 
1) G.W. Brindley and M. Nakahira: Nature, 181, 1333-1334, 1958. 
(2) W.F. Bradley and R.E. Grim: Amer. Min., 365 182-201, 1951. 
(3) G.W. Brindley and M. Nakahira: J. Amer.Ceramic Soc., 42, 311-323, 1959. 


ザン ソフ ィ ラ イト の 結晶 構造 定 氷 半 正 半 テ 
竹内 計 記 計 夫 
圭 琴 の 多 形 に 関す る 数 多く の 報告 に も か か わら ず , 個々 の 雲母 の 構造 に つい て の 詳細 な 知識 は 未 
に 牙 て 明らか に され て いな い . 然し な が ら 雲 母 の 多 形 は その 層間 に 入る 陽 イ オン の 相違 に 基く mica- 
sheet の 構造 の 変化 に 関係 する と 思わ れる の で , 雲母 の 多 形 の 原因 を 追求 する に は その 構造 の 詳細 を 
明らか に し な く て は な ら な い . 
この 意味 に お いて 最初 に 解析 され た Xanthophyllite, CaAlMgz CAlsSiDOio・(OH)2>, に 見 出さ れ 
た こと は mica-shest が 六方 品 系 の 対称 か ら 大 巾 に 変形 し た 三方 便 系 の 対称 を 持っ て いる こと で あ 
る . 此 の よう な 対称 の 層 に つい て は 新 ら し い 層 の 積み 重ね の 機構 が 考え られ る こと , 及び margarite 
seybertite 等 一 連 の brittle mica の precession 写真 の 解析 に より brittle mica の 多 形 に も mica 
の 多 形 に お ける よう な 法則 の ある こと を 指摘 し た . 


a- ブ ロモ , シス 人 肉 理 酸 の 結晶 構造 大 崎 健 次 
G.M.J. Schmidt 
¢- ブ ロモ , シス 肉 斑 酸 CHs-CH-CBr-COOHH の 結晶 は 日 光 の 照射 に より , シス , トラ ンス 異性 化 
を 行う こと は 古く か ら 知 られ て いる が , この 変化 が 固 相 内 で 起 る と いう こと は , CBr-COOH 群 の 回 
転 と し て は 老 え に くい . と ころ が , 著者 ら の 研究 室 で 現在 進行 中 の 固 相 反応 の 研究 の 成果 か ら , シス 
型 の 2 分 子 会 合 体 が 一 時 的 に 生成 し , これ が 再び 分 解す る こと に よっ て シス , トラ ンス の 異性 化 が 
固 相 内 で 無理 な く 進 行 し うる と いう 新しい メカ ニズム が 提案 せら れ た . シス 型 結 曲 の 構造 解析 の 結果 
ば の ク カ ニーズ スペ が 可能 で ある こと を 示 で いる 


ぶ 線 回 折 法 に よる 相 変 態 及 び 格 子 定数 の 精密 自動 記録 装置 志 村 義 博 
内 田 博 
井 上 時 灯 

自記 線 回 折 装 置 を 用 いて 高温 状態 に お ける 物質 の 結晶 構造 を 研究 する 方 法 と し て , 従来 一 般 に 用 
いら れ て いる 方 法 は , 試料 を 必要 な 高温 度 に 保持 する 試料 高温 装置 に 装着 し て 自記 X 線 回 折 装 置 の ゴ 
= ニ = オメー ター に 取 附 け , 試料 を 各 段 階 の 高温 度 に 保持 し つつ X 線 回 折 を 行う こと に よっ て 各 高 温度 に 
お ける 結 品 構造 を 研究 する も の で ある . 

し か し な が ら こ の よう な 段階 的 昇 温 に よる X 線 回 折 に よっ て は , 例え ば 変態 点 の 測定 や 或いは 相 変 
化 の 連続 追跡 を 行 お うと する 場合 に は , 操作 が 繁 雑 に と に な る ば か り で な く , 変化 過程 の 詳細 を 知る こと 
が 困難 で ある 上 に 、, 高 精度 の 測定 を 行う の に 就 練 を 要する 等 , 種々 の 困難 を 伴う の で , これ ら の 困難 
を 解決 する た め に 考案 し た 試料 温度 の 変化 に 対す る XX 線 回 折 図 形 の 変化 の 連続 記録 法 , 及び 試料 温度 
の 変化 に 対す る 格子 定数 変化 の 連続 記録 法 に つい て , その 方 法 と 装置 の 詳細 を 報告 し , 併せ て これ ら 
の 方 法 を 用 いた 物質 の 高温 連続 記録 例 も 報告 する . 


3. 日 本 結晶 学会 創立 十 周 年 記念 事業 と し て 上 記 記 念 講演 会 の 他 に Groth Institute と の 共催 で 
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"Phase transition 及び anomalous dispersion ” の 国際 シン シン ポジ ウム が 大 阪 に て 11 月 上 旬 開 供 の 
予定 で あり 進 備 が すす め ら れ て 居 た が , 止む を 得 ざ る 事情 に より 中 止 さ れる こと に 決定 し た . 但 し 来 
年 度 以後 に これ に 代 る 何ら か の 企画 が 立案 され つつ ある の で 御 期 待 を 人 名 う 次 第 で ある . 

4. International Tables for X-ray Crystallography, Vol. It, Mathematical Tables が 出 版 さ 
れ た . J. Kasper と KK. Lonsdale の 編集 に よる も の で , 内 容 は Introduction, Basic Mathematics, 
Crystal Geometiry, Diffraction Geometiry, Physics of Diffraction Methods, Fourier Synthesis, 


and Structure Factors, Spscial Topics, Miscsellaneous Exponential and Trigonometric Tables, 
Dictionary of Crystallographic Terms for Volume TT の 9 て いる . 価格 は 送料 共 一 部 
ぁ 5.15.0 で ある が , 日 本 結晶 学会 会 員 が 個人 用 と し て 使用 する 場合 は 送料 共 一 部 £ 3.10.0 で 購 
入 で きる . 個人 用 と し て 購入 希望 の 会 員 は 下記 まで 申込 Rs 送 了 葵 する. た だ し 購入 
手続 は 最寄り の 書店 で 行わ れ た い . 

5. World Directory of Crystallographers の 第 2 版 が , 1960 年 8 月 刊行 され る . 結 品 学研 
完 連 絡 奏 員 会 で は , この 名 潤 に 本 会 会 員 を 記載 する こと に 決定 され た の で , 会 員 諸氏 に は 同封 の que- 
stionaire に 記入 の 上 , 来る 12 月 15 日 まで に 下記 まで 送 附 され た い . な お 予約 価格 は 一 部 送料 共 400 
同 で あぁ あり, これ は 渡辺 が 取り まとめ て 払込 む 予 定 で ある . 御 希 望 の 方 は guestionaire の 上 部 余白 の 
右側 に 希望 と 記入 され た い . 


結 品 き 導 会 評議 員 
濾 辺 | 得 多 
大 阪 市 北 区 中 之 島 4 丁目 
大 阪 大 学 理学 部 内 
EAE We A 
林 号 別項 に お いで お 知ら せ し た 上記 の 賞 に つい て は , その 後 選 考 委 員 会 の 審議 の 結果 下記 の よう に 
決定 きれ た の で ここ に お 知ら せ し , 会 員 諸 氏 の 御 協 力 あ お 願い する . 


選考 委員 会 の 決定 事項 

1) 修 補 者 は 日本 結晶 学会 評議 員 が 推 訪 す る 

2) 衣 19607 年 棚 和 1 日 で 満 .30 才 に 達 RR ER 

3〕) 選考 の 対象 と な る 論文 は , 被 推薦 者 の 単独 名 の 論文 , お よび その 内 容 に つい て 被 推薦 者 が 主 と 
A 


= 


掲載 する か の 如き 形式 で 論文 を 作成 し た も の を 提出 する . この と き に は , 欧文 の 場合 は Acita 
Crystallographica に 掲載 し た と 考え て 6 頁 以 内 , 日 本 文 の 場合 は 8,000 字 以 内 で これ に 1,000 
語 以 内 の 欧文 に よる resumé を 附 す る 
4 の 選考 の 対象 と な り 得 る 論文 の 範囲 は , 広義 の 結 品 学 の 和男 欄 に 属す る も の で , Acia Crystallo- 
graphica に 掲載 し 得る 内 容 の も の と する . 
5) 推 謀 締 切 の 期日 は , 1960 年 2 月 末日 と し , 同朋 まで に 所 定 の 論文 は 選考 委員 会 に 提出 され て 
いな けれ ば な ら な い . 
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第 1 章 総 則 


本 会 は 結 量 学 お 0 関連 する 学 間 の 進歩 を 図る こと を 目的 と する . 
, 前 条 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 事業 を 行う . 


1. 年 会 , 分 科 会 , 講演 会 な どの 学術 的 会 合 を 開く . 

2. 機関 誌 そ の 他 の 出版 物 を 刊行 する . 

3. 国際 結晶 学 連 合 , 日 本 学術 会 議 結 唱 学 研究 連絡 委員 会 な どの 事業 に つい て , 本 会 評議 
員 会 が 必要 と 認め た 事項 に 関す る 情報 を 会 員 に 通知 する . 

4. その 他 評 議員 会 に よっ て 適当 と 認め られ た こと が b ら . 


この 会 則 の 実行 に 必要 な 細則 は , 評議 員 会 の 決議 を 経て , 総会 に お いて 報告 され ね ば な ら 
A 

第 2 章 証 会 員 
本 会 員 は , 正会員 , 区 助 会 員 お よび 名 准 会 員 か ら 成 る 
正会員 は , 結 品 学 ま た は これ い こ 秦 普 に 関連 する 学問 の 分 野 に 関し て 学識 を 有 ら し, 莉 議 員 全 
に よら で その 人 会 が 適当 と 認め られ だ ただ 莉 と する 


筑 助 会 員 は , 本 会 うき の 目的 を 交 助 し て その 事業 を 援助 する 者 また は 団体 と する . 名 准 会 員 は 。, 
結 曲 学 ま た は これ に 密接 に 関連 する 学問 の 分 野 に お いて 功績 顕著 な 者 で , 評議 員 会 に よっ 
て 推薦 され , 総会 に お いて 決定 され た 者 と する . 
正会員 また は 柳 助 会 a よう と する 者 また は 団体 は , 細則 に 定め られ た 手続 に 
し じ た が っ で 申込 みみ 7 で の 人 会 は 評議 員 会 Na っ 決定 され る 
I 
引 助 会 員 は , 1 ロロ 10,000 円 の 納入 金 1 品 以上 を 毎年 納め な けれ ば ば ならない. 
人 稚 会 員 は , 会 費 を 納め る こと を 必要 と し な い . 
会 員 は , 本 会 の 供 す 各 種 の 学術 的 会 合 に 参加 する こと が で きる . 
員 は , 機関 誌 に 寄稿 する こと が で きる 、 た だ し , や ゃ やむを得 な いと 認め た 場合 に は 細則 
に 定め る 編集 委員 長 は その 掲載 を 反 み , また は 改訂 を 要求 する こと が で ぎ きる. 
員 は , 機関 誌 の 配布 を 受け る . た だ し , 会 費 を 前 納 し 正会員 に 
上 る 
会 員 は , 評議 員 会 に 対し , 本 会 に 対す る 希望 を 申し 出 て , その 鶴 議 を 求め る こと が で きる . 
会 員 お よび 苗 助 会 員 は , 評議 員 会 に 届け 出 て 退会 する こと が で きる 
正当 な 理由 な くし て , 会 費 を ー ヶ 年 以上 滞納 し た 正会員 は 評議 員 会 に よっ で 退会 き ぜ られ 
移 。 
年 度 の 中 途 で 退会 し た 会 員 に 対し て で は, 機関 誌 配布 の 量 に 応じ て , 
会 費 額 を 決定 する . 
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第 3 章 会 長 , 評議 員 お よび 幹事 


会 の 事業 を 行う た め に , 評議 員 20 名 に よっ て 作ら れ た 評議 員 会 を 置く 、 

詳 議 員 は , 細則 に 定め る 方 法 に より - 正 会 員 中 より 選出 され る . また 評議 員 中 より , 評議 
員 の 五 選 に よる 会 長 1 名 , お よび 会 長 の 指名 に よる 幹事 5 名 が 漢 任 さ れる 、 

会 長 は , 本 会 を 代表 し , 会 務 を 総理 し 。 総会 お よび 評議 員 会 を 招集 し て その 議長 と た る 、 
た だ し , 会 長 事故 ある と き は , 会 長 の 指名 する 評議 員 の 1 人 が その 任務 を 代行 する 。 
評議 員 会 は , 定款 と 細則 に 定め られ た 審議 事項 お よび 総会 の 決定 し た 基本 方 針 に 従い 運営 
事項 を 審議 決定 する . 

呼 事 5 名 は , 編集 分 担 3 名 , 庶務 分 担 1 名 お よび 会 計 分 担 1 名 より 成り , 評議 員 会 の 決議 
に 若い て 業務 を 行う . 

会 長 お よび 幹事 の 任 題 は 1 年 と し , いずれ る も 重任 を 妨げ な い 、 

詳 議員 の 任期 は 2 年 と し , 毎年 その 半数 が 改選 され る . た だ し , 再選 を 妨げ な い 、 

会 長 , 幹事 お よび 評議 員 の 任期 は それ ぞ れ 4 月 1 日 に 始 り , 翌年 お よび 翌々 年 の 3 月 31 
目 に 終る . 

会 長 は , 任期 が 終了 し て も , 次 期 会 長 が 就任 する まで その 職務 を 行う 評議 員 お よび 昌 事 
(る の ea ロ MR 


第 4 章 総 会 
総会 は , 正会員 お よび 禁 助 会 員 を 以 て 組織 し , 毎年 1 回 開い て , 会 運営 の 基本 方 針 を 決 
る 


会 長 は , 総会 開催 の 時 所 お よび 議案 を 少く と も 開催 の 2 週間 前 に 会 員 に 通知 し な けれ ば な 
ら な い . 
総会 の 議案 は , 評議 員 会 が 提出 する . 

総会 は , 正会員 の 1/1。 の 参加 を 以 て 成立 する . た だ し , 書面 に よっ て 意思 を 表示 し た 正 
会 員 と , 他 の 出席 正会員 に 表決 を 委任 し た 正会員 は , 出 麻 会 員 と みな す . 総会 の 議事 は 
出席 正会員 の 過半 数 で 決め , 可 香 同数 の と き は 議長 が 決め る . 


第 5 章 会 計 


ド 会 の 会 計 年 度 は , 毎年 4 月 1 日 に 始ま り , 翌年 3 月 31 日 を 以 て 終る . 
本 会 の 収支 決算 は , 評議 員 会 の 承認 を 得 た る 後 , 総会 に お いて 公表 され ね ば な ら た な たい. 


第 6 章 定款 の 変更 , その 他 
この 定款 の 変更 は 総会 に お いて 決定 する . 
この 定款 に 疑義 を 生じ た と き は , 評議 員 会 が 判定 する が , その 判定 は 次 期 の 総会 に お いて 
承認 され な けれ ば ぱ ば ならない . 


付 既 


この 定 論 は , 昭和 34 年 4 月 3 日 より これ を 実施 し , 同日 付 を 以 て 昭和 34 年 4 月 2 日 現在 
の 本 会 会 則 は 無効 と な る . た だ し , 昭和 34 年 4 月 2 日 現在 の 本 会 会 長 を 除く 評議 員 の 中 
で , 評議 員 会 に よっ て 選ば れる 9 名 の 任期 は 昭和 35 年 3 月 31 日 まで と し , 会 長 を 含む 残 
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第 10 打 


定 款 


3 i MO 36 年 3 月 31 日 まで と する . 
の 本 部 を , 東京 都 文京 区 本 富士 町 一 番地 東京 大 学 理 学部 久 物 学 教室 内 に 置く 


日 本 結晶 学会 細則 
第 1 章 正会員 お よび 状 助 会 


本 会 に 正会員 と し て 入会 を 希望 する 者 は , 本 会 の 本 部 より 入会 申込 書 の 配布 を 受け それ 
に 所 定 の こと が ら を 記入 し , 本 会 々 員 2 名 の 紹介 (署名 擦 印 〉 を 得 て , 評議 員 会 に 提出 す 
る る 8 : 

本 会 に 冷 助 会 員 と し て 入会 を 希望 する 者 また は 団体 は , 本 会 の 本 部 より スス 会 申込 書 の 配布 
を 受け それ に に 所定 の SE が がら EN i 

会 員 は , 細則 第 4 章 に 守 め る 刊行 物 の 配布 を 受 

第 性 誤 語 凍 弓 

定款 第 17 条 に 定め る 評議 員 の 選出 は , 次 の 方 法 に よ 

1. 評議 員 会 は , 毎年 3 月 31 日 以前 に , 全 正 会 員 に 次 央 詳 議 員 伯 靖 考 の 堆 葉 を 永 め 。 3 

名 以上 の 正会員 に よっ て 推薦 ( 有 牧 名 控 印 ) され た 者 を 会 員 推薦 候補 者 と する . 

評議 員 会 は , 計 16 名 以内 の 評議 員 会 推薦 候補 者 を 選出 し , それ ら と 前 号 の 会 員 推薦 

候補 者 と を 加え た 全員 を 次 期 評 議員 候補 者 に 指名 する . 

3. 評議 員 会 は , 指名 候補 者 全員 の 氏名 を 全 正 会 員 に 通知 し て 選挙 を 求め , 正会員 の 投票 
結果 に 従い , 指名 候補 者 中 より 10 名 の 評議 員 が 決定 せら れる . た だ し , 票数 が 同数 の 

場合 の 決定 は , 10 名 の 留任 評議 員 に より 行わ れる . 


tt 


第 3 章 学術 的 会 合 


年 会 で は , 会 員 の 研究 報告 , お よび それ ら に 関す る 討論 を 行う . 
分 科 会 で は , 特定 の 分 野 で の 会 員 の 研究 報告 , お よび それ ら に 関す る 討論 を 行う 

年 会 , 分 科 会 その 他 の 講演 会 で は , 本 会 で 依頼 し た 講演 を 行う こと が ある . 

年 会 は , 年 2 回 開き , 分 科 会 その 他 の 講演 会 は , 随時 開く , 評議 員 会 は それ ら の 期日 , 


開催 地 , また 分 野 な ど を 決定 し 全会 員 に 予告 まる 

第 4 章 " 刊 行 物 
本 会 は , 機関 誌 と し て , 日 本 結 品 学会 誌 ⑧ 外 「 会 誌 由 どい う D を 4 ケ月 に 1 回 革 定 の 
日 だ 発行 する 
会 誌 に は , 総合 
告 , 会 員 名 簿 な ど 
会 誌 に 研究 報告 その 他 を 掲載 し よう と 思う 会 員 は , その 原稿 を 細則 第 10 休 に 定め る , そ 
れ ぞ れ の 編集 委員 長 に 提出 する 

第 5 部 特別 委員 会 


本 会 に , 編集 担当 幹事 1 名 を 委員 長 と する 会 誌 編集 委員 会 , その 他 の 特別 委員 会 を 置く , 
各々 の 特別 委員 会 は それ ぞ れ 別に 設け る 規定 に 従っ て 運営 され る . 


8 人 研究 じ 潤 告 , 解説 , 学界 の 話題 , 研究 余話 , 論文 目録 , 本 会 記事 , 会 
> 掲載 する . 


第 七 回 応用 物理 学 関係 運 合 講演 会 


日 本 結 曲 学会 は 例年 の 如く 来春 他 学 会 と 連合 に て 連合 講演 会 を 開催 いた し ます の で , 護 
演 御 希望 の 方 は 下記 の 要領 に て 当 学 会 あて 御 申 込み 下さ い 。 


a 


2. 会 


場 東京 大 学 工 学部 三 号 館 
期 上 胎 和 35 年 3 月 31 日 ( 木 ) 4 月 3 日 (日 ) 


3. 講演 申込 
締 切 35 年 1 月 28 日 ( 木 ) 午後 4 時 迄 厳守 
申込 用 紙 官製 へ ダキ 又は 同一 の 大 き さ の 厚紙 (一 題目 一 枚 ) テア プス トラ クト を 附 


ける ) 

記載 事項 

A. 希望 講演 分 野 (分 類 表 参照 ) 

B. 題目 ( 幻 灯 要 不 要 ) 

C. 希望 講演 時 間 

D. 講演 者 名 (研究 場所 略記 , 連名 の 場合 は 登壇 者 氏名 の 左肩 に OQ を つけ る ) 
EE. 内 容 抄録 (分類 の 参考 程度 ) 

F. 予稿 原稿 用 紙 送 附 先 , へ が ダキ の 表 に 住所 氏名 を 鮮明 に 記す こと 

泊 8 

1. へ ガキ の 裏 面 に 短い 辺 を 縦 軸 に と っ て , 左 横書き に する 

2 誕 放 希望 講演 分 野 は 用 で ダキ の 最 下 部 右側 に 書き 二 弄 で か ご ぞ むこ と 

3 の 誠 ささ 85 eR る 

4. 一 人 の 講演 申込 数 が 多 過 ぎる 場合 は プ ョ グラム 編集 委員 会 で 制限 する こと が あ 

る 
5. 講演 時 間 は 日 程 の 都合 で 短縮 する こと が ある 


4. 予稿 集 オフ セッ ト (写真 版 ) 


一 題目 一 真 (原稿 用 紙 一 枚 ) 
締切 , 2 月 20 日 (講演 申込 者 に は 原稿 用 紙 を 送り ます ) 


シン ボン ジン ジウム 

還 本 結語 学会 は EE 記 と 併行 し で 下記 の 如 ペ 2 つの シン ポジ ツ ム を 行 ひ ます が この シシ 
シン ポポ ジャッ ム に 講演 御 希望 の 方 は , 準備 の 都合 が あり ます の で 上 記 3 の 要領 に て 正式 に 講演 
申込 を され る 前 に 12 月 25 日 まで 当 学 会 あて に 講演 希望 の 旨 を ハガキ に て 御 連 絡 下 さい 


シン ポジ ウゥ ウム 題目 
1. 結晶 及び 分 子 の 熱 振動 
2. 格子 不 整 (“格子 不 整 グ ルー プ ” と 共催 ) 
講演 分 野 分 類 表 
A 応用 力学 ( 粉 体 ・ 天 人 性 ・ 音 )B 懲 7C 光 ) D: 電磁 気 (ミリ 波 ・ 放 電 を 信 む ), 


E: 原子 核 ・ 放 射線 (アマ イット ー プ , トレ アレー チチ サー, 加速 度 装置 , 原子 炉 関 係 を 含む ), F・. 


応用 物性 (CT ) ( 高 分 子 ・ 居 人 性 ・ 表 面 物理 ・ 金 属 ・ 結 品 成 長 ・ 基 他 ), G. 応用 物 作 ( 廿 ) 


(半導体 ・ 誘 電 体 ・ 磁 人 性 体 ), 琴 . 電子 線 ・ 文 線 (電子 顕微 鏡 ・ 結 上 曲 解析 ・ 回 折 ), I 
測定 技術 (真空 技術 ・ 一 般 計 測 ・ 工 業 計 測 ・ 自 動 制御 ・ 計 算 機 ・ 質 量 分 析 ), J. 共 他 
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四 識 中 拓夫 溢 三 計 人 生 千 田 0 詳 議 京 親 四 3 
康 議 上 凍 武 半 大 詳 主 三 填 宅 講 表 計 誕生 野 下 林 ミ 0 潜 和 辺 半 得 と 
鞭 事由 務 圭三 
編 集 三宅 静雄 渡辺 得 助 高木 佐知 夫 
竹 内 慶 夫 ( 兼 ) 
会 計 委 表 1 


生生 員 議員 庄村 半 清 靖 三 
[8 可 寺川 詳 下 圭 治 時 (昭和 
伊 藤 頁 市 (昭和 
午 田 和男 (昭和 30 一 32) 


I 
SE 
六 


創刊 号 編集 委員 
県 


委 = 
答 員 定 氷 両 一 高木 佐知 夫 
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日 本 結 唱 学会 誌 創刊 号 (第 1 巻 第 1 及び 2 号 合併 ) 


了 昭和 34 年 11 月 30 日 印刷 
昭和 34 年 12 月 1 日 発行 


発 行 所 2S 


振 替 口座 東生 点 世 1 計 3 


発 行者 竹 内 慶 次 
印刷 所 第 一 印刷 株 式 会 社 
0 伯 押 区 持 本 大 生生.9 
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